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注 意 事 項 

 

1. 本冊子は，環境土木・建築学科の平成３１年度入学生用に作成されたものです． 

2. 本冊子には，環境土木・建築学科入学者に対する履修の心得，環境土木工学プログラ

ムと建築学プログラムの各プログラムの教育目標，各プログラムにおける教育目標と

専門科目の対応，カリキュラム表（プログラムツリー）および各科目のシラバスが記

載されています． 

3. プログラムにおける教育目標と専門科目の対応表により，各科目を受講することで教

育目標の達成度を自ら判断することが出来ますので，随時確認してください． 

4. 各科目のシラバスには，授業目標，授業内容および成績評価方法などの事項が記入さ

れています．各科目の内容を十分に吟味して「自分はどの科目をどのように勉強した

らよいか」考えながら年間の学習計画を立ててください． 

5. ただし，工学部全体で開講される科目（「工学倫理」，「工学概論第１」，「工学概論第２」，

「経営工学」，「産業と経済」，「データ統計解析」，「テクニカルライティング」および

「特許及び知的財産」など）のシラバスは本冊子に含まれていません．これらについ

ては，工学部のシラバスを参照してください． 

6. なお，本冊子に記載の担当教員名と内容等は，年度の状況に応じて変更することがあ

りますので，注意してください． 

7. 各自の入学した年度のカリキュラムが適用されますので，2年次以降も本冊子を保管し

履修の際の参考資料としてください． 
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平成31年4月 

 

平成３１年度 環境土木・建築学科入学者に対する履修の心得 

 

１ ．環境土木・建築学科とその教育方針 

従来，土木工学は，自然環境に対して交通基盤やライフラインといった社会資本を建設する工学

として発達し，一方建築学は，人間生活を収容する人工環境を建設する工学として発達してきた．

両者はそれぞれの歴史が異なり，特にわが国では個別の分野として確立してきた．しかしながら，

両者は良好な社会環境を創造するための工学という意味においては共通しており，更には近年の急

速な都市化，自然環境の劣化，情報社会の到来等によって，両者が共同して執り行う事業が増加し

つつある．こうした背景を踏まえ，本学では，従来独立であった土木工学科，建築学科を合わせて

「社会環境工学科」とした後，平成24年度からは学科名称を「環境土木・建築学科」とし，その中

に環境土木工学コースと建築学コースを設けることとした．平成29年度からはそれぞれのコースは

環境土木工学プログラムと建築学プログラムとして継承し（両プログラムは日本技術者教育認定機

構（JABEE）の認証プログラムであり，本学科の特徴である），２年次への進級時に各プログラ

ムへの進路分けを行う． 

環境土木・建築学科における教育は，良好な社会環境を創造するための基礎知識を修得すること

を旨とし，従来の土木工学科，建築学科で行われてきた科目を統廃合して，１）共通，２）構造・

材料，３）地盤，４）水理・環境，５）計画・意匠の五つの分野に区分して行うこととしている．

即ち，図学，数学，力学，確率・統計，情報処理，計測技術等，環境土木工学と建築学に共通して

必要な専門基礎科目を四年一貫して履修するとともに，残る四つの専門分野においては，１年次に

「構造物と技術の発展」「都市と文明の歴史」「形と力」「人間活動と環境」，２年次に「構造力

学及び演習」（環境土木工学プログラム）あるいは「建築構造力学及び演習」（建築学プログラム）

「空間計画論」の専門基礎科目を履修した後，２・３・４年次にそれぞれの専門科目を選択して履

修することのできるカリキュラム編成を組んでいる．それによって，環境土木工学と建築学全体に

わたる幅広い基礎知識とそれぞれの専門分野における基礎知識の両方の修得が期待されている． 

環境土木工学と建築学に関するこれらの基礎知識に加えて，さらに奥深い専門知識を修得す

るには，大学院への進学が必要となる．環境土木工学プログラムおよび建築学プログラムに対

応する大学院専攻としては，工学研究科土木工学専攻，環境学研究科都市環境学専攻（空間環

境学コース，建築学コース）が置かれている．これらの専攻には前期２年（修士）と後期３年

（博士）の課程があり，特に優秀な学生には，前期・後期をあわせて１年あるいは２年短縮し

修了できる道も開かれている．諸君らの大多数がこうした大学院に進学して専門的かつ高度な

教育を享受し，先端的な研究活動に従事することを期待している． 

 

２ ．一般的な履修上の注意 

（１）高校までと違い大学では，履修科目の決定などにおいて学生の自主性が要求される．「単位

の取得が容易だから」とか「多くの人が取るから」などという安易な理由で科目を決めずに，

自分の学びたいことは何か，環境土木工学と建築学の学習・研究に必要なことは何かなどを

よく考えて，自分で決めることが大切である． 

（２）全学教育科目の中でも，語学（言語文化科目）や数学・物理学・化学（理系基礎科目）は，

とくに後の専門教育において大変重要である．単に単位を取るということでなく，内容の理

解を十分深めるよう勉強しておくこと． 



（３）環境土木工学と建築学は，工学部の中でも最も人文・社会科学の素養が求められる学問であ

る．それに係わる全学基礎科目の勉強も重要である． 

（４）学習上の不正行為（カンニング，他人のレポートの写しなど）は，重大な「犯罪行為」であ

ることを自覚すること（そのような行為が真剣に取り組んでいる他人にどのような影響を及

ぼすかを考えてみること）．不正行為が発覚したときは，その学期の全科目の単位がはく奪

されるなど，厳重な処分が行われる．（「環境土木・建築学科入学者に対する履修の心得」

末尾の「定期試験に関する注意事項」と「レポートに関する注意事項」参照．） 

 

３ ．専門系科目の履修について 

環境土木工学と建築学は，力学に基礎をおく応用工学だけでなく，防災・環境問題や交通・

都市問題など社会科学とも深い関わりを持つ総合工学である．名古屋大学工学部環境土木・建

築学科では，こうした広い内容を学生諸君に確実に理解してもらうために，環境土木工学プロ

グラム，建築学プログラムそれぞれのプログラムが，別紙に示すようなカリキュラム（全学教

育科目を除く）を用意している．共通科目はもちろん，プログラム内の各系についてもまんべ

んなく履修することが望ましい．とくに１・２年生では各系の重要な基礎を勉強するので，す

べてが必修科目と考えて履修すること． 

 

４ ．環境土木工学プログラムと建築学プログラムのプログラム分けについて 

環境土木工学プログラムと建築学プログラムへのプログラム分けは２年次への進級時に行

われる．基本的には，諸君の希望によりプログラムの選択が行われるが，いずれかのプログラ

ムの定員を上回る希望がある場合には，必ずしも希望のプログラムへの進級はできない．この

調整は，１年次に履修した科目の成績を考慮して行われる．したがって，希望のプログラムへ

の配属のためには入学後も真剣に学習に取り組む必要がある．同じ科目でもプログラムによっ

て必修科目と選択科目に分かれているので注意すること．なお，プログラム分けの詳細なガイ

ダンスが秋に行われるので，開催日時と場所を掲示にて確認するとともに，必ず出席すること． 

 

５ ．大学院入試について 

（１）環境土木・建築学科の上に位置する大学院専攻には，工学研究科土木工学専攻と環境学研究

科都市環境学専攻（空間環境学コース，建築学コース）の２専攻がある．もちろんそれ以外

の専攻への進学も可能である． 

（２）環境土木・建築学科においては，大多数の学生が大学院修士課程（博士前期課程）に進学し

ている．近年，他大学からの受験生も大幅に増えており，合格するには十分な試験準備（専

門系科目や語学，数学などの勉強）が必要である． 

 

６ ．飛び級制度について 

（１）大学院への進学を希望するもので，成績が極めて優秀なものに対して，希望者にはいわゆる

「飛び級」の制度を適用することができる．これは，学部を３年間で終了して大学院へ進学

するものである．ただしこの場合，学部卒の資格（つまり「学士（工学）」の学位）は与え

られない． 

（２）「飛び級」の資格が与えられるには，２年次までの成績がトップクラスであること，３年次

に大学院入試を４年生と一緒に受験して合格すること，３年終了時点の成績がトップクラス

を維持していること，の３点が必要である． 



７ ．JABEE（日本技術者教育認定機構Japan Accreditation Board for Engineering Education）

について 

環境土木・建築学科の教育プログラムは，環境土木工学プログラムにおいて平成 16(2004)年

度より，建築学プログラムにおいて平成 20(2008)年度より JABEE 認定されている．継続的な認

定のために，学生の皆さん自身の，学習目標の設定や積極的な学習活動さらには自己点検と学習

改善の実行が求められている． 

 

１．JABEE とは？ 

 JABEE とは「高等教育の質を保証するための認定制度」である．他にも大学設置・学校法人審

議会，視学委員監査，大学基準協会，大学評価・学位授与機構などの高等教育の改善や質の保証

を目的とする仕組みはあるが，これらと比べて大きく異なるところは，JABEE は技術者教育の国

際相互承認を最終的に目指している点である（注１）．これによって，将来的には JABEE 認定プ

ログラムを卒業すれば世界中で通用する技術者として認められるようになることを目指してい

る（注２）．必要とされる技術者レベルは，身近なところでは国家公務員 II 種試験問題，技術

士補試験問題が目安とされている．また認定に際しては，JABEE 認定委員会に産官学から委員が

入ることで多面的な評価を可能にしている点が特徴である． 
（注１）現在でもアメリカ合衆国では，認定プログラムで無い大学の修了生は，その大学の位置する州以

外の州では，その分野の学士であることが認められず高卒扱いを受ける場合がある．長期的には

世界的にこの様な流れになる可能性がある． 

（注２）国内的な意味でも JABEE プログラム修了者には，「技術士の１次試験の免除」の上に，「修習技

術士の資格の自動的取得」というメリットが既に与えられている．すなわち JABEE 認定プログラ

ム修了者であれば，２０歳代後半で技術士の資格を取ることが充分可能であり，更には APEC エ

ンジニア資格をも若年で取ることが可能である． 

２．JABEE の目指す教育内容 

「幅の広い文系・自然科学系の基礎力とともに，倫理観・説明責任能力に裏付けられた確固た

る専門知識を有し，新しい分野を切り拓く知識と能力をもつ総合力に優れた自立した技術者」の

育成を目的としている． 

３．JABEE 認定を受けるために重要なこと 

 認定を受けるために重要なのは「教育の質の向上と継続的改善のための仕組みとその実施」で

ある．これは，以下のプロセスが循環的に行われる（Plan→Do→Check→Action→Plan に戻る）

ことで可能になる．教える側（教員）も教わる側（学生）も両方が努力することが求められてい

る． 

 

プロセス 教員 学生 

Plan 教育の目標の設定 学習目標の設定 

Do 達成するための教育活動・教育環境 達成するための様々な学習活動 

Check 結果の点検・評価 結果の点検・評価 

Action 教育改善 学習改善 

 



８ ．オフィスアワー等について 

オフィスアワー(Office Hour)とは，学生諸君が，事前にアポイントメントをとることなく，

質問や相談等のため各教員の研究室を訪れてよい時間のことである． 

このシステムは，諸君が直接研究室を訪問したり電話をしたりしても，教員が不在でなかなか

コンタクトを取ることができない場合があるので，諸君の便宜を図るために設けられたものであ

る．オフィスアワーを設けている教員は，その時間は必ず研究室に在室することになっている．

しかし，最近では，電子メールで質問をしたり，アポイントメントを取ったりすることが可能な

ので，特にオフィスアワーを設けていない教員も多い．したがって，オフィスアワーを設けてい

ないからといって，授業時間以外は質問できないわけではなく，また，オフィスアワーを設けて

いる教員も，電子メールでの質問やアポイントメントを受け付ける．質問・相談などがあり，教

員とコンタクトを取りたい場合は，以下のフローチャートを参考にすると良い． 

 

教員が
オフィスアワーを

設けている

メールでの質問・
相談が可能な内容

アポイントを
取りたい旨の
メールを送る

メールにて
質問・相談事を

送る

回答に
納得

新たな質問・
相談事を送る

メール又は
電話にて面談の

日時の調整

研究室訪問

オフィスアワーに
直接研究室を

訪問

疑問解消

オフィスアワーに
訪問できる

Yes

Yes

Yes

Yes

No

No

No
No

教員に対する
質問・相談事項が

生じる



 

定期試験に関する注意事項（重要） 
 

1. 試験中机の上に置いてよいものは，時計，筆記用具（許可されている場合は電卓）のみとす

る．ただし，参考書などを持ち込み可の試験科目の場合は，監督者の指示に従うこと． 

2. 携帯電話を持っている人は，電源を必ず切ってかばんにしまい身につけないこと．携帯電話

を時計として使用することはできない． 

3. 筆記用具とは，シャープペンシル，鉛筆，消しゴム，定規であり，筆入れはかばんに入れ，

机の上には置かないこと． 

4. 各自のかばんなどのものは監督者が指定した場所（例えば，机の下）に置くこと．いすや机

の中に物を置かないこと． 

5. 前の席から詰めて，できるだけ左右一人分は空けて座ること．また，試験開始前に席を配置

し直すことがあるので，監督者の指示に従って速やかに移動すること． 

6. よそ見をしたり，不審な行動をとる学生に対して，着席位置を変えたり，退出させることが

ある． 

7. カンニング発覚の場合は，規定により，厳正な措置が取られる．措置の内容としては，退学，

停学または訓告等の懲戒処分に加えて，当該学生が当該学期において修得した全授業科目の

単位を原則として不認定とする． 

 

レポートに関する注意事項（重要） 

 

1. レポートを他の授業時間内で行うことは認められない． 

2. 書籍やWebなどの他人の文章や図表（他人のレポートを含む）をあたかも自分のレポートと

して提出することは剽窃であり，認められない．書籍やWebの内容を使用する場合は，出所

を明示し引用すること．剽窃と判断されたレポートは，上記のカンニング行為と同様とみ

なされ，カンニング発覚と同様の措置が取られる場合がある． 

 



 

環境土木工学プログラムの学習・教育目標 

 
 
 

(A) 数学，物理学，力学，情報学および化学などの基礎知識を中心とした十分な基礎力 

(B) 環境，経済および社会問題に関わる人文，社会科学などの広範な知識力 

(C) 良好な社会環境を創造する責務についての国内的および国際的な視野と理解の涵養 

(D) 日本語と英語による文書，口頭および情報メディアを利用した効率的な説明力 

(E) 堅固な基礎知識と先端的専門知識を生かして土木技術問題を解決するための高度な応用力と創

造力 

(F) 地球的あるいは地域的な制度的制約を乗り越えて将来の社会を創造する総合力 

(G) 高級技術者としてのみならず一個の人格として社会と人類に対する責任を遂行する豊かな人間

性と社会性 

 

  

従来，土木工学は，自然災害から住民の暮らしを守るための工学，更に交通基盤やライフラインな

どの社会資本を建設して良好な社会環境を創造するための工学として発達してきた． 

 近年の急速な都市化，自然環境の劣化，情報社会の到来等の急速かつ多岐にわたる社会環境変化を

踏まえ，良好な社会環境を創造するための基礎知識を修得させることを旨とし，本学部の学部教育の

目的である「基礎科目を重視し，現在の科学・技術の水準を理解し，創意・改善しながら工学を応用

する能力のある技術者・研究者の養成」のもとで， 

・理学的な基礎知識と工学基礎の充実 

・人文・社会科学等の社会資本整備に関連する学問分野についての幅広い視野の確立 

・基礎知識を柔軟に適用する豊かな応用力の養成 

・専門的な知識の習得のみならず，将来の創造性につながる基礎学理と技術・研究のあり方，技術者

倫理に対する基本的な素養の養成 

を基本方針に学部教育を行う． 

 さらに，人間社会の文化・文明における土木技術の位置付けを理解し，国家や地域の環境を考慮し

ながら，質の高い社会資本の形成を導く学理，方法論を総合的かつ専門的に考究する中で，高い倫理

観のもとでその実現を自ら可能とする研究者，技術者，すなわち自ら問題を発掘し，調和の中に解決

しうる能力を有する研究者ならびに高級土木技術者を養成することを教育の目標とする． 



 

学習・教育目標の補足説明 

 

(A) 基礎力  

目  標：数学，物理学，力学，情報学および化学などの十分な基礎力を持っている  

対象科目：専門基礎科目全般 

 

(B) 知識力  

目  標：環境，経済および社会問題に関わる人文，社会科学などの広範な知識を持っている  

対象科目：都市と文明の歴史，社会環境保全学，空間設計論など 

 

(C) 国内的および国際的な視野と理解の涵養  

目  標：国内的および国際的な視野と理解力を持っている  

対象科目：国土のデザインとプロジェクト，人間活動と環境，社会環境保全学など 

 

(D) 説明力  

目  標：日本語と英語による文書，口頭および情報メディアを利用した効率的な説明が出来る  

対象科目：技術英語 1，技術英語 2，専門の演習科目（選択必修），実験系科目など 

 

(E) 応用力と創造力 

目  標：堅固な基礎知識と先端的専門知識を組み合わせて課題を解決する応用力と創造力を持

っている 

対象科目：専門科目全般  

 

(F) 総合力  

目  標：様々な制約を乗り越えるために，多種多様な専門知識を総合し，個人または組織で課

題に対応することが出来る 

対象科目：構造物と技術の発展，社会資本計画学，卒業研究など 

 

(G) 人間性と社会性  

目  標：環境土木工学が担う社会的責任や倫理性を理解している 

対象科目：構造物と技術の発展，卒業研究など 
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構造物と技術の発展 ○ ◎ ◎
都市と文明の歴史 ◎ ○ ○
情報処理序説 ◎ ○ △
形と力 ◎ △ △ ◎
人間活動と環境 ○ ◎ △ △ ○
数学1及び演習 ◎
流れの力学及び演習 ◎ △ ◎ △
土質力学及び演習 ◎ △ ◎ △ △
構造解析の基礎及び演習 ◎ ○
構造力学及び演習 ◎ △ ◎
社会資本計画学 △ ○ ○ ○ ◎ ◎
環境土木工学実習 △ △ △ ◎ 〇 ◎ ◎
図学 ◎
確率と統計 ◎
解析力学及び演習 ◎
数学2及び演習 ◎

土木の統計学 ◎ ○
土木の力学 ◎ ◎ △
空間計画論 ○ ◎ ○ ○
コンクリート構造第１ △ △ ◎ △
材料工学 ○ △ ◎ △
土質・基礎工学 ◎ △ ◎ △
開水路水理学 ○ △ △ ◎ △
構造材料実験Ⅰ ○ △ ◎ ◎ ◎
沿岸海象力学 ○ ○ ○ ◎
水理学実験 ○ ◎ ○ ◎
地盤材料実験 ○ △ ◎ ○ ◎ ○
技術英語１ ◎
技術英語２ ◎
構造材料実験Ⅱ ○ △ ◎ ◎ ◎ △
卒業研究A ○ △ △ ○ ◎ △ ○
卒業研究B ○ △ △ ○ ◎ △ ○
社会資本・空間計画学演習 △ ◎ ○ ◎
環境情報演習 ◎ ◎ ○ △
応用構造力学 ○ ○ △ ◎
コンクリート構造第２ △ △ ◎ △
交通論 △ ○ ◎ ○
都市環境システム工学 ○ ○ ○ △ ○ △ △
地盤工学 ◎ ○ ○ △
水文・河川工学 ○ △ ○ △ ◎ △
極限強度学 ○ △ △ ◎
鋼構造工学 △ △ △ ◎ △
海岸・海洋工学 ◎ △ ○ △ ○ △ △
橋梁設計演習 ○ ○ ◎ ○
衛生工学 ○ ○ ○ △ ○ △ △
情報処理演習 ◎ △ ○ △
数値解析学 ◎ ○
計測技術及び実習 ○ ◎ ○

都市・国土計画 ○ ○ △ △ ○ △
国土のデザインとプロジェクト △ ◎ ○ ○
学外実習 ○ ○ ○ ○ ○ ○
土木史 ○ ○ ○ ○ ○
社会環境保全学 ◎ ◎ △ ○
空間設計論 ◎ ◎ ○
土木地質学 ○ △ △ △ ◎ △
防災・減災技術 ○ △ △ △ ◎ △
水域環境学 ○ △ ○ ◎ △ △
社会基盤施設の設計と維持管理 ○ ○ ○ ○ ○
経営工学 ○ ○ ○ ◎
工学概論第1 ◎
工学概論第2 ○ ○ ○ ◎
工学概論第3 ○ ○ ○ ◎
工学概論第4 ○ ○ ○ ◎
工学倫理 ◎ ◎
産業と経済 ◎
環境土木・建築学概論 ○ ◎ ◎
特許及び知的財産 ○ ○ ○
データ統計解析B ◎ ○
テクニカルライティング ◎

注）　◎特に重点的に行う、○重点的に行う、△付随的に行う
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環境土木工学プログラムでの倫理教育への取り組み 

 

環境土木工学プログラムでは，それぞれの分野に関わる技術者倫理の問題を，各専門科目に導入し紹

介をしています．以下の目標に基づき行っていますが，工学教育において技術者倫理は非常に重要です

ので，各自目標を理解し，技術者としての責任を考え，自覚する能力を身につけて下さい． 

 
科  目  名 工学倫理に関する教育骨子 単 位 数  授 業 形 態  
科 目 区 分 専門基礎科目・専門科目 開 講 時 期  必修・選択  

対象履修 

プログラム 
環境土木工学 担当教員 

各教員 

キーワード 技術者倫理，責任，自覚，安全・福祉，問題解決能力 

授業の概要 
土木技術が社会や自然に対する影響を理解し，技術者としての責任を考え，自覚す

る能力を身につける． 

授業の目標 

1. 工学の究極目的が人類の安全・福祉の実現であることを理解し，土木技術が社

会や自然に及ぼす効果と，それに対する責任を自覚する能力を身に付ける． 
2. 多様な価値，制約の中で，自己の信念と良心にしたがって公平で責任ある判断

を下せる能力を身につける． 
3. 既定の行動規範に従うという受動的な規範主義ではなく，より積極的で創造的

な「知的営為」とその成果による問題解決能力の涵養を目指す． 
4. 具体的な事例において，技術者の倫理観の欠如が社会および地域・地球環境に

とって大きな問題を生ぜしめている現状を理解し，倫理的な価値判断の方法を

学ぶ． 
基礎となる科目  
関連して履修が

望ましい科目 

工学倫理 

授 業 内 容 

 

1. 技術者とは 
2. 技術者倫理とは 
3. 技術者・個人・組織・国民 
4. アカウンタビリテイ・技術者資格制度 
5. 土木学会・倫理規定（1999） 
6. 土木学会・仙台宣言（2000） 
7. 工学一般の具体的事例 
8. 土木各分野の具体的事例（構造，地盤，水工，環境，計画） 

教科書・参考書  

授業の形式 

1.～6.についてはガイダンス時に，7.，8.については以下の科目で講義が行われ

ます． 
【必修科目】 
構造物と技術の発展，人間活動と環境，都市と文明の歴史，構造力学及び演習，応用構

造力学，材料工学，コンクリート構造第 1，土質力学及び演習，土質・基礎工学，開水

路水理学，沿岸海象力学，社会資本計画学，空間計画論，情報処理序説 
【選択科目（専門基礎科目）】 
確率と統計 
【選択科目（専門科目）】 
鋼構造工学，社会基盤施設の設計と維持管理，都市環境システム工学，海岸・海洋工学，

水域環境学，水文・河川工学，交通論 
評価方法  

履修上の注意  

質問への対応方法  

メッセージ  



建築学プログラムの学習・教育目標 

 

  建築学とは，人間の様々な生活行為を含む空間を創造する総合学である。本プログラムでは，

対象領域を建築単体から都市や環境全般へ，物理環境から情報環境へと広げつつ，それら建築お

よび都市における計画・設計・生産・保全のための学術・技術・芸術について，計画・デザイン，

環境・設備，構造・材料・生産技術の３つの分野を基礎に総合的に教育を行い，幅広いパースペ

クティヴの中で高度な専門知識を駆使し得る個性的で創造力豊かな人材を育成することを目標と

している。そして，それを具体的に実現するため，「Ｔ字型」教育カリキュラムを採っている。そ

れは，全ての学生が計画・デザイン，環境・設備，構造・材料・生産技術の３つの分野における

基礎知識を修得し，建築学の全体像を把握した後，学生自身の関心と自主的な判断により，それ

ぞれの専門分野の科目を選択して専門知識を深く学ぶことを可能とするカリキュラムであり，幅

広く堅牢な基礎知識の上に専門家として必要不可欠である高度な専門知識の修得が意図されてい

る。さらに設計演習などの各種演習や卒業研究におけるきめ細かいマンツウマン教育を通じて，

修得した知識を社会に応用していくための社会性，協調性の涵養も期待されている。 

  以下，建築学プログラムにおける専門科目の学習を通して修得される知識と養成される具体的

な能力を示す。 

 

 

(A) 自然・モノ・人の視点からさまざまな現象などを考えるための学術・

技術・芸術に関する基礎的知識 

(B) 建築活動が社会および自然に与える影響を予測・評価し，その当否を

判断する能力 

(C) 建築・都市に関する幅広い基礎的な専門知識と設計能力・技術力 

    (1) 計画・デザイン分野 

    (2) 環境・設備分野 

    (3) 構造・材料・生産技術分野 

(D) 建築・都市に関する高度な専門知識を駆使し，個性的かつ創造的に活

動するための設計能力・技術力 

(E) 建築・都市が抱える問題を絶えず総合的に把握・解析し，かつ建築・

都市の質的向上を図る能力 

(F) 常に多様な価値観を認めあい，他と協調し，幅広く意見交換を行いな

がら意志決定していく能力 

(G) 自然現象や社会現象，造形に接して得た感動を言葉や図によって他者

に伝える能力 

(H) 建築図書を読解，表記，説明する能力 

 
一
級
建
築
士
お
よ
び
国
際
的
な
建
築
家
資
格
の
取
得
に
必
要
な
総
合
的
専
門
知
識 

 



H31年度 建築学プログラムにおける教育目標を達成する授業科目の一覧表

(A) (B) (C) (D) (E) (F) (G) (H)

単
位
数

基礎セミナー 2.0 7 4 4
英語 6.0 5 5 5

必 第２外国語 6.0 5 5 5
全 文系基礎科目／文系教養科目 4.0 15

修 健康・スポーツ科学 2.0 5
学 力学Ｉ 2.0 15

科 力学II 2.0 15
教 電磁気学Ｉ 2.0 15

目 物理学実験 1.5 15
育 化学基礎Ｉ 2.0 15

化学基礎II 2.0 15
科 理系教養科目 4.0 15

微分積分学Ｉ 2.0 15
目 微分積分学II 2.0 15

線形代数学Ｉ 2.0 15
線形代数学II 2.0 15
複素関数論 2.0 15

構造物と技術の発展 2.0 12 3
都市と文明の歴史 2.0 12 3
図学 2.0 2 11 2
形と力 2.0 15
人間活動と環境 2.0 9 6
数学1及び演習 4.0 14 1
情報処理序説 2.0 10 5
空間設計工学及び演習第1 3.0 2 6 2 2 3
建築構造力学及び演習 2.5 14 1
空間設計論 2.0 2 2 10 1
空間設計工学及び演習第2 3.0 2 6 2 2 3
応用構造力学及び演習 2.5 14 1
鉄骨構造 2.0 13 2
確率と統計 2.0 13 1 1
空間計画論 2.0 3 10 2
流れの力学および演習 4.0 6 2 2 5
数学2及び演習 4.0 15
解析力学及び演習 3.0 15

物理環境工学 2.0 15
コンクリート工学 2.0 8 6 1
建築史第1 2.0 3 3 9
建築史第2 2.0 3 3 9

必 建築計画第1 2.0 0.5 3 11 0.5
建築設計及び演習第1 3.0 2 6 2 2 3

修 人間環境工学 2.0 10 5
環境システム工学 2.0 13 2

専 科 構造・材料実験法 2.0 4 5 6
鉄筋コンクリート構造 2.0 1 10 4

目 建築生産システム 2.0 2 3 9 1
建築法規 1.0 3 4.5
防災安全 1.0 3.5 1 3
卒業研究A 5.0 2 2 5 4 1 1

門 卒業研究B 5.0 2 2 5 4 1 1

　 社会資本計画学 2.0 2 4 7 2
交通論 2.0 2 4 9
耐震工学 2.0 3 12

選 建築設計及び演習第2 3.0 6 2 3 2 2
科 建築計画第2 2.0 2 3 10

択 都市・国土計画 2.0 2 4 6 3
設備工学 2.0 2 5 8
環境システム設計及び演習 2.5 6 7 2

科 建築構造解析及び演習 2.5 8 7
構造設計工学 2.0 1 3 11

目 建築材料工学 2.0 3 4 8
目 建築基礎構造 2.0 1 4 10

総合設計及び演習第1（構造） 3.0 3 3 3 3 3
総合設計及び演習第1（計画） 3.0 8 3 1 3
総合設計及び演習第1（環境設備） 3.0 6 3 3 3
建築史第3 2.0 3 3 9
社会環境保全学 2.0 5 7 3
総合設計及び演習第2 3.0 1 7 3 1 3

情報処理及び演習 1.5 2 8 5
造形演習第1 1.0 2 13
造形演習第2 1.0 5 10

関 選 土質力学及び演習 4.0 5 10
計測技術及び実習 2.5 10 2 3

連 衛生工学 2.0 6 9
択 土木史 2.0 4 11

専 国土のデザインとプロジェクト 2.0 4 4 4 3
経営工学 2.0 5 5 5

門 科 工学概論第1 1.0
工学概論第2 1.0 8 5

科 工学概論第3 2.0 5 5
目 工学概論第4 3.0

目 データ統計解析 2.0
工学倫理 2.0 10 5
産業と経済 2.0 5
建築学特別講義 2.0 4 11
環境土木・建築学概論 2.0 15
特許及び知的財産 1.0 15
テクニカルライティング 2.0

開講コマ
数合計

382.00 113.00 247.00 244.50 44.00 75.50 80.00 32.00

注1：表中の数字は教育目標に対応する各授業のコマ数を示す。

注2：　　　は各教育目標を達成するための主要必修科目として位置づける。
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建築学プログラムでの倫理教育への取り組み 

 

建築学は，地域固有の歴史・伝統・文化を尊重し，地球規模の自然環境と知識・技術を共生させ豊か

な人間生活の基盤となるものです。そこで，建築活動が社会と自然に与える影響を適切に予測・評価し，

その当否を判断する能力を高めるため，建築学プログラムでは専門系の様々な科目のなかで，以下に示

す建築分野の専門家・技術者の業務や実務と倫理の関わりについて教育をしています。なお，一般的な

工学技術者倫理に関しては，工学部共通科目として「工学倫理」が選択科目として設けられています。 

 

1) 土地に定着する建築物・建築技術としての特質と建築倫理・技術者倫理 

2) 長寿命の建築物・建築技術としての特質と建築倫理・技術者倫理 

3) シェルターとしての建築物・建築技術の特質と建築倫理・技術者倫理 

4) ライフサイクルを通しての建築物・建築技術の特質と建築倫理・技術者倫理 

5) 美的価値を通しての建築物・建築技術の特質と建築倫理・技術者倫理 

6) 多様な性能を満たす建築物・建築技術の特質と建築倫理・技術者倫理 

7) 生産工程を通した建築物・建築技術の特質と建築倫理・技術者倫理 

8) 建築物の存在により発生する災害に関わる建築物・建築技術の特質と建築倫理・技術者倫理 

 

 

建築倫理・技術者倫理に関わる専門系各分野の科目は、以下の通りです。特に必修科目を通じて倫理教

育を行っています。 

 

【必修科目】 

・専門基礎科目 

構造物と技術の発展，都市と文明の歴史，人間活動と環境，空間設計工学及び演習第 1， 

空間設計論，空間設計工学及び演習第 2 

・専門科目 

建築史第 1，建築史第 2，建築計画第 1，建築設計及び演習第 1，鉄筋コンクリート構造，建築生産シ

ステム，建築法規，防災安全，卒業研究 A，卒業研究 B 

 

【選択科目】 

・専門基礎科目／専門科目／関連専門科目 

空間計画論，社会資本計画学，交通論，建築設計及び演習第 2，建築計画第 2，都市・国土計画，設備

工学，環境システム設計及び演習，構造設計工学，建築基礎構造，建築材料工学，総合設計及び演習

第 1（構造），総合設計及び演習第 1（計画），総合設計及び演習第 1（環境設備），建築史第 3，総合設

計及び演習第 2，土木史 

 



二級・木造 一級 科目名 履修学年 必修・選択 単位数

①建築設計 ①建築設計 空間設計工学及び演習第１ 2 必修 3

　　製図 　　製図 空間設計工学及び演習第２ 2 必修 3

実務０～２年 (7単位以上) 建築設計及び演習第１ 3 必修 3

(5単位以上) 建築設計及び演習第２ 3 選択 3

実務３～５年 総合設計及び演習第１(構造) 4 選択 3

(3単位以上) 総合設計及び演習第１(計画) 4 選択 3

総合設計及び演習第１(環境設備) 4 選択 3

②～④ ②建築計画 空間設計論 2 必修 2

 建築計画、 (7単位以上) 建築計画第１ 3 必修 2

 建築環境工 建築計画第２ 3 選択 2

 学又は建築 建築史第１ 2 必修 2

 設備 建築史第２ 3 必修 2

実務０～２年 建築史第３ 3 選択 2

(7単位以上) ③建築環境工学 物理環境工学 2 必修 2

実務３～５年 (2単位以上) 人間環境工学 3 必修 2

(2単位以上) ④建築設備 環境システム工学 3 必修 2

(2単位以上) 設備工学 3 選択 2

環境システム設計及び演習 3 選択 2.5

⑤～⑦ ⑤構造力学 形と力 1 必修 2

 構造力学、 (4単位以上) 建築構造力学及び演習 2 必修 2.5

 建築一般構 応用構造力学及び演習 2 必修 2.5

 造又は建築 解析力学及び演習 2 選択 3

 材料 耐震工学 3 選択 2

実務０～２年 建築構造解析及び演習 3 選択 2.5

(6単位以上) 構造設計工学 3 選択 2

実務３～５年 ⑥建築一般 鉄骨構造 2 必修 2

(3単位以上) 　　構造 鉄筋コンクリート構造 3 必修 2

(3単位以上) 建築基礎構造 3 選択 2

⑦建築材料 コンクリート工学 2 必修 2

(2単位以上) 構造・材料実験法 3 必修 2

建築材料工学 3 選択 2

⑧建築生産 ⑧建築生産

(1単位以上) (2単位以上)

⑨建築法規 ⑨建築法規

(1単位以上) (1単位以上)

⑩その他 ⑩その他 図学 1 必修 2

（適宜） (適宜) 都市と文明の歴史 1 必修 2

人間活動と環境 1 必修 2

構造物と技術の発展 1 必修 2

空間計画論 2 選択 2

情報処理及び演習 2 選択 1.5

防災安全 3 必修 1

計測技術及び実習 3 選択 2.5

造形演習第２ 3 選択 1

都市・国土計画 3 選択 2

建築学特別講義 4 選択 2

10〜20単位 30単位

40単位(実務０年) 60単位(実務２年)

30単位(実務１年) 50単位(実務３年)

20単位(実務２年) 40単位(実務４年)

指定科目の分類
(必要単位数)

建築学コースで履修できる指定科目

建築生産システム 3 必修 2

建築法規 3 必修 1

①～⑨の必要単位数合計

必要総単位数(①～⑩の単位数合計)

建築士試験の受験資格に関わる「指定科目」について 

 
 平成 20 年の建築士制度

の改正に伴い、一級・二

級・木造建築士試験の受験

資格要件が変更された。一

級建築士については、平成

20 年度大学（学部）入学者

までは、工学部社会環境工

学科（現 環境土木・建築

学科）の課程を修めた後、

建築に関して２年以上の

実務の経験を有する者に

受験資格が与えられてい

たが、平成 21 年度大学（学

部）入学者からは、国土交

通大臣の指定する建築に

関する科目（指定科目）を

修めて卒業した者であっ

て、その卒業後建築に関す

る実務として国土交通省

令で定めるもの（建築実

務）の経験を２年以上有す

る者に受験資格が与えら

れることとなった。二級・

木造建築士についても同

様に、指定科目を修めて卒

業し、実務の経験を所定の

年数以上有する者に受験

資格が与えられることと

なった。 
 そこで、工学部環境土

木・建築学科建築学プログ

ラムでは、一級・二級・木

造建築士試験の受験資格

要件を満たす指定科目を

用意した。平成 29 年度以

降の大学（学部）入学者は、

大学（学部）在籍中に右表

に示す指定科目を必要単

位数履修して卒業するこ

とにより、建築士試験の受

験資格が与えられる。ただ

し、一級建築士については、

指定科目を履修して卒業

することに加えて、２年以

上の建築実務を経験する

ことによってはじめて、受

験資格が与えられる。 



1年前期 1年後期 2年前期 2年後期 3年前期 3年後期 4年前期 4年後期

図学 形と力＊ 土木の統計学＊ 土木の力学＊

計測技術及び実習

微分積分学Ⅰ 微分積分学Ⅱ 複素関数論 数学2及び演習

線形代数学Ⅰ 線形代数学Ⅱ 解析力学及び演習

力学Ⅰ＊ 力学Ⅱ＊

化学基礎Ⅰ＊ 電磁気学Ⅰ＊

物理学実験＊

化学基礎Ⅱ＊

数学1及び演習＊

確率と統計

情報・コミュニケー
ション基礎

情報処理序説＊ 情報処理演習 数値解析学 技術英語１＊ 技術英語２＊

都市と文明の歴史＊ 人間活動と環境＊

構造物と技術の発展＊

国土のデザインとプロジェクト 環境土木工学実習＊ 学外実習 都市・国土計画 社会基盤施設の設計と維持管理

土木史 防災・減災技術

卒業研究A＊ 卒業研究B＊

構造解析の基礎及び演習＊ 構造力学及び演習＊ 応用構造力学 極限強度学

鋼構造工学

ｺﾝｸﾘｰﾄ構造第１＊

材料工学＊ ｺﾝｸﾘｰﾄ構造第2

土質力学及び演習＊ 土質・基礎工学＊ 地盤工学 土木地質学

地盤材料実験＊

流れの力学及び演習＊ 開水路水理学＊ 沿岸海象力学＊ 海岸・海洋工学 水域環境学

水理学実験＊ 水文・河川工学

空間計画論＊ 交通論 社会資本・空間計画学演習 空間設計論

自然環境と人間社会 都市環境システム工学 環境情報演習 社会環境保全学

衛生工学

工学倫理 環境土木・建築学概論 工業概論第２ 産業と経済

工学概論第１ データ統計解析 工学概論第３

工学概論第４ テクニカルライティング 経営工学

職業指導

特許及び知的財産

注１）　ゴシック体：専門基礎科目，明朝体（ローマン体）：専門科目，明朝体（斜体）：関連専門科目，明朝体（下線）：全学教育科目
注２） ＊印(緑色)：必修科目，無印：選択科目

環境土木・建築学科　環境土木工学プログラム  カリキュラムツリー

 系   　　　　　　　　　　　期

全学教育科目
（理系基礎科目を除く）

全学基礎科目（基礎セミナー，言語文化，健康・スポーツ科学），文系基礎科目，
文系教養科目，理系教養科目，全学教養科目，開放科目

土
木
基
礎
科
目

工学基礎

数理基礎
（全学教育科目の
理系基礎科目を

含む）

環境土木の世界

土木
総合
科目

エンジニアリング・
デザイン

土
木
専
門
科
目

構造

構造材料実験Ⅰ＊

工学一般

橋梁設計演習

材料

地盤

水工

計画

社会資本計画学＊

環境

構造材料実験Ⅱ＊



履修時間
１年 春学期

／単位数／履修時間
１年 秋学期

／単位数／履修時間
２年 春学期

／単位数／履修時間
２年 秋学期

／単位数／履修時間
３年 春学期

／単位数／履修時間
３年 秋学期

／単位数／履修時間
４年 春学期

／単位数／履修時間
４年 秋学期

／単位数／履修時間

微分積分学 I
・選択／2／22.5

微分積分学II
・選択／2／22.5

複素関数論
・選択／2／22.5

　
　／0／0

　
　／0／0

　
　／0／0

　
　／0／0

　
　／0／0

線形代数学 I
・選択／2／22.5

線形代数学II
・選択／2／22.5

　
　／0／0

　
　／0／0

　
　／0／0

　
　／0／0

　
　／0／0

　
　／0／0

　
　／0／0

数学1及び演習
●必修／4／45

　
　／0／0

数学2及び演習
・選択／4／45

　
　／0／0

　
　／0／0

　
　／0／0

　
　／0／0

　
　／0／0

確率と統計
・選択／2／22.5

　
　／0／0

　
　／0／0

　
　／0／0

　
　／0／0

データ統計解析B
・選択／2／22.5

　
　／0／0

力学 I
●必修／2／22.5

力学II
●必修／2／22.5

解析力学及び演習
・選択／3／33.75

　
　／0／0

　
　／0／0

　
　／0／0

　
　／0／0

　
　／0／0

　
　／0／0

電磁気学 I
●必修／2／22.5

　
　／0／0

　
　／0／0

　
　／0／0

　
　／0／0

　
　／0／0

　
　／0／0

物理学実験
●必修／1.5／45

　
　／0／0

　
　／0／0

　
　／0／0

　
　／0／0

　
　／0／0

　
　／0／0

化学基礎 I
●必修／2／22.5

化学基礎II
●必修／2／22.5

　
　／0／0

　
　／0／0

　
　／0／0

　
　／0／0

　
　／0／0

　
　／0／0

化学実験
・選択／1.5／45

　
　／0／0

　
　／0／0

　
　／0／0

　
　／0／0

　
　／0／0

　
　／0／0

　
　／0／0

工学概論第1
・選択／1／11.25

　
　／0／0

　
　／0／0

　
　／0／0

　
　／0／0

　
　／0／0

工学概論第2
・選択／1／11.25

＃工学概論第3
・選択／2／22.5

#工学概論第4
・選択／3／33.75

　
　／0／0

　
　／0／0

　
　／0／0

　
　／0／0

　
　／0／0

テクニカルライティング
・選択／2／22.5

経営工学
・選択／2／22.5

工学倫理
・選択／2／22.5

　
　／0／0

　
　／0／0

　
　／0／0

　
　／0／0

　
　／0／0

　
　／0／0

産業と経済
・選択／2／22.5

　
　／0／0

　
　／0／0

　
　／0／0

　
　／0／0

　
　／0／0

　
　／0／0

　
　／0／0

特許及び知的財産
・選択／1／11.25

　
　／0／0

　
　／0／0

　
　／0／0

　
　／0／0

　
　／0／0

　
　／0／0

　
　／0／0

＃環境土木・建築学概論
・選択／2／22.5

　
　／0／0

　
　／0／0

　
　／0／0

　
　／0／0

衛生工学
・選択／2／22.5

土木史
・選択／2／22.5

土質力学及び演習
・選択／4／45

　
　／0／0

　
　／0／0

　
　／0／0

　
　／0／0

　
　／0／0

　
　／0／0

国土のデザインとプロジェクト

・選択／2／22.5

情報系
情報処理序説

●必修／2／22.5
　

　／0／0
　

　／0／0
情報処理及び演習
・選択／1.5／22.5

　
　／0／0

　
　／0／0

　
　／0／0

　
　／0／0 情報系

造形系
　

　／0／0
　

　／0／0
造形演習第1

・選択／1／33.75
　

　／0／0
造形演習第2

・選択／1／33.75
　

　／0／0
　

　／0／0
　

　／0／0 造形系

図学
●必修／2／22.5

　
　／0／0

空間設計工学及び演習第1
●必修／3／33.75

空間設計工学及び演習第2
●必修／3／33.75

建築設計及び演習第1
●必修／3／45

建築設計及び演習第2
・選択／3／45

総合設計及び演習第1(計画)
・選択／3／45

総合設計及び演習第2
・選択／3／45

　
　／0／0

　
　／0／0

　
　／0／0

　
　／0／0

　
　／0／0

　
　／0／0

総合設計及び演習第1(環境設備)

・選択／3／45
　

　／0／0

　
　／0／0

　
　／0／0

　
　／0／0

　
　／0／0

　
　／0／0

　
　／0／0

総合設計及び演習第1(構造)
・選択／3／45

　
　／0／0

　
　／0／0

　
　／0／0

　
　／0／0

　
　／0／0

建築法規
●必修／1／11.25

　
　／0／0

卒業研究A
●必修／5／56.25

卒業研究B
●必修／5／56.25

防災安全
●必修／1／11.25

社会環境保全学
・選択／2／22.5

建築学特別講義
・選択／2／22.5

　
　／0／0

　
　／0／0

　
　／0／0

　
　／0／0

計測技術及び実習
・選択／2.5／45

　
　／0／0

　
　／0／0

　
　／0／0

都市計画
社会資本計画学
・選択／2／22.5

都市・国土計画
・選択／2／22.5

交通論
・選択／2／22.5

　
　／0／0 都市計画

建築計画
建築計画第1

●必修／2／22.5
建築計画第2

・選択／2／22.5
　

　／0／0
　

　／0／0 建築計画

　
　／0／0

建築史第1
●必修／2／22.5

建築史第2
●必修／2／22.5

建築史第3
・選択／2／22.5

　
　／0／0

　
　／0／0

　
　／0／0

環境システム工学
●必修／2／22.5

設備工学
・選択／2／22.5

　
　／0／0

　
　／0／0

　
　／0／0

環境系
人間環境工学

●必修／2／22.5
　

　／0／0 環境系

　
　／0／0

　
　／0／0

　
　／0／0

　
　／0／0

建築生産システム
●必修／2／22.5

　
　／0／0

　
　／0／0

　
　／0／0

コンクリート工学
●必修／2／22.5

建築材料工学
・選択／2／22.5

　
　／0／0

　
　／0／0

力学系
建築構造力学及び演習
●必修／2.5／33.75

応用構造力学及び演習
●必修／2.5／33.75

建築構造解析及び演習
・選択／2.5／33.75

　
　／0／0

　
　／0／0 力学系

　
　／0／0

　
　／0／0

　
　／0／0

　
　／0／0

　
　／0／0

　
　／0／0

　
　／0／0

　
　／0／0

鉄骨構造
●必修／2／22.5

鉄筋コンクリート構造
●必修／2／22.5

構造設計工学
・選択／2／22.5

　
　／0／0

　
　／0／0

　
　／0／0

　
　／0／0

　
　／0／0

　
　／0／0

耐震工学
・選択／2／22.5

建築基礎構造
・選択／2／22.5

　
　／0／0

　
　／0／0

構造系

形と力
●必修／2／22.5

構造・材料実験法
●必修／2／45

設計系

材料系

構造系

材料系

設計系

構造物と技術の発展
●必修／2／22.5

環境システム設計及び演習
・選択／2.5／33.75

計画系

歴史意匠

環境系
設備系

都市と文明の歴史
●必修／2／22.5

物理環境工学
●必修／2／22.5

歴史意匠

設備系

流れの力学及び演習
・選択／4／45

計画系

人間活動と環境
●必修／2／22.5

空間設計論
●必修／2／22.5

空間計画論
・選択／2／22.5

環境系

環境土木・建築学科　建築学プログラム　カリキュラムツリーダイアグラム　（2019（平成31）年度入学者用）

＃原則として短期留学
生を対象とした科目

基礎系

数学系 数学系

基礎系

物理学系

工学系

物理学系

化学系 化学系

製図系

共 通 共 通

土木系（関連専
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科  目  名 構造物と技術の発展 単 位 数 2 授 業 形 態 講義 
科 目 区 分 専門基礎科目 開 講 時 期 １年春学期 必修・選択 必修 
対象履修 

プログラム 
環境土木工学・建築学 担当教員 

福和伸夫、勅使川原正臣、荒木 慶一 

水谷法美、中村光、中野正樹 

キーワード 構造物、技術、歴史 

授業の概要 

土木・建築構造の建設技術の歴史的変遷とその役割について、その基本となる土、

鋼、コンクリートなどの材料特性、設計論・技術論的観点、水・エネルギー・交通

など、都市のインフラである社会基盤整備の観点、さらに、各種の自然災害に対す

る防災論などの諸観点から概説し、代表的技術および構造物の歴史的展開を紹介す

る。そして、土木・建築の、過去から未来へとつながる技術の歴史的継承の様相と

その意義について教授するとともに、土木・建築構造の技術課題を解決するための

総合力・創造力を修得させる。 

授業の目標 

代表的な土木・建築構造について、歴史的発展経緯、全体像を理解し、土、鋼、コ

ンクリートなどの材料特性、設計論・技術論的観点、社会基盤整備の観点、防災論

の観点から説明できる。 

基礎となる科目 1 年前期のため無し 

関連して履修が

望ましい科目 
構造工学、材料工学、水工学、地盤工学、地震工学に関わる講義すべて 

授 業 内 容 

 

4/17 中野 ガイダンス 
4/24 中村 建設材料の発展と構造物  
5/8 中村 インフラの維持管理技術 
5/15 中野 国土を支える技術としての地盤工学 
5/22 中野 防災地盤工学と環境地盤工学 
5/29 水谷 海岸侵食とその対策技術 
6/5 水谷 津波・高潮災害と沿岸防災技術 
6/12 中村 技術者倫理 
6/19 勅使川原 コンクリートの始まりから鉄筋コンクリート構造の誕生まで 
6/26 勅使川原 中高層から超高層ＲＣを実現させた技術 
7/3 福和 過去の地震災害の教訓 
7/10 福和 南海トラフ地震対策 
7/17 荒木 建築の形と力学 
7/24 荒木 構造物の壊れ方と力学 
7/31 中野 総括 

教科書・参考書 各教員より配布資料を配布する。参考書は適宜紹介する。 

授業の形式 講義を主体とする。 

評価方法 

5 教員が、個別にレポート課題を提出する。各教官がレポート内容を採点し、その

合計点により総合評価する。合計点が 60 点以上を可、70 点以上を良、80 点以上を

優、90 点以上を秀とする。なお、出席数が 7 割を満たない者は欠席扱いとする。 
履修上の注意 ・遅刻厳禁とする 
質問への対応 

方法 

・講義中、及び講義終了時にコンタクトすることを基本とするが、他の時間につい

ては、電子メールを用いて対応する。 

メッセージ 

担当教員の専門分野から構造工学、材料工学、水工学、地盤工学、地震工学を見渡

す幅広い分野についての講義である。各自が適宜に自ら付加的調査を行い、理解を

深め見識を広げることを期待する。 



科  目  名 都市と文明の歴史 単 位 数 2 授 業 形 態 講義 
科 目 区 分 専門基礎科目 開 講 時 期 １年春学期 必修・選択 必修 

対象履修 

プログラム 

環境土木工学，建築学 
担当教員 

森川高行，恒川和久 

キーワード 都市、文明、交通、歴史 

授業の概要 

古代から現代までの人類の都市文明の歴史を，自然条件，経済発展段階や社会背景

に基づく都市の成長･衰退，環境衛生の問題と克服，交通技術と自動車文明，およ

び建築の技術発展やデザインの傾向と関連させつつ概説し，都市の将来について考

えるための基礎的知識の習得を図る． 

授業の目標 

１５回の講義を以下のように前・後半の２つにわけ，都市・建築にかかわる歴史的

課題を自然・モノ・人の視点を通して理解し，都市・建築設計する行為が社会や自

然に及ぼす将来の影響を予測・評価し，その当否を判断する能力を養う． 
（前半５回）近代都市の発展サイクルとその背景にある途上国の基礎的課題を近代

技術の歴史を通して認識する．特に都市計画史上の典型的な課題である交通技術の

発展との関係を理解する． 
（後半 10 回）西洋及び日本の歴史的都市の形態およびその形態を成立させてきた
要因を，その背景にある自然条件や社会的条件，歴史的人物の考え方などの視点か

ら理解し，人文・社会科学・芸術に関する基礎知識を学ぶ． 
基礎となる科目  
関連して履修が

望ましい科目 

空間計画論、建築史第１，建築史第２，都市・国土計画，土木史 

授 業 内 容 

 

第 1週 現代都市の背景①近代都市の誕生・成長・衰退，技術者倫理 
現代都市の背景②発展途上国の過剰都市化と環境劣化 
現代都市の背景③自動車文明の進展と郊外化ＶＳ新都市文明 

第 2週 

第 3週 

第 4週 現代都市の背景④交通技術史（古代・中世） 
現代都市の背景⑤交通技術史（近世・現代） 
都市形態の歴史①西洋古代：アテネ・ローマ等 

第 5週 

第 6週 

第 7週 都市形態の歴史②西洋中世：ベネチア・シエナ等 
都市形態の歴史③西洋ルネサンス・バロック：フィレンツェ等 
都市形態の歴史④西洋 18世紀：ロンドン・パリ等 

第 8週 

第 9週 

第 10週 都市形態の歴史⑤西洋様々な近代都市論：ニューヨーク等 
都市形態の歴史⑥日本古代～中世：都市の形成，平城京平安京，都の変容 
都市形態の歴史⑦日本近世：城下町・宿場町・門前町 

第 11週 

第 12週 

第 13週 都市形態の歴史⑧日本近代：江戸から東京へ，近代の都市計画 
都市形態の歴史⑨日本現代：現代の都市計画，名古屋 
都市形態の歴史⑩日本の都市空間：形成原理，構成技法，都市と建築 

第 14週 

第 15週 

教科書・参考書 

（前半）教科書・参考書は各担当教官の講義の流れに則して，個別に指示する． 
（後半）教科書：都市史図集編集委員会編『都市史図集』彰国社．参考書は講義の

流れに即して，個別に指示する． 

授業の形式 
講義概要および図版を掲載したプリントを配布し，スライドによるヴィジュアル・

プレゼンテーションを行う． 

評価方法 

・各教員が課すレポート、及び、筆記試験の成績により評価を行う．成績は各教員

の担当授業回数に比例した配点により評価する．合計点の 100点満点換算で 60点
以上を合格とする． 

履修上の注意 都市及び都市でのくらしに対する関心を日頃から高めておくこと． 

質問への対応 

方法 

講義時間内に不明な点があれば随時質問を受け付ける．講義時間外での質問はメー

ルまたは電話にて各教員に連絡を入れる．アポを取れば、来室も可能． 
森川高行（3564・morikawa@nagoya-u.jp） 
恒川和久（4398・tsune@nagoya-u.jp） 

メッセージ 
都市・建築のみならず，モノを創造するためには，過去を学ぶことが不可欠である．

その重要性を認識して各講義に臨んでほしい． 

 



科  目  名 情報処理序説 単 位 数 2 授 業 形 態 講義 
科 目 区 分 専門基礎科目 開 講 時 期 1 年春学期 必修・選択 必修 

対象履修 

プログラム 
環境土木工学，建築学 担当教員 

山本俊行 

キーワード コンピュータ，電子メール，WWW，プログラム 

授業の概要 

情報メディア教育センターのシステムを使って，ファイル操作，情報の検索・発信

法，電子メールの利用法，ウェブページの作成，およびプログラミングについて講

義する． 

授業の目標 

1. 計算機を使って文書の作成・整理が出来る． 
2. 電子メールが使える． 
3. ウェブページの構造を理解し，簡単なウェブページが作成できる． 
4. 簡単なプログラムを作成し，計算を行うことが出来る． 

基礎となる科目 なし 
関連して履修が

望ましい科目 
情報処理演習 

授 業 内 容 

 

第 1 週 情報処理技術者倫理（名古屋大学 ID とパスワードを持参の事） 
第 2 週 コンピュータを使った文書作成・保存・ファイルの整理方法 

日本語と英語の自己紹介文作成 第 3 週 

第 4 週 電子メールの利用方法，WWW を利用した情報検索方法 
第 5 週 ウェブページの作成方法（基本文型と ftp の方法） 

（ページ間のリンク，自己紹介ページの作成） 第 6 週 

第 7 週 
Fortran プログラム（コンパイルと実行） 
         （基礎） 
         （GOTO 文と DO 文） 
         （構造化） 

第 8 週 

第 9 週 

第 10 週 

第 11 週 

第 12 週 表計算ソフトの活用（グラフの作成，プレゼン資料としての整形） 
第 13 週 Fortran プログラム（データの処理） 
第 14 週 

最終課題（プログラムを利用した計算を報告書の形にまとめる） 
第 15 週 

教科書・参考書 教科書：原田賢一著「Fortran77 プログラミング」（サイエンス社） 

授業の形式 
教科書，板書および e-Learning システム（NUCT）による配布文書を中心として

課題を説明し，実際にコンピュータを使って演習課題を完成させる． 

評価方法 
講義時間中に実際に作業を課すため授業参加を必須とする．課題レポートによって

評価し，60％以上を合格とする． 

履修上の注意 
講義時間内に作業が終了しない場合は次回の講義までに自分で時間をとって作業

をする必要があります．分からない点は講義中に積極的に質問しなさい． 

質問への対応 

方法 

講義中の質問を歓迎する．また，時間外では特に定まったオフィスアワーは設けな

いが，電子メールでの質問を受け付ける他，電子メール等での面談予約にも適宜対

応する．（内線：4636，Email：yamamoto@civil.nagoya-u.ac.jp） 

メッセージ 

日進月歩で発展するコンピュータ関連技術ですが，基本を理解しておけばその後の

進化にも直ぐに対応できるようになります．この講義以外の大学生活でコンピュー

タを使用する機会もどんどん増えています．この講義で基礎をしっかり身につける

よう努力して下さい． 



科  目  名 図学 単 位 数 2 授 業 形 態 講義 

科 目 区 分 専門基礎科目 開 講 時 期 
１年春学

期 
必修・選択 

建築学：必修 

環境土木工学：選択 

対象履修 

プログラム 
環境土木工学，建築学 担当教員 西澤泰彦 

キーワード 図形，幾何学，図情報，三次元空間 

授業の概要 
３次元空間にある図形を２次元平面に投影すること，逆に２次元平面上の図から３

次元図形を幾何学的に解析し，図情報の把握と表現能力を養う 

授業の目標 

下記の観点から図情報の理解，図面の読解や表記など、図を用いて他者に情報を伝

える上で必要となる基礎知識，基礎技術を習得する． 

・物体をあらわすための図法とその読解力を養う 

・物体を２次元で表す図法の習得 

・物体相互の関わりを、幾何学的手法で理解するための方法の習得 

基礎となる科目 幾何学 

関連して履修が

望ましい科目 

空間設計工学および演習第 1、空間設計論、空間計画論 

授 業 内 容 

 

第 1週 ガイダンス、点の投象、直線の投象 

第 2週 平面の投象、2 直線の投象、直線の跡 

第 3週 直線と平面の交点、投象の一般的性質 

第 4週 平面に垂直な直線、線分の実長と傾角 

第 5週 平面図形の実形図 

第 6週 
直線の副投象、平面図形の副投象、中間試験 

第 7週 

第 8週 
多面体の投象、曲面の投象 

第 9週 

第 10 週 

面・多面体・曲面の切断および面・多面体・曲面の相貫 第 11 週 

第 12 週 

第 13 週 

陰影およびパース 第 14 週 

第 15 週 

教科書・参考書 小高司郎：「現代図学」 森北出版株式会社 

授業の形式 教科書を使って進める 

評価方法 

・中間試験(40 点満点)と期末試験(60 点満点)の合計点(100 点満点)の合計点に基づ

いて成績を決定する．60 点以上が合格である．両方の試験を欠席した場合の成績評

価は「欠席」、片方の試験を欠席した場合は「F」とする。履修取り下げ届を提出し

た場合は、「欠席」とする。 

履修上の注意 

建築及び土木工学の初学者を対象にした図情報の読解，表記，伝達などに関する基

礎知識を講義する．講義内容はその後に続く設計・製図などの基礎となり，建築学

コースで２年生を対象に開講される「空間設計工学及び演習第１」を受講する際に

は不可欠である．建築学コースに進級する学生は．自然や人あるいはものの現象を、

幾何学的な側面から考えるための技術であり、基礎知識となる科目である。作図に

必要な定規・コンパスは小中学校で使用したものでも構わないが,持参のこと. 

質問への対応 

方法 

講義中でも不明な点は質問されたい．時間外では特に定まったオフィスアウアーは

設けないが，来室や電子メールでの質問にも適宜対応する．（西澤：内線 3748／

nszw@nuac.nagoya-u.ac.jp） 

メッセージ 

授業を通して図法幾何学の基礎を習得していただきたいと思います．建築学コー

ス・環境土木工学コースの学生にとって、3 次元で構造物の形態などを考えるため

の最初の専門科目になります．製図に必要な最も基礎的技能と知識ですから，忍耐

強く頑張って理解に努めて下さい．特に復習をしっかりしましょう． 

 



科  目  名 形と力 単 位 数 2 授 業 形 態 講義 

科 目 区 分 専門基礎科目 
開 講 時 期 

1 年後期 
必修・選択 環境土木工学：必修 

建築学：必修 
対象履修 

プログラム 

環境土木工学 
建築学 

担当教員 加藤準治・荒木慶一 

キーワード 荷重，断面力，自由体，つり合い 

授業の概要 

力や荷重，モーメントなどの基礎的概念を十分に理解した上で，建設系構造物を構

成する各部材に発生する様々な力の作用状況を構造形態に応じて導出するための

理論を学習し，これらを応用する手法を身につける． 

授業の目標 

1． 力，荷重，モーメントの基礎概念を理解し，実構造物のモデル化を説明できる． 
2． 柱，はり，トラス，ラーメンなどの力学特性を理解し，自由体を作り支点反力

を求めることができる． 
3． つり合条件から部材断面力を計算し，断面力図を描くことができる． 

 
基礎となる科目 なし 
関連して履修が

望ましい科目 

構造解析の基礎及び演習，構造力学及び演習，応用構造力学，極限強度学，鋼構造

工学 

授 業 内 容 

 

第 1 週 ガイダンス，構造物の力学モデルの基本的な考え方 
第 2 週 

静定骨組構造物（自由体，支点反力，断面力） 
第 3 週 
第 4 週 静定骨組構造物（軸力部材） 
第 5 週 静定骨組構造物（トラス） 
第 6 週 

静定骨組構造物（はり） 
第 7 週 
第 8 週 中間試験 
第 9 週 

静定骨組構造物（ラーメン） 
第 10 週 
第 11 週 
第 12 週 
第 13 週 

静定骨組構造物（影響線） 第 14 週 
第 15 週 

教科書・参考書 構造・材料力学シリーズ 2 構造力学 I レクチャーノート（一粒社） 

授業の形式 講義を中心とするが，授業中に一部演習を行う． 

評価方法 
中間試験（40％），期末試験（40％），レポート（20％）の結果により総合判断し，

60％以上を合格とする． 
履修上の注意 各自で，問題を解き理解を深める．問題を積極的に解いて学ぶ姿勢を持つこと． 

質問への対応 

方法 

事前にアポイントメントをとることが望ましい．先に TA への質問を奨励し，さら

に質問がある場合は教員の居室に来てください． 
Email：junjikato@nagoya-u.jp（加藤）, yoshikazu.araki@nagoya-u.jp（荒木） 

メッセージ 
基礎的な科目であるが，実構造物の設計には不可欠な基本概念を学ぶので，受け身

ではなく，積極的に実構造物と力学モデルの関係を考えるようにする． 



科  目  名 人間活動と環境 単 位 数 2 授 業 形 態 講義 

科 目 区 分 専門基礎科目 開 講 時 期 1 年秋学期 必修・選択 
環境土木工学：必修 
建築学：必修 

対象履修 

プログラム 
環境土木工学，建築学 担当教員 谷川寛樹，片山新太，齋藤輝幸，飯塚悟 

キーワード 人間活動，環境，持続性，自然共生，環境アセスメント 

授業の概要 

環境土木工学は人間活動の活性化・持続のために人工系を自然系の中に構築し，さ

らにそれを社会系に形づくっていく役割を担うものである．自然系は人工系設計の

単なる境界条件ではなく，自然系・人工系・社会系のフィードバックを考慮したイ

ンパクト・レスポンス系としての理解が不可避である．その仕組みを理解し，われ

われがこれから何を学ぶべきかを認識する．一方，建築でも広い環境を扱うが，こ

こでは主として人間周りの物理環境と人間活動の関係を理解する． 

授業の目標 

・国土保全において何を求めていくかを議論する力を身につける．  
・人間社会，文明が持続するために，技術者倫理にもとづいて自然・人工・社会系

の制御がどのようにあるべきかを議論する能力を身につける． 
・自然共生型社会の基本的あり方を技術者倫理に基づいて理解する 
・より身近な居住環境についても基本的な環境項目とその内容を理解する． 
・人間周りの音・熱・空気・光環境について演習を通して理解する． 

基礎となる科目  
関連して履修が

望ましい科目 
流域水文学，河川工学，物理環境工学，都市環境システム工学 

授 業 内 容 

 

第 1 週 地球と国土／人間活動と環境序論 
第 2 週 地球環境全体のエネルギー，物質バランス 
第 3 週 人間活動による地球環境の攪乱（インパクト・レスポンス） 
第 4 週 気候変動と国土デザイン  
第 5 週 地域における環境共生型社会 
第 6 週 飲み水：上水道の仕組み（飲用水から夾雑物・病原菌除去） 
第 7 週 雑排水とし尿：下水処理の仕組み （BOD 等水質・富栄養化問題） 
第 8 週 化学物質：生活の質の向上(消毒，防腐剤など)と環境汚染 
第 9 週 廃棄物：一般廃棄物と産業廃棄物（建設廃棄物） 
第 10 週 エネルギー：都市の維持に必要なエネルギー（とくに電気）と環境負荷 
第 11 週 人体と光・日射，地球温暖化，光束法による室内照明計算 
第 12 週 人間の感覚・人体と音，Sabine の式による残響時間の計算 
第 13 週 人体と空気，Seidel の式と換気の計算 
第 14 週 熱と湿気，熱貫流率の計算と湿りの空気線図を使った内部結露の検討 
第 15 週 専門を学び始めるための心得（工学倫理・建築倫理の事例解説） 

教科書・参考書 毎回レジュメと詳細な資料プリントを配布 

授業の形式 
最新の情報を最近の注目的話題とリンクして提供する． 
図表や写真を用い，印象的に提供しながら講義を進める． 

評価方法 

講義期間及び期末にレポートを課題として提出させ評価．その平均点で 60 点を合

格水準する．なお，自主的なレポート提出を行った場合にはそのレポートを評価し，

関連課題のレポート評価に加味する． 
履修上の注意 授業中の私語厳禁．わからないところがあれば講義中にも質問を歓迎する． 

質問への対応 

方法 

講義中は随時質問可．別途時間をとっての質問を希望する場合は E-Mail などで時

間調整しての対応可．E-Mail での質問も受け付ける．  
谷川（tanikawa@nagoya-u.jp），片山（a-katayama@esi.nagoya-u.ac.jp） 
齋藤（saito@davinci.nuac.nagoya-u.ac.jp），飯塚（s.iizuka@nagoya-u.jp） 

メッセージ 
環境土木工学や建築学の体系を，どのような目標を持ち，何を身につけるかについ

て，この講義によってしっかり考えてほしい． 



科  目  名 数学 1 及び演習 単 位 数 4 授 業 形 態 講義・演習 

科 目 区 分 専門基礎科目 開 講 時 期 1 年秋学期 必修・選択 必修 

対象履修 

プログラム 
環境土木工学・建築学 担当教員 水谷法美，中村友昭，趙容桓 

キーワード 常微分方程式，ベクトル 

授業の概要 

理系基礎科目として数学及び物理学等を学んだ後，さらに進んで工学の専門科目を

学ぼうとする学生に対して，その基礎となる数学を理解させる．微分方程式及びベ

クトル解析の知識を系統的に示し，理論と応用との結びつきを習得させる． 

授業の目標 

1 階微分方程式の初等解法を理解し，説明できる． 
2 階線形微分方程式の解法を理解し，説明できる． 
連立微分方程式と高階線形微分方程式の関係と解法を理解し，説明できる． 
ベクトル演算と微分・積分を理解し，説明できる． 
ベクトルと空間図形の関係を理解し，説明できる． 

基礎となる科目 微分積分学 I，微分積分学 II，線形代数学 I，線形代数学 II 

関連して履修が

望ましい科目 
力学 I 

授 業 内 容 

 

第 1 週 微分方程式の初等解法（変数分離，同次型方程式） 

第 2 週 微分方程式の初等解法（1 階線形微分方程式，完全微分型方程式） 

第 3 週 定数係数の 2 階線形微分方程式（斉次方程式と標準形） 

第 4 週 定数係数の 2 階線形微分方程式（2 階斉次方程式の基本解，非斉次方程式の解

法） 

第 5 週 変数係数の 2 階線形微分方程式（斉次方程式と基本解，ロンスキアン） 

第 6 週 変数係数の 2 階線形微分方程式（特別な形の微分方程式） 

第 7 週 高階線形微分方程式（連立 1 階微分方程式と高階微分方程式） 

第 8 週 高階線形微分方程式（2 元連立方程式） 

第 9 週 ベクトルの基本的な性質 

第 10 週 ベクトルの微分 

第 11 週 曲線（平面曲線，空間曲線） 

第 12 週 曲面（曲面の表現，距離・面積・法線） 

第 13 週 ベクトルの場 

第 14 週 ベクトルの場の積分定理(1) 

第 15 週 ベクトルの場の積分定理(2) 

教科書・参考書 
矢嶋信男：常微分方程式，理工系の数学入門コース 4，岩波書店 
戸田盛和：ベクトル解析，理工系の数学入門コース 3，岩波書店 

授業の形式 
2 限連続の授業で，基本的に 1 限目に講義を行い，2 限目に演習を行う．演習では

講義内容の演習問題を解き，それをレポートとして提出する． 

評価方法 期末試験の結果により総合判断し，60%以上を合格とする． 

履修上の注意 授業中の私語・携帯電話の使用は厳禁． 

質問への対応 

方法 

随時来室，電子メールによる質問ともに歓迎します．連絡先は，水谷教授

（mizutani@civil.nagoya-u.ac.jp，052-789-4630），中村准教授（tnakamura@nagoya-u.jp，
052-789-4632），趙助教（yhcho@civil.nagoya-u.ac.jp，052-789-4634）です． 

メッセージ 数多くの演習問題をこなして解法を身につけてほしい．  



科  目  名 確率と統計 単 位 数 2 授 業 形 態 講義 
科 目 区 分 専門基礎科目 開 講 時 期 1 年秋学期 必修・選択 選択 

対象履修 

ﾌﾟﾛｸﾞﾗﾑ 

環境土木工学，建築学 
担当教員 

森  保宏 

キーワード 確率分布，確率モデル，統計量，点推定，区間推定，統計的検定 

授業の概要 

確率・統計論の基本的理論や一般的な確率分布／確率モデルの特徴，調査や実験・

観測などから得られるデータから母集団の特徴を抽出する解析方法，さらに，種々

の不確定要因を伴う土木・建築システムの設計・計画における意思決定への適用方

法について講義する． 

授業の目標 

1．確率・統計の基本定理を理解し，証明できる． 
2．一般的な確率分布関数のそれぞれの特徴を理解し，その統計量や確率分布関数

を評価できる．  
3．調査・実験・観測データから母集団の統計量や確率分布を推定／検定する方法

を理解し，計算／評価ができる． 
4．土木・建築分野における予測および意思決定のツールとしての確率・統計の位

置付けを理解し，説明できる． 
基礎となる科目  
関連して履修が

望ましい科目 

 

授 業 内 容 

 

第 1 週 なぜ，確率・統計を学ぶのか，統計と倫理，確率の基本定理 
第 2 週 条件付確率，乗法定理，統計的独立，ベイズの定理，全確率の定理 
第 3 週 確率変数と確率分布，期待値，平均値，中央値，最頻値，   
第 4 週 分散・標準偏差，モーメント母関数，確率変数の関数  
第 5 週 2 変数の確率分布関数，独立性，共分散，相関係数               
第 6 週 ランダム事象の確率モデル：一様分布，ベルヌイ試行，二項分布，幾何

分布，ポアソン分布，指数分布                          第 7 週 
第 8 週 正規確率分布，中心極限定理，対数正規確率分布 
第 9 週 中間試験 
第 10 週 中間試験解答，データの整理，統計量 
第 11 週 相関係数と回帰分析，母集団と標本，統計量の推定：不遍性，一致性，

有効性，モーメント法，最尤法，区間推定 第 12 週 
第 13 週 統計量の検定：平均値，分散，等分散性  

確率分布の推定：確率紙，コルゴモノフ－スミルノフ検定 
統計論的意思決定 

第 14 週 
第 15 週 

教科書・参考書 

教科書：理工系の確率・統計入門（学術図書出版） 
参考書：事例に学ぶ建築リスク入門（技報堂出版）  
その他，必要に応じてプリントを配布する． 

授業の形式 
教科書，板書およびプリントを中心として講義を進める． 
例題・演習問題通して理解を深める． 

評価方法 
レポート（10 回程度，25％），中間試験(25％)，期末試験(50％)の結果により総合

判断し，60%以上を合格とする． 
履修上の注意 講義中に例題や演習問題を解くので電卓を必ず持参のこと 

質問への対応 

方法 

講義中の質問を歓迎する．また，時間外では特に定まったオフィスアウアーは設け

ないが，電子メールでの質問を受け付けるほか，電子メール等でのアポイントメン

トにも適宜対応する．（内線：3769，Email：yasu@urban.env.nagoya-u.ac.jp） 

メッセージ 

高校までは，確率といえば，コインやさいころ，赤球・白球が主な対象でした．し

かし，確率・統計論は，一見でたらめな世界において，ある種の規則性を見つけ出

し，未来を予測するためのツールであり，土木・建築の分野では，計画・設計・施

工における様々な意思決定の際の重要な役割を担っています．数学的なテクニック

のみならず，応用分野を念頭におきながら確率・統計論を理解する努力をしてくだ

さい． 
 



科  目  名 解析力学及び演習 単 位 数 3 授 業 形 態 講義・演習 
科 目 区 分 専門基礎科目 開 講 時 期 2 年春学期 必修・選択 選択 

対象履修 

プログラム 
環境土木工学，建築学 担当教員 野田利弘，中井健太郎 

キーワード ニュートン力学，解析力学，仮想仕事の原理，ラグランジュの運動方程式など 

授業の概要 

（1 年次までに学んだ）ニュートン力学を復習・意識しながら，仮想仕事の原理よ

り普遍的な力学原理であるラグランジュの運動方程式とハミルトンの原理等を学

習することにより，解析力学による多様な運動の統一的解釈とより深い力学的考察

ができる基礎力を養う． 

授業の目標 

1．ニュートン力学について理解を深める． 
2．仮想仕事の原理，ラグランジュの運動方程式および変分法など解析力学に必要

な基本的事項を理解し，必要な計算ができる． 
3．ニュートン力学と解析力学との関連性を理解するとともに，力学現象のより深

い考察のための基礎力を養い，必要な計算ができる． 
基礎となる科目 力学 I・II，微分積分学 I・II，線形代数学 I・II，数学 1 及び演習 
関連して履修が

望ましい科目 
数学 2 及び演習 

授 業 内 容 

 

第 1 週 質点・質点系・剛体の力学に関する試験（初期試験） 
第 2 週 ニュートン力学（質点・質点系・剛体の運動法則など）の基礎的事項およ

び解析力学に必要な数学の基礎に関する復習を行う． 第 3 週 

第 4 週 
仮想仕事の原理について講義と演習を行う． 

第 5 週 

第 6 週 ダランベールの原理，一般化座標，運動に束縛がある場合を含むラグラン

ジュの運動方程式について講義を行う．  第 7 週 

第 8 週 中間試験 

第 9 週 
微小振動問題，連成運動・基準振動などの問題を演習する． 

第 10 週 

第 11 週 変分法とオイラーの微分方程式について講義と演習を行う． 
第 12 週 力学の変分原理（ハミルトンの原理），そのニュートン力学との関連性 
第 13 週 

ハミルトンの正準方程式（ルジャンドル変換），位相空間，正準変換など

の講義と演習を行う． 第 14 週 

第 15 週 

教科書・参考書 

教科書：河辺哲次 工学系のための解析力学（裳華房） 
参考書：宮下精二 解析力学（裳華房），田村武 構造力学（朝倉書店） 
また必要に応じて随時資料を配付する． 

授業の形式 
教科書，板書およびプリントを中心として講義を進める． 
例題・演習問題，小テストを通して理解を深める． 

評価方法 
レポート（20%），初期・中間試験（30%），期末試験(50%)の結果により総合判断

し，60%以上を合格とする． 

履修上の注意 
・講義中の私語は厳禁． 
・講義中，携帯電話の電源を切っておくこと． 

質問への対応 

方法 

講義中の質問を歓迎．時間外では特に定まったオフィスアワーは設けないが，適宜

対応する．電話・電子メール等でアポイントメントをとって下さい． 
【野田】内線：3833，Email：noda@nagoya-u.jp，工学部 9 号館 317 室 
【中井】内線：5203，Email：nakai@civil.nagoya-u.ac.jp，工学部 9 号館 313 室 

メッセージ 

「ようやくニュートンの運動方程式が分かってきたのに，かえって分からなくな

る」と思うことがあるかもしれません．それを乗り越えて「こういう考え方もある

んだ」と一歩深く踏み込んで力学を理解してくれればと思います． 



 

 

科  目  名 数学 2 及び演習 単 位 数 3 授 業 形 態 講義・演習 
科 目 区 分 専門基礎科目 開 講 時 期 2 年秋学期 必修・選択 選択 

対象履修 

プログラム 

環境土木工学，建築学 
担当教員 

武田 一哉 

キーワード ラプラス変換，フーリエ解析，偏微分方程式 

授業の概要 
常微分方程式を復習しつつ，偏微分方程式を系統的に示す．工学上重要な方法であ

るフーリエ解析，さらに工学によく現れる偏微分方程式について講義する． 

授業の目標 

1．ラプラス変換を理解し，微分方程式の解法として利用できる．  
2．フーリエ解析を理解し，振動や信号の性質を把握する方法として利用できる．  
3．幾つかのタイプの偏微分方程式の解法を理解し，利用できる． 

基礎となる科目 
微分積分学Ｉ，微分積分学Ⅱ，線形代数学Ⅰ，線形代数学Ⅱ，数学１及び演習， 
力学Ⅰ，力学Ⅱ 

関連して履修が

望ましい科目 

 

授 業 内 容 

 

第 1 週 複素数の復習 
第 2 週 常微分方程式の復習 
第 3 週 ベクトル解析の復習 
第 4 週 ラプラス変換 定義と性質・微分方程式への応用 
第 5 週 フーリエ変換 周期関数のフーリエ級数展開 
第 6 週 フーリエ解析 デジタル信号の離散フーリエ変換 
第 7 週 偏微分方程式 基本概念・１次元波動方程式 
第 8 週 第１期試験・問題解説 
第９週 ラプラス変換 時間軸の移動・単位ステップ関数・インパルス応答 
第 10 週 ラプラス変換 システム関数の性質 
第 11 週 フーリエ解析 フーリエ積分・フーリエ変換 
第 12 週 フーリエ解析 半区間展開・関数近似 
第 13 週 偏微分方程式 拡散方程式 
第 14 週 偏微分方程式 ２次元波動方程式と座標系 
第 15 週 総合解説と演習 
第 16 週 第２期試験・解説 

教科書・参考書 
教科書：E.クライツィグ著，フーリエ解析と偏微分方程式（培風館） 
参考書：E.クライツィグ著，常微分方程式（培風館） 

授業の形式 

教科書，板書を中心として講義を進める． 
例題・演習を通して理解を深める． 
コースウエア（NUCT）を介して WEB 上で随時講義・演習を補完する環境を提供

する．  

評価方法 
２回の理解確認試験（80％）と，演習時間に行う小テスト（８回程度）(20%）の

結果により総合判断し，60%以上を合格とする． 

履修上の注意 
分からない場合は講義中でも質問を歓迎します．講義に関連する連絡は NUCT を

利用して行うので、各自アクセスすること。 

質問への対応 

方法 

講義中の質問を歓迎する．特に定まったオフィスアワーは設けないが，電子メール

等でのアポイントメントにも適宜対応する．電子メールでの質問も受け付ける．（内

線：3629，Email：takeda@nuee.nagoya-u.ac.jp） 

メッセージ 数多くの演習問題をこなして解法を身につけてほしい． 

 



科  目  名 社会資本計画学 単 位 数 2 授 業 形 態 講義 

科 目 区 分 

環境土木工学： 
専門基礎科目 

建築学：専門科目 
開 講 時 期 

環境土木工学： 
2 年春学期 

建築学：3 年春学期 
必修・選択 

環境土木工学： 
必修 

建築学：選択 
対象履修 

プログラム 

環境土木工学，建築学 
担当教員 森川高行，林希一郎 

キーワード 社会資本，国土・地域・都市計画，数理計画法，需要予測，費用便益分析 

授業の概要 
道路・鉄道・空港・上下水道・公園などの社会資本施設の経済学的特徴，その計画

策定の手順，及び需要予測・評価の分析方法について学習する． 

授業の目標 

・ 社会資本整備に計画理論が必要であることを第 3 者へ説明できる． 
・ 線形計画法の考え方と解法を理解し，簡単な問題を定式化でき，シンプレック

ス法を用いて解くことができる． 
・ プロジェクト評価の手法を第 3 者に説明できる． 

基礎となる科目 確率と統計，人間活動と環境 
関連して履修が

望ましい科目 
空間計画論，交通論，都市・国土計画 

授 業 内 容 

 

第 1 週 ・ 社会資本計画に携わる技術者の倫理 
・ 社会資本整備における計画理論の必要性 
・ 線形計画法 1（社会資本計画における例，定式化） 
・ 線形計画法２（図解法，代数的解法） 
・ 線形計画法３（シンプレックス法） 
・ 線形計画法４（シンプレックス法，感度分析） 
・ 線形計画法５（経済分析との関係，定式化例） 
・ 非線形計画法 

第 2 週 

第 3 週 

第 4 週 

第 5 週 

第 6 週 

第 7 週 

第 8 週 

第 9 週 ・ 経済学の基礎１ 

・ 経済学の基礎２ 

・ 経済学の基礎３ 

・ 費用便益分析１ 

・ 費用便益分析２ 

・ 環境アセスメント 

・ ライフサイクル分析 

第 10 週 

第 11 週 

第 12 週 

第 13 週 

第 14 週 

第 15 週 

教科書・参考書 参考書：河上省吾編著「土木計画学」（鹿島出版会） 

授業の形式 スライド及び配布資料を用いた講義を中心とする． 

評価方法 

・ レポート及び期末試験により評価する． 
・ 配点はレポートを 30％，試験を 70％とする． 
・ 60 点以上を合格とする． 

履修上の注意  

質問への対応 

方法 

講義時間内に不明な点があれば随時質問を受け付ける．講義時間外での質問はメー

ルにて各教員に連絡を入れる．アポを取れば，来室も可能． 
森川高行（morikawa@nagoya-u.jp） 
林希一郎（maruhaya@esi.nagoya-u.ac.jp） 

メッセージ  



科  目  名 構造解析の基礎及び演習 単 位 数 4 授 業 形 態 講義・演習 
科 目 区 分 専門基礎科目 開 講 時 期 2 年春学期 必修・選択 必修 

対象履修 

プログラム 
環境土木工学 担当教員 舘石和雄，清水優 

キーワード テンソル，応力，ひずみ，構成則 

授業の概要 

力学において最も基礎的な物理量である応力，ひずみについて，その定義や，単純

な力学系における導出法を学ぶ．また，テンソル解析の基礎と，応力，ひずみの主

値，主軸の意味を理解する．続いて応力とひずみの関係則について学び，固体の弾

性問題への適用について習得する． 

授業の目標 

１．応力，ひずみの意味を理解し，必要な計算が出来る． 
２．主値（主応力，主ひずみ）の概念を理解して，必要な計算が出来る． 
３．構成則を理解し，説明が出来る． 

基礎となる科目 形と力，数学１および演習 
関連して履修が

望ましい科目 
構造力学及び演習，応用構造力学，その他力学系科目 

授 業 内 容 

第 1 週 断面力，応力，ひずみ 
第 2 週 

軸力部材の力学 
第 3 週 

第 4 週 

曲げ部材の力学 第 5 週 

第 6 週 

第 7 週 中間試験 
第 8 週 一般的な応力・ひずみ 
第 9 週 

平面応力問題 第 10 週 

第 11 週 

第 12 週 せん断力を受ける部材の力学 
第 13 週 ねじりを受ける部材の力学 
第 14 週 

総合問題 
第 15 週 

教科書・参考書 教科書：なし．参考書：連続体の力学入門（培風館） 

授業の形式 講義の後，演習を行う． 

評価方法 
期末試験を基に、総合点 60 点以上を合格とし，100～90 点をＳ，89～80 点をＡ，

79～70 点をＢ，69～60 点をＣとする。 

履修上の注意 
代返，途中無断退出など，不正に出席を認めさせようとする行為が発覚した学生に

は，その後の受講を認めない． 
質問への対応 

方法 

オフィスアワー：月曜日 16:45～17:30． 
その他の時間でも来室，e-mail での質問を歓迎．tateishi@civil.nagoya-u.ac.jp 

メッセージ 力学の最も基本的な知識を講義します．これを知らないと先に進めません． 



科  目  名 流れの力学及び演習 単 位 数 4 授 業 形 態 講義 

科 目 区 分 専門基礎科目 

開 講 時 期 環境土木工学：

2 年春学期 
建築学： 
4 年春学期 

必修・選択 環境土木工学：必修 
建築学：選択 

対象履修 

プログラム 
環境土木工学，建築学 担当教員 水谷法美，田代喬，趙容桓，尾花まき子 

キーワード 水理学，静水圧，相対静止，ベルヌイの定理，U 字管振動，運動量保存則 

授業の概要 

流体の性質を簡単に学んだあと，静止流体の力学を学習し，続いて様々な流れの概

略を把握するための解析手法を学ぶ．エネルギー保存則，運動量保存則にもとづく

巨視的な解析方法を身につけ，とくに管路流れを解析できるようにする． 

授業の目標 

・水力学の原理を用いて，壁面や水中構造物にかかる水圧が計算できる． 
・浮体の安定の可否を判定できる．  
・相対静止微分方程式から，任意の点の圧力が計算できる． 
・ベルヌイの定理（損失も含む）を用いて，管路での各種エネルギー線を描いたり，

流量や任意の点での圧力を求めたりすることができる． 
・運動量解析によって，運動量保存式をたて，流管の境界に働く力を評価すること

ができる． 
基礎となる科目  
関連して履修が

望ましい科目 

水理学演習，開水路水理学，水理学実験，水文・河川工学，沿岸海象力学，海岸・

海洋工学，水域環境学 

授 業 内 容 

 

第 1 週 概説・流体の性質 
第 2 週 

静止流体の力学（静水圧，浮体の安定）（２回） 
第 3 週 

第 4 週 
完全流体力学の基礎と相対静止（２回） 

第 5 週 

第 6 週 
ベルヌーイの原理，１次元化されたエネルギー解析（2 回） 

第 7 週 

第 8 週 非定常ベルヌイの定理（U 字管振動） 
第 9 週 中間試験 
第 10 週 エネルギー損失・さまざまな管路流れの解析（サイフォンを含む） 

（2 回） 第 11 週 

第 12 週 
運動量解析（2 回） 

第 13 週 

第 14 週 層流と乱流の概念，抵抗の概念 
第 15 週 後半試験 

教科書・参考書 
講義の流れに沿って詳細なプリントを配布． 
教科書：水理学(椿東一郎，森北) 

授業の形式 板書による講義． 

評価方法 
中間・後半試験によって講義内容の理解度を評価して採点し，60 点以上を合格とす

る．  
履修上の注意 私語厳禁．講義中の質問は歓迎する．  

質問への対応 

方法 

講義中は随時質問可．別途時間をとって質問を希望する場合は，E-mail などで時

間 調 整 可 （ 水 谷 ： mizutani@civil.nagoya-u.ac.jp ， 052-789-4630 ， 田 代 ：

ttashiro@nagoya-u.jp，052-789-4829）．E-mail での質問も受け付ける． 

メッセージ 
普通の問題を，普通に解けることを目標にしています．環境土木工学コースの学生

は，水理学演習の履修により，習熟度を高めて下さい． 

 
 
 



科  目  名 構造力学及び演習 単 位 数 4 授 業 形 態 講義・演習 
科 目 区 分 専門基礎科目 開 講 時 期 2 年秋学期 必修・選択 必修 

対象履修 

プログラム 

環境土木工学 
担当教員 

判治 剛 

キーワード 
軸力部材，曲げ部材，ねじり部材，応力，変形（変位，たわみ），ひずみエネルギ

ー，仮想仕事の原理 

授業の概要 

構造物設計の基礎を理解するとともに，自重と作用する設計荷重によって部材内部

に発生する応力と部材の変形を求める方法，およびエネルギー原理の基礎（仕事，

ひずみエネルギー，仮想仕事の原理）を習得することを目標とする． 

授業の目標 

１．各種部材の変位で表されるつり合い微分方程式を理解し，誘導ができる． 
２．微分方程式を解く方法，変位適合条件（重ね合わせ原理），弾性荷重法などの

方法を理解し，変位の計算ができる． 
３．部材の応力（垂直応力とせん断応力）を理解し，計算ができる． 
４．エネルギー保存則，仮想仕事の原理を理解し，それらの応用ができる． 

基礎となる科目 形と力，構造解析の基礎及び演習 
関連して履修が

望ましい科目 
応用構造力学，鋼構造工学，極限強度学 

授 業 内 容 

 

第 1 週 概論，断面力図と断面性質の求め方の復習 
第 2 週 軸力部材のつり合いの微分方程式の誘導，変形と応力を求める方法およ

び軸力部材の設計論 第 3 週 
第 4 週 曲げ部材（はり）のつり合いの微分方程式の誘導，変形（たわみ，たわ

み角）を求める方法（微分方程式を解くことによる解法，モールの定理

など）と応力（曲げ応力，せん断応力）の計算，軸力と曲げを受ける部

材の応力および核の概念 

第 5 週 
第 6 週 
第 7 週 
第 8 週 中間テスト 
第 9 週 

中間テスト解説，重ね合わせの原理，ねじり部材のつり合いの微分方程

式の誘導，変形と応力を求める方法 
第 10 週 
第 11 週 
第 12 週 

エネルギー原理の基礎（仕事，ひずみエネルギー，仮想仕事の原理） 第 13 週 
第 14 週 
第 15 週 まとめ，構造力学と技術者倫理 

教科書・参考書 

教科書： 

構造・材料力学シリーズ③ 

「構造力学Ⅱ レクチャーノート」宇佐美勉・葛漢彬 共著（一粒社） 
構造・材料力学シリーズ④ 

「構造解析学 レクチャーノート」宇佐美勉・葛漢彬 共著（一粒社） 

授業の形式 
・板書を中心として講義を進める． 
・例題・演習問題，小テスト，レポートを通して理解を深める． 

評価方法 

中間試験(20％)，期末試験(60％)，小テストおよびレポート(20％)の結果により総合

判断し，60%以上を合格とする．なお，小テストおよびレポートの提出回数が 1/2
以下の場合は，評価の対象としない． 

履修上の注意 講義中に例題や演習問題を解いたり，小テストを行うので，電卓を必ず持参のこと． 

質問への対応 

方法 

講義資料，小テストやレポート，定期試験の解答は NUCT 上に公開する． 
特に定まったオフィスアワーは設けないが，E-mail（hanji@civil.nagoya-u.ac.jp）で

の質問や随時来室（9 号館 625 室，内線 4618）しての質問を歓迎する． 

メッセージ 
断面力図，断面性質を求めることができるように，「形と力」，「構造解析の基礎及

び演習」を復習しておくこと． 
 
 
 



科  目  名 土質力学及び演習 単 位 数 4 授 業 形 態 講義 

科 目 区 分 
環境土木工学：専門基礎科目 
建    築    学：関連専門科目 

開 講 時 期
環境土木工学：2年秋学期 
建   築   学：4年秋学期 

必修・選択 
環境土木工学：必修 
建   築   学：選択 

対象履修 

プログラム 
環境土木工学，建築学 担当教員 野田利弘，中井健太郎，酒井崇之，吉川高広 

キーワード 応力，ひずみ，浸透，連続式，有効応力の原理，圧密 

授業の概要 

土粒子と水からなる飽和土の力学的性質を理解するために，二相系混合材料の捉え
方を講述し，関連する演習を行う．特に，土粒子が構成する土骨格の変形を伴わな
い間隙水の移動（浸透）と，有効応力概念に基づく土骨格の変形を伴う間隙水の移
動（圧密理論）の違いを明確にしながら，土質力学の知識を養う．また，力学の基
本的事項である，力のつり合いと，応力とひずみなどについても復習する． 

授業の目標 

1. 土の状態を説明する基本物理量，土の分類，締固め特性について説明できる． 
2. 地盤内の水理に関するダルシー則とポテンシャル流れ，透水係数の意味とそれ

を求めるための室内透水試験の方法を説明できる．また浸透問題における連続
式を理解し，図式解法による浸透流の計算もできるようにする． 

3.  一次元・一相系問題を例に，力のつりあいと応力，変位とひずみの適合条件お
よび構成式の定義・意味を説明できる． 

4. 有効応力概念を理解し，一次元弾性圧密理論における圧密方程式の誘導と，フ
ーリエの方法による求解ができる．圧密現象の把握と圧密沈下の計算ができる． 

基礎となる科目 形と力，流れの力学，力学Ⅰ，力学Ⅱ，線形代数学Ⅰ，線形代数学Ⅱ，微分積分学Ⅱ 
関連して履修が
望ましい科目 

土質・基礎工学，地盤材料実験，地盤工学，土木地質学 

授 業 内 容 
 

第 1 週 技術者倫理を説明する． 
土の基本的性質として，基本的物理量や土の工学的分類について学ぶ．ま
た，不飽和土の諸性質や土の締固めに関して理解する． 

第 2 週 
第 3 週 
第 4 週 地盤内の水の流れに関して，ダルシー則と，一般的なポテンシャル流れの

性質を述べる．さらに透水係数の意味と，それを測定する 2 つの室内試験
の説明をする．また，連続式（一，二，三次元）の説明と二次元定常浸透
の諸問題について説明を行う． 

第 5 週 
第 6 週 
第 7 週 
第 8 週 中間試験 
第 9 週 一次元問題における，一相系材料の力のつり合いと応力の概念を述べ，変

形の適合条件，ひずみの概念を述べる． 
第 10 週 圧密問題における一次元圧密方程式を誘導する．その中で，有効応力の原

理などの基礎方程式群の各説明を行う．また，一次元圧密方程式について
フーリエの方法による求解を示し，それに基づいて圧密現象（過剰間隙水
圧の消散過程）についての理解を深める． 
一次元圧密沈下の慣用解析を述べ，圧密に伴う沈下と最終沈下についての
説明および圧密はやさなどについて説明する． 

第 11 週 
第 12 週 
第 13 週 
第 14 週 

第 15 週 本講義のまとめ 

教科書・参考書 
教科書：中野正樹著 「地盤力学」（コロナ社） 
なお，講義中にプリントノートも配布する． 

授業の形式 
ノートを中心の講義を行い，必要に応じて板書を行なう． 
例題，演習問題を課し，理解度を深める． 

評価方法 
レポート（20%），中間試験（30%），期末試験(50%)の結果により総合判断し，60%
以上を合格とする．なお無断欠席が 1/2 以上の場合は，期末試験の受験を認めない． 

履修上の注意 講義中に例題や演習問題を行うので，電卓を必ず持参のこと． 

質問への対応 
方法 

教員室への来訪，電子メールによる質問を随時受け付ける． 
【野田】内線：3833，Email：noda@nagoya-u.jp，工学部 9 号館 317 室 
【中井】内線：5203，Email：nakai@civil.nagoya-u.ac.jp，工学部 9 号館 313 室 

メッセージ 

土質力学は飽和土の変形から破壊までを取り扱います．いままでに習得してきた一
相系材料と異なり，固・液二相系材料であり，複雑な挙動を呈します．その複雑な
挙動の理解のために，プリントノートは，かなり深く，わかりやすく噛み砕いて作
成しています．しかし材料そのものが複雑であるため，それでも理解が困難なとこ
ろも出てくると思いますので，プリントによる予習・復習を心がけてください．  



 

 

科  目  名 環境土木工学実習 単 位 数 1 授 業 形 態 実習 
科 目 区 分 専門基礎科目 開 講 時 期 2 年秋学期 必修・選択 必修 

対象履修 

プログラム 
環境土木工学 担当教員 

椿涼太，中村晋一郎，三輪富生，各系の

助教 
キーワード 土木プロジェクト 

授業の概要 

環境土木工学実習では，自由な発想のもと，環境土木工学に関連した課題の抽出と

解決策を提案する．グループワークと自己学習による環境土木基礎知識やリーダー

シップの素養の涵養を目的とする．学生が主体となって実施するが，問題の選定，

解決策の検討，調査・計測は， 各系の教員によるアドバイスを受けながら進める． 
少人数でグループを作成して実際に調査・計測・実験を行い，結果の分析やグルー

プ内での討論を経て，環境土木工学に関連するプロジェクトの提案を行う． 

授業の目標 

講義を通して以下の能力を習得することを目標とする． 
・自ら問題を発掘し，解決策を考究することができる能力 
・周りとの調和を図りながら自発的に行動することができる能力 
・他人の意見を尊重しながらも，議論を通して様々な意見を取りまとめていく能力 
・口頭および情報メディアを利用したわかりやすい説明ができる能力 

基礎となる科目 
都市と文明の歴史，構造物と技術の発展，人間活動と環境，国土のデザインとプロ

ジェクト 
関連して履修が

望ましい科目 
学外実習，社会基盤施設の設計と維持管理，防災・減災技術 

授 業 内 容 

第 1 週 ・ガイダンス 

・与えられたテーマに関する討論 

・プロジェクトテーマの設定と発表 

第 2 週 ・プレゼン指導，ポスター作成指導，文献調査等に関する注意 
・プロジェクトの目標設定と調査・計測・実験内容の検討 

第 3 週 ・プロジェクト概要および調査・計測・実験項目の発表 
第 4 週 

・調査・計測・実験の実施，結果の分析 
・プレゼンテーションの準備 

第 5 週 
第 6 週 
第 7 週 ・中間発表会 
第 8 週 

・調査・計測・実験の実施，結果の分析 
・プレゼンテーションの準備 

第 9 週 
第 10週 
第 11 週 
第 12週 
第 13週 
第 14週 ・最終発表会 
第 15週 ・最終発表会の講評とポスターの提出 

教科書・参考書  

授業の形式 
プレゼンテーションおよびグループワークを主体とする．調査・計測・実験や結果

分析のために，講義時間外の作業も必要となるので注意すること． 

評価方法 

調査・計測・実験，ディスカッションへの取り組み姿勢や，中間発表，最終発表，

ポスターの内容から総合的に評価する．総合点が 60 点以上の者を合格とする．な

お，全体で集まる必要のある時に無断で欠席した場合は単位を認めない． 
履修上の注意 無断で欠席した場合は単位を認めない． 

質問への対応方法 講義中の質問を歓迎する．来室および E-mail での質問も随時受け付ける． 

メッセージ 

学生が主体的となって活動します．時間外活動も多くなりますが，グループワーク

を通じて，社会で求められるリーダーシップ，チームワーク，説明力の習得を目指

してください．また，学生ならではの自由で新しい発想・提案を期待しています． 



科  目  名 空間計画論 単 位 数 2 授 業 形 態 講義 

科 目 区 分 
環境土木工学：専門科目 
建築学：専門基礎科目 

開 講 時 期 2 年 
秋学期 

必修・選択 環境土木工学：必修 
建   築   学：選択 

対象履修 

プログラム 

環境土木工学，建築学 
担当教員 

加藤 博和 

キーワード 都市計画，都市発展段階，土地システム，持続可能な都市経営 

授業の概要 

国土および都市の発展段階を意識した空間計画の理論を理解するとともに，欧米およ

び日本における実際の空間計画制度を学習し，それらを相互比較することによって，

21 世紀の日本および発展途上諸国に求められる空間計画のあり方について探求する． 

授業の目標 

１．国土・都市を対象とした空間計画の全体構成を理解し説明することができる． 
２．欧米と日本の空間計画制度の違いと，それに伴う国土・都市形成の違いについて

理解し説明することができる． 
３．日本および発展途上諸国における今後の空間計画制度のあり方と具体的改善点に

ついて理解し説明することができる． 
基礎となる科目 社会資本計画学，人間活動と環境 
関連して履修が

望ましい科目 

交通論，都市・国土計画，社会資本・空間計画学演習 
（本科目修得後に履修することが望ましい） 

授 業 内 容 

（13 週～15 週） 

第 1 週 オリエンテーション 
第 2 週 概説 －なぜ日本の都市・国土は雑然としているのか？－  
第 3 週 国・都市の成長・衰退・再生メカニズムと空間計画 

第 4 週 少子高齢化・人口減少と空間計画との関係 

第 5 週 空間計画における土地制度の重要性 

第 6 週  土地の市場・税制・情報・利用規制に関する国際比較 

第 7 週 交通・施設・土地利用計画が空間・環境に及ぼす影響 

第 8 週 地域の持続性・脆弱性と空間計画 

第 9 週 災害に強いレジリエントな空間計画 

第 10 週 空間計画評価の方法論＜短期影響＞ 

第 11 週 空間計画評価の方法論＜長期影響＞ 

第 12 週 日本の空間計画の体系と問題点・改善策 

第 13 週 発展途上国における空間計画制度の現状と課題 

第 14 週 持続可能な都市・地域経営のための空間計画のあり方 

第 15 週 国土・都市計画技術者に求められる倫理 

教科書・参考書 

参考書：林良嗣・土井健司・加藤博和編著：都市のクオリティ・ストック－土地 
利用・緑地・交通の統合戦略－，鹿島出版会，2009.9 
林良嗣・鈴木康弘編著：レジリエンスと地域創生 伝統知とビッグデータから探る国

土デザイン，明石書店，2015.3 

授業の形式 

OHP 等，配布資料，および板書による説明を行う．また，実際都市における都市計画

の策定状況や諸課題に関するレポートの提出を課すとともに，その内容の紹介を授業

の中で求めることがある． 
評価方法 期末試験 70%，レポート 30%とする．60%以上の成績を合格とする． 

履修上の注意 授業用のノートを用意し，内容についてこまめにメモをとること． 

質問への対応 

方法 

内容に関して質問がある場合には，なるべく授業中に質問して解決すること．授業時

間外では特に定まったオフィスアワーは設けないが，電子メールで質問およびアポイ

ントメントを受け付ける．その他の問い合わせは下記まで． 
内線：5104；E-mail：kato@genv.nagoya-u.ac.jp 

メッセージ 

日本および発展途上諸国の空間計画制度は多くの課題を抱えており，その結果，災害

に強く風格ある国土・都市形成が阻害されている．それに対する問題意識と自分なり

の改善策を持つことは，将来土木・建築分野に従事する技術者にとって必須の知識と

言える．担当教員もその使命に燃えて授業を担当するので，受講者にもぜひこのよう

な自覚を持って受講してほしい． 



科  目  名 空間設計工学及び演習第 1 単 位 数 3 授 業 形 態 講義・演習 
科 目 区 分 専門基礎科目 開 講 時 期 2 年前期 必修・選択 必修 

対象履修 

プログラム 

建築学 
担当教員 

太幡英亮、堀田典裕 
西澤泰彦、小松 尚 

キーワード 建築設計，都市設計，表現手法 

授業の概要 
建築設計に必要な図面を読む能力を養うとともに，その表現に必要な基礎的技術・

方法（三次元的な形態操作・身体スケールの理解・建築の構成力）を習得する． 

授業の目標 

・15 週を前後半に分けて，２課題に取り組む．両課題に共通して，課題内容に関連する建築・都

市の問題点を把握分析し，それを解決するための計画・デザインの専門知識・技術の習得と，着

想・計画・設計能力，技術力および表現力を養う．加えて、敷地の周辺環境や地域に与える影響

を考察する能力や、教員や TAとの意見交換を通してコミュニケーション能力を養い、建築家が果

たすべき責任を学ぶ．さらに課題制作を通して自主的、継続的に学習できる能力を養う． 

・第一課題では，空間の設計・計画に関する基本的な知識を学び，建築設計製図に関する基本事

項を習得する．また，著名な近現代建築作品のグループワークによる分析や設計図のトレースに

よって，建築の計画・デザインを言葉や図によって他者に伝える能力を学ぶ． 

・第二課題では，小規模な空間を有する建築物の設計を行い，敷地の分析，プログラム，コンセ

プト，平面・断面・立面や構法の検討，という建築設計のプロセスについての基本事項を習得す

る．模型やスケッチを用いながらアイデアを建築的な構想のもとで発展させることが求められる。 

基礎となる科目 
図学，形と力，人間活動と環境，都市と文明の歴史，構造物と技術の発展，社会環

境工学概論など。 
関連して履修が

望ましい科目 

空間設計論，造形演習第１ 

授 業 内 容 

 

第 1 週 ・建築図書の役割，製図概説  
・近代建築のトレース１（配置図・平面図） 
・近代建築のトレース２（立面図・断面図） 

第 2 週 

第 3 週 

第 4 週 ・近代建築のトレース３（建築模型） 
・近代建築のトレース４（透視図・立体図） 
・現代建築のトレース１（豊田講堂見学）, 近現代建築意匠講義 

第 5 週 

第 6 週 

第 7 週 ・現代建築のトレース２（平立断面図・透視図） 
・最終講評会（第一課題終了），第二課題の説明 
・小空間に関する講義 

第 8 週 

第 9 週 

第 10 週 ・エスキス１（プログラム発表，プログラムに応じたスケッチ提出） 
・エスキス２（作業用の模型およびスケッチを提出する） 
・エスキス３（中間講評会） 

第 11 週 

第 12 週 

第 13 週 ・エスキス４（中間講評会に応じて修正した図面，模型提出） 
・エスキス５（同上） 
・最終講評会（最終図面・パース・模型提出，第二課題終了） 

第 14 週 

第 15 週 

教科書・参考書 
教科書：コンパクト建築設計資料集成（日本建築学会） 

やさしく学ぶ建築製図[最新版]（エクスナレッジ） 

授業の形式 

建築学コースの創成科目として，マンツーマンの草案指導（エスキス）を行う．エ

スキスは，学生の主体的・創造的な提案に基づいて行われるので，希薄な提案の場

合にはエスキスもそれに応じたものとなる．  

評価方法 

・指定された期日内に指定された成果物を提出することを最低基準とする．第一課題で

は，毎週提出する演習課題の完成度により指導教官が採点し，その平均値をもって成績

とする．第二課題では，設計条件の理解度，技術の習得度，成果物の着想・計画/デザ

イン・表現における完成度，講評会での発表などを，各担当教員が総合的に採点し，そ

の平均点 60 点以上を合格とする．なお、建築設計の提案に唯一の解はなく、履修生の

提案内容の建築的な合理性や創造性を総合的に評価する。 
履修上の注意 ・エスキスは必ず受けること． 講評会での発表も重要な評価項目となる． 

質問への対応 

方法 

・エスキスでのマンツーマンの指導ですべての質問に対応する．また，適宜ＴＡへ

の相談を行ってもよい．時間外の連絡先は以下の通り． 
太幡英亮(ES 総合館 503 内線 4690 メール tabata@cc.nagoya-u.ac.jp) 
西澤泰彦(ES 総合館 513 内線 3748 メール nszw@nuac.nagoya-u.ac.jp) 

メッセージ 
積極的に自ら課題を発見し，創造的な提案を行ってほしい。そのために、日々建築

や社会の動向に関心を持ち、積極的に建築・都市空間を体験してもらいたい。 



科  目  名 建築構造力学及び演習 単 位 数 2.5 授 業 形 態 講義・演習 
科 目 区 分 専門基礎科目 開 講 時 期 2 年春学期 必修・選択 必修 

対象履修 

プログラム 

建築学 
担当教員 

飛田 潤 

キーワード 建築構造物，応力，変形，静定，不静定 

授業の概要 

建築技術者に要求される基本的な能力として，建築構造物に作用する荷重と，それ

によって構造部材に生じる応力・応力度・変形の算定方法に関する基本的事項を修

得する．まず基本的な静定構造物を詳細に学び，次に不静定構造の考え方と応用を

学ぶ． 

授業の目標 

１．静定構造物の応力状態の理解と応力図の表現の習得． 
２．建築材料の基本的な力学特性の理解と応用． 
３．線材の断面の性質と断面内応力の理解と応用． 
４．線材の軸力・せん断・曲げの基本式と線形構造物の変形状態計算法を習得． 
５．たわみ角法による不静定骨組構造の解法を習得． 

基礎となる科目 形と力 
関連して履修が

望ましい科目 

応用構造力学及び演習 

授 業 内 容 

 

第 1 週 静定構造物の応力１（モデル化，力，単位，基本的問題） 
第 2 週 静定構造物の応力２（応力図の符号，様々な荷重） 
第 3 週 静定構造物の応力３（両端ピン部材，トラス，３ピン構造） 
第 4 週 材料の性質（建築材料，フックの法則，弾性係数，応力ひずみ関係） 
第 5 週 断面の性質１（中立軸，断面１次・２次モーメント，断面係数） 
第 6 週 断面の性質２（複合応力，ストレスブロック，複合断面） 
第 7 週 梁の曲げに関する基本式１（基本式の誘導） 
第 8 週 梁の曲げに関する基本式２（積分解法） 
第 9 週 梁の曲げに関する基本式３（モールの定理） 
第 10 週 梁の曲げに関する基本式４（複雑な問題，不静定への応用） 
第 11 週 複合応力下の梁の挙動，梁の内部の応力分布 
第 12 週 不静定構造物の解法１（たわみ角法の基礎式） 
第 13 週 不静定構造物の解法２（節点方程式と層方程式） 
第 14 週 不静定構造物の解法３（不静定骨組み） 
第 15 週 構造解析・構造設計の現状と設計者の社会的責任，総合演習 

教科書・参考書 

教科書：建築構造力学１（和泉正哲 著，培風館）． 
上記教科書の演習問題は質・量ともに十分であるので，授業中および課外の学習で

最大限に活用する．そのほかの参考資料は，必要に応じて講義・演習で紹介する． 

授業の形式 

各回の前半は教科書，板書および配布資料を中心として講義を進める．後半の演習

は当日の講義に関連した演習問題を各自で解き，レポートを提出することで理解を

深める．不明点は各自で学修することとし，翌週の最初に前回の演習問題の要点解

説を行う． 

評価方法 

演習レポートの提出とその内容（計 40%），期末試験（60%）により上記の目標 5
項目の達成度を総合判断する．100 点満点で 60 点以上を合格とし，60 点以上 69
点以下を C，70 点以上 79 点以下を B，80 点以上を A とする．期末試験欠席者は

「欠席」とする． 

履修上の注意 
毎週の講義・演習内容は、前回までの理解に基づいているので，疑問点は当日中あ

るいは次週までの間に解決することを基本としてほしい． 

質問への対応 

方法 

講義中に随時質問を受け付ける．また演習の時間には個別の質問対応を行う．時間

外の質問は，電子メールによるアポイントメントを随時受け付ける．（電子メール

tobita@nagoya-u.jp） 

メッセージ 

コンピュータによる構造設計が一般的になった現在，力と変形に関する感覚はます

ます重要である．講義では問題の解法だけでなく，その意味を伝えることに注力し，

演習も含めて多くの問題に取り組むことで，理解を深め感覚をつかむことを目指し

ている．暗記ではない知識と技術を身につけることを期待する． 



科  目  名 空間設計論 単 位 数 2 授 業 形 態 講義 

科 目 区 分 
建築学：専門基礎科目 

環境土木工学：関連専門科目 
開講時期 建築：2年前期 

環境土木工学： 

4 年前期 

必修・選択 建築学：必修 

環境土木工学： 

選択 

対象履修 

プログラム 

建築学、環境土木工学 
担当教員 

太幡 英亮 

キーワード 身体、心理、知覚、行動、生活、社会、文化、寸法、単位空間、建築構法、住宅 

授業の概要 
上記キーワードと空間の関わり、主要な建築構法、住宅の計画理論といった、建築

設計において必要となる基礎的な知識や視点を学習する。 

授業の目標 

建築や都市空間を計画・デザインしていくための基礎となる、以下にあげる専門知

識・視点を習得する。 

・ 身体、心理、行動、生活、社会、文化と空間の関わり（寸法・単位空間等） 

・ 各種建築計画の基礎となる住宅建築の計画理論 

・ 建築の主要な構法（木造／鉄骨像／RC造等の各種構造の構法・材料） 

基礎となる科目 図学、人間活動と環境 

関連して履修が

望ましい科目 

建築計画学第 1・2、空間設計工学及び演習第 1・2、建築設計及び演習第 1・2、総

合設計及び演習第 1・2 

授 業 内 容 

 

第 1週 建築計画の基礎１：身体・動作・寸法 

第 2週 建築計画の基礎２：知覚・心理 

第 3週 建築計画の基礎３：行動・交流 

第 4週 建築計画の基礎４：単位空間・インテリア 

第 5週 建築計画の基礎５：ユニバーサルデザイン 

第 6週 建築計画の基礎６：生活・社会・文化 

第 7週 フィールドワーク：空間の体験と実測 

第 8週 住宅の計画１：世界の住まいと歴史 

第 9週 住宅の計画２：近現代の住宅・LDK 

第 10 週 住宅の計画３：住宅の計画の多様化 

第 11 週 主要構法１：木造 

第 12 週 主要構法２：鉄骨造・鉄筋コンクリート造・新しい構法 

第 13 週 各部構法１：基礎・床・壁・天井・屋根 

第 14 週 各部構法２：開口部・建具・階段 

第 15 週 まとめ 

教科書・参考書 
教科書）長澤泰編著：建築計画/市ヶ谷出版、  内田祥哉：建築構法/市ヶ谷出版  

参考書）日本建築学会：空間学事典（増補改訂版） 

授業の形式 スライド、教科書、プリントなどを使って進める。 

評価方法 毎回の小課題（40%〜60%）、試験(40%〜60%)の結果から総合的に判断する。 

履修上の注意 

建築の初学者を対象にした建築・都市に関する基礎知識を講義する。講義内容は他

の講義演習の基礎となるものばかりであるので、予習復習を十分に行うこと。特に

本講義の内容は、建築学コースで並行して開講される「空間設計工学及び演習第１」

の受講において不可欠となる。双方の受講により、建築・都市空間の理解や構想の

ための基礎的素養を涵養してほしい。 

質問への対応 

方法 

講義終了後に対応する。また、時間外に質問したい場合は、メールまたは電話にて

アポイントをとること。 

太幡 ES 総合館 503 室 内線 4692 メール tabata@cc.nagoya-u.ac.jp 

メッセージ 

講義を通して建築を中心にした空間設計の基礎知識とともに、その魅力をお話した

いと思います。建築学コースの学生にとっては最初の専門科目になりますが、並行

して開講される「空間設計工学及び演習第 1・第 2」の受講上、不可欠な内容を講

義しますので、双方の学習内容を連携させて十分に理解するように努めて下さい。 

また、教員が「話す」内容から各自で要点を考え、ノートを取る習慣を身に付けて

もらいます。 

 



科  目  名 空間設計工学及び演習第２ 単 位 数 3 授 業 形 態 講義・演習 
科 目 区 分 専門基礎科目 開 講 時 期 2 年秋学期 必修・選択 必修 

対象履修 

プログラム 

建築学 
担当教員 

栗原健太郎・恒川和久 
平野章博・宮脇勝・高取千佳 

キーワード 建築設計、外構設計、パブリックスペースの設計、地域分析 

授業の概要 

住宅およびパブリックスペースを課題として取り上げ、日常生活に密接に関係する

空間のあり方、寸法、機能への対応といった計画・デザインについての知識と技術

の修得をはかる。 

授業の目標 

・15 週を前後半に分けて２課題に取り組む。両課題に共通して、課題内容に関連する建築・都市

の問題点の把握分析、それを解決するための計画・デザインの専門知識・技術の修得（基礎力

の涵養）と、着想・計画・デザイン能力、技術力および表現力（創造力・総合力）の涵養を目

指す。加えて、敷地の周辺環境や地域に与える影響を考察する能力や、教員や TA との意見交

換を通してコミュニケーション能力を養い、建築家が果たすべき責任を学ぶ。 
・第一課題では、小住宅を課題とし、家族構成や住まい方と住空間、単位空間と全体構成、建築・

各種部位・家具等の寸法、住宅の内部と外部（庭から敷地周辺まで）の関係などを考慮してデ

ザイン案を作成しながら、必要となる知識と技術を習得する。                              

・第二課題では、パブリックスペースを題材として、主に屋外のパブリックスペースを計画・デ

ザインする技術を習得する。また、都市・地域を自然環境、都市基盤、社会状況などから分析

する手法を習得する。 
基礎となる科目 空間設計工学及び演習第１，造形演習第１ 
関連して履修が

望ましい科目 

建築設計及び演習第１・第２、総合設計及び演習第１・第２、情報処理及び演習、

造形演習第２ 

授 業 内 容 

 

第 1 週 ・第一課題の出題．対象敷地の見学 
・講義と学生による地域分析・プログラム発表およびディスカッション 
・エスキス１（草案のスケッチと模型の提示） 

第 2 週 

第 3 週 

第 4 週 ・エスキス２（同上） 
・エスキス３（同上） 
・エスキス４（同上） 

第 5 週 

第 6 週 

第 7 週 ・エスキス４（同上） 
・第一課題の講評会と第二課題の出題 
・講義と学生による地域分析・プログラム発表およびディスカッション 

第 8 週 

第 9 週 

第 10 週 ・エスキス１（草案のスケッチと模型の提示） 
・エスキス２（同上） 
・エスキス３（同上） 

第 11 週 

第 12 週 

第 13 週 ・エスキス４（同上） 
・エスキス５（同上） 
・第二課題の講評会 

第 14 週 

第 15 週 

教科書・参考書 第３版コンパクト建築設計資料集成：日本建築学会（丸善）参考書は授業で提示。 

授業の形式 

建築学プログラムの創成科目として、マンツーマンの草案指導（エスキス）を行う。エ

スキスは、学生の主体的・創造的な提案に基づいて行われるので、希薄な提案の場合に

はエスキスもそれに応じたものとなる。 

評価方法 

エスキスを受け、指定された期限内に予め指定された成果物を提出することを最低基準

とする。評価は、設計条件の理解度、成果物の着想、計画・デザイン、表現における完

成度、エスキスの内容、講評会（原則として受講者全員が発表）での発表内容および授

業中の態度などを勘案し、担当教員が各自総合的に採点し、その平均値をもって成績と

する。100 点満点で 60 点以上を合格とする。 
履修上の注意 エスキスは必ず受けること。講評会での発表も重要な評価項目となる。 

質問への対応 

方法 

エスキスでのマンツーマン指導ですべての質問に対応する。ＴＡへの相談も可。 
恒川和久（ES 総合館 501 内線 4398 メール tsunekawa@cc.nagoya-u.ac.jp） 
宮脇 勝（環境総合館 507 内線 3750 メール miyawaki@corot.nuac.nagoya-u.ac.jp）
高取千佳（環境総合館 523 内線 3750 メール takatori@corot.nuac.nagoya-u.ac.jp） 
 

メッセージ 教員の指導に依存せず、積極的に自らの課題を発見し、創造的な提案を行う姿勢を期待。 



 

 

科  目  名 応用構造力学及び演習 単 位 数 2.5 授 業 形 態 講義・演習 
科 目 区 分 専門基礎科目 開 講 時 期 2 年秋学期 必修・選択 必修 

対象履修 

プログラム 

建築学 
担当教員 

荒木 慶一 

キーワード 構造力学，骨組構造，不静定構造，構造設計 

授業の概要 

「構造力学及び演習」に引き続き，建築構造設計の基礎となる骨組構造力学の理論

とその応用について解説する．例題学習とレポート課題を通して，講義内容の習熟

をはかり，併せて構造物における荷重伝達の仕組みを理解する． 

授業の目標 

・ 建築構造設計の基礎理論である骨組の構造力学を理解する． 
・ 弾性設計と塑性設計，構造安全性の考え方，性能規定型設計法の内容について

理解する． 
・ 例題学習とレポート課題を通して，講義内容の習熟をはかり，併せて構造物に

おける荷重伝達の仕組みを理解する． 
基礎となる科目 形と力，構造力学及び演習，数学 1 及び演習，力学 1 及び演習 
関連して履修が

望ましい科目 

鉄骨構造，構造設計工学，建築構造工学及び演習 

授 業 内 容 

 

第 1 週 序論・骨組構造の解析原理 
応力法による不静定ばりの解法 
ひずみエネルギー・カステリアーノの定理を用いた骨組の変形解析 

第 2 週 

第 3 週 

第 4 週 仮想仕事の原理による不静定系構造の解析１ 

仮想仕事の原理による不静定系構造の解析２ 

不静定構造の解析手法まとめ 

第 5 週 

第 6 週 

第 7 週 長柱の座屈 

中間試験 

中間試験講評 
第 8 週 

第 9 週 

第 10 週 たわみ角法による構造解析１ 

たわみ角法による構造解析 2  

構造設計の考え方と構造設計者の社会的責任 
第 11 週 

第 12 週 

第 13 週 トラスの崩壊挙動とはりの弾塑性曲げ 
骨組の極限解析１ 
骨組の極限解析２ 

第 14 週 

第 15 週 

教科書・参考書 なし．講義テキストを配布 

授業の形式 講義形式 

評価方法 
・レポート(20%)、中間試験(40%)，期末試験(40%)の結果より総合評価し，原則と

して 60%以上の得点を合格とする． 

履修上の注意 

講義に使用する講義テキストは第一週の講義の際に配布する．講義は原則としてこ

のシラバスに記載の通りの内容で進行するので，予めテキストに目を通して予習す

ることを強く勧める． 

質問への対応 

方法 

・ 原則として講義中，いかなる時点でも質問をして良い． 
・ 講義時間外では定まったオフィスアワーは設けないが，電子メールによる質問

やアポイントメントは適宜対応する．（Email: yoshikazu.araki@nagoya-u.jp）． 

メッセージ 

構造力学は，安全で美しく経済的な構造を実現する重要なツールである．学習内容

が何を目的としたものであるのかに常に意識的であってほしい．そうすることで学

習効果は倍増する．質問があれば遠慮は不要．質問は講義に活気を与え，立体的で

深い理解の糸口となる． 
 



科  目  名 鉄骨構造 単 位 数 2 授 業 形 態 講義 
科 目 区 分 専門基礎科目 開 講 時 期 2 年秋学期 必修・選択 必修 

対象履修 

プログラム 

建築学 
担当教員 

尾崎 文宣 

キーワード 鋼材，鉄骨構造，座屈，ボルト接合，溶接接合 

授業の概要 

鋼構造(鉄骨造)建築物の力学原理と各種部材の構造設計法を中心に講義を行う。

建築用鋼材の概要、代表的な鋼部材の断面性能の求め方、各種座屈に対する部材の

設計、高力ボルトや溶接接合部の設計法を習得する。 

授業の目標 

・ 建築用鋼材の特徴と各部材に要求される鋼材特性が理解できる。 
・ 建築用鋼部材の断面・部材性能が評価でき、各種部材が設計できる。 
・ 座屈現象を理解でき、座屈に対して各種部材が設計できる。 
・ 接合部(高力ボルト、溶接等)の接合原理と力の伝達メカニズムが理解でき、それ

らのディテールが設計できる。 
基礎となる科目 形と力，建築構造力学及び演習 
関連して履修が

望ましい科目 

鉄筋コンクリート構造，構造・材料実験法，耐震工学，構造設計工学 
建築構造解析および演習，建築基礎工学 

授 業 内 容 

 

第 1 週 鉄骨構造の概要、歴史 
第 2 週 鋼材と鋼部材の製造技術 
第 3 週 鋼材の機械的特性、引張材の性能 
第 4 週 曲げ材の断面性能(弾性)：各種断面性能の算定 
第 5 週 曲げ＋圧縮材の断面性能(弾性) 
第 6 週 曲げ材の断面性能(塑性) 
第 7 週 曲げ＋圧縮材の断面性能(塑性)、圧縮材の性能 1 
第 8 週 圧縮材の性能 2 
第 9 週 中間テスト 
第 10 週 せん断を受ける部材の性能 
第 11 週 横座屈 1 
第 12 週 横座屈 2、局部座屈 
第 13 週 ボルト接合部 1 
第 14 週 ボルト接合部 2、溶接接合部 
第 15 週 鋼構造の耐震設計 

教科書・参考書 教科書：鋼構造【第２版】嶋津孝之編（森北出版），必要に応じてプリント配付 

授業の形式 板書，配布プリントに基づいて講義を進める。適宜、教科書を用いる。 

評価方法 
中間・期末試験の結果にレポート提出点を加算し、総合評価で 60%以上を合格とす

る。 

履修上の注意 
レポート課題は、毎回提出すること。 
 

質問への対応 

方法 

講義中に積極的に質問することが望ましい。 
電子メール等(ozaki@nuac.nagoya-u.ac.jp)での質問にも適宜対応する。 

メッセージ 

本講義の目的は、鉄骨構造を構造設計する上で必要な力学知識を習得することに

ある。細かい設計式を暗記するのではなく、それらの設計式がどのような背景のも

と導かれたのかを理解することが重要である。鉄骨構造特有の力学問題(各種座屈、

接合部の力学特性)も多く含まれるので、それらをしっかりと理解するためにも、講

義以外での予習・復習に励んで欲しい。 
 
 
  
 
 
 



 

 

科  目  名 土木の統計学 単 位 数 2 授 業 形 態 講義 
科 目 区 分 専門科目 開 講 時 期 2 年春学期 必修・選択 必修 

対象履修 

プログラム 
環境土木工学 担当教員 

三輪 富生 

キーワード 統計，確率，不確実性，誤差 

授業の概要 

ある対象の特徴や性質を知ろうとするとき，調査や実験によって観察する必要があ

る．しかし，観察には誤差が含まれるし，対象の全てを観察することは困難な場合

が多く，このような観測値から真の特徴を推測しなければならない．そのための方

法論の基礎が統計学である．本講義では，環境土木分野での調査や実験を例示しつ

つ，統計学の意味と利用方法についての基礎知識を深め，応用できるようにする． 

授業の目標 

・ 統計学についての理解を深め，他者への説明力を身につける． 
・ 環境土木工学と統計学の関係を理解し，環境土木工学における統計学の適切な

活用能力を身につける． 

基礎となる科目 確率と統計 
関連して履修が

望ましい科目 
環境土木工学実習，社会資本・空間計画学演習 

授 業 内 容 

 

第 1 週 ガイダンス，土木工学における実験データの統計的特徴 

第 2 週 統計分析の基礎１：母集団と標本（鋼材の品質） 

第 3 週 統計分析の基礎２：推定と検定（骨材とコンクリート圧縮強度） 
第 4 週 1 元配置の分散分析（水セメント比と圧縮強度試験結果） 
第 5 週 2 元配置の分散分析（水セメント比と試験機と圧縮強度試験結果） 

第 6 週 実験計画法１（低含水比練返し土の一軸圧縮強度） 
第 7 週 実験計画法２（運転操作と情報提供とガソリン消費量） 
第 8 週 多変量解析の基礎（燃費と運転歴の関係） 
第 9 週 重回帰分析（中古マンションの価格と交通利便性の関係） 

第 10 週 数量化 1 類（災害危険意識と世帯属性の関係） 
第 11 週 判別分析（水害発生と雨量・河道疎通能力の関係その１） 

第 12 週 数量化 2類（水害発生と雨量・河道疎通能力の関係その２） 

第 13 週 主成分分析（土木専門科目と学生の得意分野その１） 
第 14 週 クラスター分析（土木専門科目と学生の得意分野その２） 

第 15 週 学習のまとめ 
教科書・参考書 必要に応じて資料を配布する．参考書は適宜紹介する． 

授業の形式 講義を主体とする． 

評価方法 
・確認テストとレポート課題，定期試験の成績から総合的に評価する．合計点が 60

点以上を可，70 点以上を良，80 点以上を優，90 点以上を秀とする． 
履修上の注意 ・遅刻厳禁とする（欠席扱い） 
質問への対応 

方法 

・講義中，及び講義終了時にコンタクトすることを基本とする．他の時間について

は，電子メールを用いて対応する． 

メッセージ 

統計学の基礎知識を習得することは，研究においてもまた実社会においても非常に

重要です．統計的知識を身に付ければ，データ解析技術やその結果の説明力が大き

く向上します．単に分析手法を学ぶのではなく，なぜそのように分析するのかをよ

く理解して，様々な問題への応用力を身に付けられるよう努力してください． 
 
 



科  目  名 材料工学 単 位 数 2 授 業 形 態 講義 
科 目 区 分 専門科目 開 講 時 期 2 年秋学期 必修・選択 必修 

対象履修 

プログラム 
環境土木工学 担当教員 中村 光 

キーワード セメント，フレッシュコンクリート，硬化コンクリート，耐久性 

授業の概要 

コンクリート材料に主眼を置き，コンクリートの各種性質と構成材料（水，セメン

ト，骨材など）との関係についての理解を促す．コンクリート中の空隙組織と強度，

変形との関係，空隙組織と時間依存性変形の生じる因果関係の理解を促す． 

授業の目標 

１．セメントの水和と生成物について説明が出来る． 
２．コンクリートおよび構成材料の性質について説明が出来る． 
３．コンクリート構造物の劣化機構について説明が出来る． 

基礎となる科目 構造物と技術の発展，構造解析の基礎および演習 
関連して履修が

望ましい科目 

コンクリート構造第１，コンクリート構造第 2，構造材料実験Ⅰ，構造材料実験Ⅱ，

橋梁設計演習，社会基盤施設の設計と維持管理 

授 業 内 容 

 

第 1 週 材料工学講義の概説（コンクリートの製造・施工・強度・維持管理） 
第 2 週 セメント，混和材（剤） 

（製造，水和，硬化と生成物） 
骨材の性質、鋼材の性質 

第 3 週 

第 4 週 

第 5 週 
フレッシュコンクリートの性質 
（ワーカビリティー，材料の分離） 

第 6 週 

第 7 週 

第 8 週 中間試験 
第 9 週 

硬化したコンクリートの性質 
（強度，微細構造，クリープ，乾燥収縮，ひび割れ） 

第 10 週 

第 11 週 

第 12 週 

第 13 週 コンクリート構造の劣化と耐久性 
（塩害，中性化，アルカリ骨材反応，凍害） 
技術者倫理 

第 14 週 

第 15 週 

教科書・参考書 教科書：コンクリートを学ぶ 施工編（梅原監修） 

授業の形式 
教科書，板書を中心として講義を進める．板書は英語で行う． 
講義中の質問，例題，演習問題を通して理解を深める．  

評価方法 

中間試験（50%），期末試験(50%）の結果により総合判断し，60%以上を合格とす

る．なお，無断欠席が 1/2 以上の場合は，期末試験の受験を認めない． 
100～90 点：Ｓ，89～80 点：Ａ，79～70 点：Ｂ，69～60 点：Ｃ，59 点以下：Ｆ 

履修上の注意 
・実験中の私語は厳禁ですが，分からない場合は講義中でも質問を歓迎します． 
・携帯電話を授業中に鳴らした場合は，その場で退室させ，不合格とします． 

質問への対応 

方法 

オフィスアワーは，木曜日 16:30～18:00 です．その他の時間でも随時来室しての

質問を歓迎します．また e-mail での質問も歓迎します(hikaru@nagoya-u.jp)． 

メッセージ 

土木材料は各種ありますが，そのうちコンクリート材料は最も多用されているもの

です．しかしながら，材料から構造物に至るまで正しく取り扱わないといろいろと

問題が生じます．どのように作られたかを知らずに構造物の適切な維持管理はでき

ないのです．社会資本を作り守っていく土木技術者となる気概を持って，この講義

を学んでください． 
 
 
 
 



科  目  名 空間計画論 単 位 数 2 授 業 形 態 講義 

科 目 区 分 
環境土木工学：専門科目 
建築学：専門基礎科目 

開 講 時 期 2 年 
秋学期 

必修・選択 環境土木工学：必修 
建   築   学：選択 

対象履修 

プログラム 

環境土木工学，建築学 
担当教員 

加藤 博和 

キーワード 都市計画，都市発展段階，土地システム，持続可能な都市経営 

授業の概要 

国土および都市の発展段階を意識した空間計画の理論を理解するとともに，欧米およ

び日本における実際の空間計画制度を学習し，それらを相互比較することによって，

21 世紀の日本および発展途上諸国に求められる空間計画のあり方について探求する． 

授業の目標 

１．国土・都市を対象とした空間計画の全体構成を理解し説明することができる． 
２．欧米と日本の空間計画制度の違いと，それに伴う国土・都市形成の違いについて

理解し説明することができる． 
３．日本および発展途上諸国における今後の空間計画制度のあり方と具体的改善点に

ついて理解し説明することができる． 
基礎となる科目 社会資本計画学，人間活動と環境 
関連して履修が

望ましい科目 

交通論，都市・国土計画，社会資本・空間計画学演習 
（本科目修得後に履修することが望ましい） 

授 業 内 容 

（13 週～15 週） 

第 1 週 オリエンテーション 
第 2 週 概説 －なぜ日本の都市・国土は雑然としているのか？－  
第 3 週 国・都市の成長・衰退・再生メカニズムと空間計画 

第 4 週 少子高齢化・人口減少と空間計画との関係 

第 5 週 空間計画における土地制度の重要性 

第 6 週  土地の市場・税制・情報・利用規制に関する国際比較 

第 7 週 交通・施設・土地利用計画が空間・環境に及ぼす影響 

第 8 週 地域の持続性・脆弱性と空間計画 

第 9 週 災害に強いレジリエントな空間計画 

第 10 週 空間計画評価の方法論＜短期影響＞ 

第 11 週 空間計画評価の方法論＜長期影響＞ 

第 12 週 日本の空間計画の体系と問題点・改善策 

第 13 週 発展途上国における空間計画制度の現状と課題 

第 14 週 持続可能な都市・地域経営のための空間計画のあり方 

第 15 週 国土・都市計画技術者に求められる倫理 

教科書・参考書 

参考書：林良嗣・土井健司・加藤博和編著：都市のクオリティ・ストック－土地 
利用・緑地・交通の統合戦略－，鹿島出版会，2009.9 
林良嗣・鈴木康弘編著：レジリエンスと地域創生 伝統知とビッグデータから探る国

土デザイン，明石書店，2015.3 

授業の形式 

OHP 等，配布資料，および板書による説明を行う．また，実際都市における都市計画

の策定状況や諸課題に関するレポートの提出を課すとともに，その内容の紹介を授業

の中で求めることがある． 
評価方法 期末試験 70%，レポート 30%とする．60%以上の成績を合格とする． 

履修上の注意 授業用のノートを用意し，内容についてこまめにメモをとること． 

質問への対応 

方法 

内容に関して質問がある場合には，なるべく授業中に質問して解決すること．授業時

間外では特に定まったオフィスアワーは設けないが，電子メールで質問およびアポイ

ントメントを受け付ける．その他の問い合わせは下記まで． 
内線：5104；E-mail：kato@genv.nagoya-u.ac.jp 

メッセージ 

日本および発展途上諸国の空間計画制度は多くの課題を抱えており，その結果，災害

に強く風格ある国土・都市形成が阻害されている．それに対する問題意識と自分なり

の改善策を持つことは，将来土木・建築分野に従事する技術者にとって必須の知識と

言える．担当教員もその使命に燃えて授業を担当するので，受講者にもぜひこのよう

な自覚を持って受講してほしい． 



科  目  名 開水路水理学 単 位 数 2 授 業 形 態 講義 
科 目 区 分 専門科目 開 講 時 期 2 年秋学期 必修・選択 必修 

対象履修 

プログラム 
環境土木工学 担当教員 椿涼太 

キーワード 開水路流，流れの抵抗，流速分布，水面形 

授業の概要 

「流れの力学及び演習」で学んだ基礎知識の実現象解析への応用理論を修得するた

め，単純化した河川である「開水路」における流れの基礎を学ぶ．開水路における

流れの基礎式に基づいて，流れの状態，すなわち流速や水面形を求める手法を学ぶ． 

授業の目標 

・ 開水路の基礎式をエネルギー保存則，運動量保存則から導く． 
・ 開水路流における常流，射流への遷移，限界水深の意義を学ぶ． 
・ 代表的な抵抗則を学び，常・射流の概念と組み合わせ，さまざまな流路の水面

形を議論できるようになる． 
・ 基本的な乱流モデルを学び，開水路の流速分布が導ける．とくに，混合距離理

論，対数則を学び，理解する． 
基礎となる科目 流れの力学及び演習 
関連して履修が

望ましい科目 
水理学実験，水文・河川工学 

授 業 内 容 

 

第 1 週 流れに関する技術と技術者倫理，流れの状態 
 
開水路１次元流れの基礎式 
 
比エネルギー・比力，スルースゲート・跳水 
 
中間試験 
 
流れの抵抗側と平均流速公式 
 
開水路定常 2 次元等流の流速分布 
 
開水路漸変流解析（さまざまな流れの水面形） 
 
非定常開水路流れ（微小擾乱の伝播，段波，洪水流） 
 
期末試験 

第 2 週 

第 3 週 

第 4 週 

第 5 週 

第 6 週 

第 7 週 

第 8 週 

第 9 週 

第 10 週 

第 11 週 

第 12 週 

第 13 週 

第 14 週 

第 15 週 

教科書・参考書 

講義の流れに沿って，プリントを配布． 
教科書：水理学１（椿東一郎，森北出版）参考書：明解水理学（日野幹夫，丸善），

水理学２（椿東一郎，森北出版） 

授業の形式 プリントおよび板書による講義． 

評価方法 
期末試験 (65%)，中間試験・レポート (35%)により，目標達成度を評価する．60
点以上を合格とする． 

履修上の注意 

・ 講義で，内容を理解できるように，集中すること． 
・ 配布資料の各章の冒頭に「目的・ねらい」が記述されています．それぞれの章

が終わるたびに，見直して「目的・ねらい」の理解度を自己診断すること． 
・ わからない場合は，講義のあとなどにすすんで質問するように． 

質問への対応 

方法 

・ 講義直後，その他時間に余裕のある限り質問を受ける．E-mail での質問も受け

付ける（椿：rtsubaki@civil.nagoya-u.ac.jp，052-789-4625）． 
・ 教員のみならず TA･大学院生も面談にて質問等に対応（E-mail で時間調整） 

メッセージ 

流れの力学や開水路水理学など環境土木工学の力学は具体的な問題に対応すると

きのツール．開水路水理学では，河川におけるさまざまな場面を思い浮かべるよう

に！  



科  目  名 構造材料実験Ⅰ 単 位 数 1 授 業 形 態 実験 
科 目 区 分 専門科目 開 講 時 期 2 年秋学期 必修・選択 必修 

対象履修 

プログラム 
環境土木工学 担当教員 

舘石和雄, 中村光, 加藤準治, 判治剛 , 
山本佳士, 三浦泰人, 清水優, 干場大也 

キーワード 
骨材試験，配合設計，練混ぜ，コンクリート強度試験，鋼材引張試験，応力ひずみ関係，

鋼材の圧縮挙動，座屈，はりの曲げ挙動，RC はりの破壊性状，影響線，非破壊試験 

授業の概要 

鋼構造，コンクリート構造に関する基礎を，視覚的・体験的・理論的に学ぶ．鋼材

とコンクリートの基本的な材料実験を通じて，鋼，コンクリートの応力－ひずみ関

係を理解するとともに，部材の載荷実験を行い，部材としての力学的挙動を学ぶ．

これまでの講義で学習した内容とリンクさせ，理論的な背景に関してもその知識を

確固たるものにする．またチームでの実験実施やレポート作成，さらにはグループ

コンペティションを通して，思考する力，表現する力，チームワーク力を養う． 

授業の目標 

１．コンクリートの配合設計ができる． 
２．鋼材，コンクリートの材料特性が説明できる． 
３．鋼部材，鉄筋コンクリート部材の力学的挙動を理解し，理論との対応ができる． 
４．鋼構造物，コンクリート構造物の劣化挙動を理解し，理論との対応ができる． 
５．実験結果を実験レポートやプレゼンテーションにより表現できる． 

基礎となる科目 形と力，構造解析の基礎及び演習 
関連して履修が

望ましい科目 

構造材料実験Ⅱ，材料工学，構造力学及び演習，応用構造力学，コンクリート構造

第 1・第 2，鋼構造工学，極限強度学，社会基盤施設の設計と維持管理 

授 業 内 容 

 

第 1 週 ガイダンス，安全上の注意，講義 
第 2 週 

骨材試験 
配合設計・練混ぜ 
鋼材の引張試験・圧縮実験 
コンクリートの強度試験 
鋼製はりの弾性挙動実験 
RC はりの破壊性状観察 
N2U-Bridge を活用した点検・非破壊試験 

第 3 週 

第 4 週 

第 5 週 

第 6 週 

第 7 週 

第 8 週 

第 9 週 

第 10 週 

第 11 週 

第 12 週 実験のまとめ・解説 
第 13 週 

グループコンペティション 第 14 週 

第 15 週 

教科書・参考書 実験の内容を詳しく説明したテキストを配布する． 

授業の形式 少人数のグループで行う．実験の順序は各グループで異なるので注意すること． 

評価方法 

実験を通じて知識を深めることを目的としていることから，原則として全ての実験

に出席し，かつ全てのレポートの評価が 60％以上の場合に単位を認める．1 度でも

欠席した場合，あるいはレポートを提出しなかった場合は不合格とする． 

履修上の注意 

・実験の前に十分に予習をしておくこと． 
・実験中の私語は厳禁．分からない場合は講義中でも質問を歓迎する． 
・携帯電話を授業中に鳴らした場合は，その場で退室させ，不合格とする． 
・実験室は危険を伴う場合があるため，肌を露出せず動きやすい服装と靴履きを厳

守すること． 
質問への対応方法 各教員へ来室しての質問を随時受け付ける．また e-mailでの質問も歓迎する． 

メッセージ 

構造物を作るということは，数字を当てはめるということではなくその挙動を破壊

時まで理解することが重要である．そのため，積極的に実験に参加し，鋼材，コン

クリート材料の特性を知るとともに，はり部材の力学的挙動や破壊性状を観察して

ほしい．加えて，計算の基になる理論やそれを設計的にどのような観点で応用され

ているかを理解する努力をしてほしい． 



科  目  名 土木の力学 単 位 数 2 授 業 形 態 講義 
科 目 区 分 専門科目 開 講 時 期 3 年春学期 必修・選択 必修 

対象履修 

プログラム 

環境土木工学 
担当教員 

戸田祐嗣 

キーワード 運動，変形，応力，支配方程式，偏微分方程式の種類と特徴 

授業の概要 
土木に関わる力学現象の共通的な記述の方法を学ぶ． 
 

授業の目標 

・変形する物体の力学を修得する．具体的には，運動や変形を数学的に記述する方

法を学び，運動や変形と応力の関係を学ぶ．土木で扱う構造物，地盤，水といった

物質が力学的にどのように記述されるかを理解する． 
・土木の力学に現れる支配方程式の性質を理解する．また，幾つかの基本的な問題

に対して解を求め，方程式に内包される現象の特徴を理解する． 

基礎となる科目 
力学Ⅰ，力学Ⅱ，構造力学および演習，土質力学および演習，流れの力学および演

習 
関連して履修が

望ましい科目 

力学に関わる講義すべて 

授 業 内 容 

 

1 週 ガイダンス，土木の力学で扱う物体の特徴 
2 週 ベクトル・テンソル解析の基礎 
3 週 物体の変形や運動の数学的記述 
4 週 応力の定義と応力テンソル 
5 週 

鋼・土・水の違い ～応力と変形・変形速度の関係～ 
6 週 

7 週 
土木で扱う物体の変形・運動を支配する方程式 

8 週 

9 週 微分方程式の種類と特徴 ～線形・非線形，双曲・放物・楕円～ 
10 週 

梁の振動，水の波 ～双曲型方程式と変数分離法，共振現象～ 
11 週 

12 週 
地盤の圧密，汚染物質の拡散 ～放物型方程式と数値解法～ 

13 週 

14 週 
地下水の流れ，堰を越える流れ ～楕円型方程式と図式解法～ 

15 週 

教科書・参考書 教員より配布資料を配布する．参考書は適宜紹介する． 

授業の形式 講義を主体とする． 

評価方法 
・試験により成績評価する．合計点が 60 点以上を C，70 点以上を B，80 点以上を

A，90 点以上を S とする． 
履修上の注意 ・遅刻厳禁とする 
質問への対応 

方法 

・講義中，及び講義終了時にコンタクトすることを基本とするが，他の時間につい

ては，電子メール（戸田：ytoda@cc.nagoya-u.ac.jp）を用いて対応する． 

メッセージ 

2 年時までに学習した構造力学，土質力学，水理学について，何が共通的な内容で，

各物質の違いは何に起因するかを体得してください．力学の基礎的な内容が中心で

すが，土木での応用事例と関連付けて講義をするので，学部 2 年生までの力学系の

講義をよく復習して講義に臨むように！ 



科  目  名 コンクリート構造第１ 単 位 数 2 授 業 形 態 講義 
科 目 区 分 専門科目 開 講 時 期 3 年春学期 必修・選択 必修 

対象履修 

プログラム 

環境土木工学 
担当教員 

山本 佳士 

キーワード 曲げ応力，曲げ耐力，曲げと軸力の相互作用  

授業の概要 

コンクリート構造の基本的な力学性能である，曲げモーメントならびに軸力を受け

る RC はり部材の終局に至る非線形過程の挙動ならびに，設計の基本となる曲げ応

力度，曲げ耐力の算定方法について講義する．  

授業の目標 

１．鉄筋コンクリート構造物の原理を理解し，説明できる． 
２．ひび割れの発生と鉄筋の配置が理解できる． 
３．曲げ応力が計算出来る． 
４．曲げ耐力が計算出来る． 
５．曲げ破壊モードの相違を理解し，説明が出来る． 
６．軸力を受ける場合の曲げ応力・曲げ耐力が計算できる． 

基礎となる科目 形と力，構造解析の基礎，材料工学，構造力学 
関連して履修が

望ましい科目 

コンクリート構造第２，材料学実験，応用構造力学，コンクリート構造演習，社会

基盤施設の設計と維持管理 

授 業 内 容 

 

第 1 週 技術者倫理，実際に建造されている各種コンクリート構造物の紹介 
第 2 週 コンクリート構造物の成り立ち 

 第 3 週 

第 4 週 力学の基礎と鉄筋コンクリート構造物への適用 
（力の釣合い条件，変形の適合条件，複合構造の曲げ応力度，換算断面） 第 5 週 

第 6 週 RC 部材の挙動（荷重－変位関係，材料挙動と部材挙動） 
第 7 週 RC はりの曲げ応力度の算定 

（使用限界状態，中立軸，ひび割れ断面の曲げ応力度） 第 8 週 

第 9 週 

第 10 週 中間テスト 
第 11 週 RC はりの終局強度と曲率 

（終局限界状態，曲げ耐力，曲げ破壊モード，釣合い鉄筋比） 第 12 週 

第 13 週 

第 14 週 曲げと軸力の相互作用 
（終局限界状態，釣合い破壊） 第 15 週 

教科書・参考書 

教科書：コンクリートを学ぶ－構造編－（理工図書，梅原秀哲監修，中村光他著） 

参考書：鉄筋コンクリート工学（オーム社，町田篤彦他著）  
コンクリート構造の基礎（数理工学社，二羽淳一郎） 

    コンクリート構造（朝倉書店，田辺忠顕他著） 

授業の形式 
教科書，板書を中心として講義を進める． 
講義中の質問，例題，演習問題を通して理解を深める．  

評価方法 

中間試験（40%），期末試験(60%）の結果により総合判断し，60%以上を合格とす

る．なお，無断欠席が 1/2 以上の場合は，期末試験の受験を認めない． 
100～90 点：Ｓ，89～80 点：Ａ，79～70 点：Ｂ，69～60 点：Ｃ，59 点以下：Ｆ 

履修上の注意 
・実験中の私語は厳禁ですが，分からない場合は講義中でも質問を歓迎します． 
・携帯電話を授業中に鳴らした場合は，その場で退室させ，不合格とします． 

質問への対応 

方法 

オフィスアワーは，木曜日 10:30～12:00 です．その他の時間でも随時来室しての

質問を歓迎します．また e-mail での質問も歓迎します． 

メッセージ 

コンクリート構造物は，最も多く建設されている構造物ですので，土木・建築技術

者として，その基本となる考え方は必ず理解しておく必要があります．設計・施工

時に適切な運用，判断，意思決定ができるよう，単に理論式，実務的な設計式を覚

え使うだけでなく，その仮定，前提条件から適用範囲までを理解するよう努力して

ください． 



科  目  名 土質・基礎工学 単 位 数 2 授 業 形 態 講義 
科 目 区 分 専門科目 開 講 時 期 3 年春学期 必修・選択 必修 
対象履修 

プログラム 
環境土木工学 担当教員 中野正樹 

キーワード 土の圧縮，土のせん断，土の破壊，極限解析 

授業の概要 

練返し飽和土の力学挙動として，土骨格の弾塑性応答に関する基礎的事項の理解を

目的とする．そして，様々な状態の土の力学挙動を土骨格～間隙水の連成効果とし

て説明できる能力を養い，土構造物の力学挙動へ適用する応用力を培う．また古典

安定解析法についての導出おより適用について修得する． 

授業の目標 

この教科は前期の「土質力学」と合わせて，通年履修により土質力学の全体をカバ

ーされるようになっている． 
１．土の圧縮，せん断特性を統一した概念で説明できる． 
２．排水・非排水条件下での典型的な練り返し粘土の弾塑性挙動を説明し，与えら

れた土質定数を用いて計算することができる． 
３．地盤の安定問題の基礎，原理を説明することができる． 

基礎となる科目 土質力学，構造解析の基礎，微分積分学Ⅰ 
関連して履修が

望ましい科目 
土質力学演習，地盤材料実験，地盤工学，土木地質学 

授 業 内 容 

 

第 1 週 １．技術者倫理 
第 2 週 ２．飽和土の圧縮挙動 

３．飽和土のせん断挙動（応力～ひずみ関係，ダイレイタンシー特性，

有効応力経路など） 
第 3 週 
第 4 週 
第 5 週 ４．土の限界状態と状態境界面 

５．土の破壊基準と非排水せん断強度 
６．締固め特性 

第 6 週 
第 7 週 
第 8 週 ７．中間試験 
第 9 週 ８．土構造物に関する安定解析法・古典安定解析法の概要 
第 10 週 

９．土圧理論 
第 11 週 
第 12 週 

１０．支持力解析 
第 13 週 
第 14 週 

１１．斜面の安定 
第 15 週 

教科書・参考書 
中野正樹著 「地盤力学」 コロナ社 
参考書 石原研而著 「土質力学」丸善  

授業の形式 
教科書を用いて講義を進める．要点やキーワードをプリントとして配布する． 
例題，演習問題を課し，理解度を深める． 

評価方法 

中間試験，期末試験，レポートの結果により総合判断し， 60%以上を合格とする．

なお，無断欠席が 1/2 以上の場合は，期末試験の受験を認めない． 
100～90 点：Ｓ，89～80 点：Ａ，79～70 点：Ｂ，69～60 点：Ｃ，59 点以下：Ｆ 

履修上の注意 
プリントノートは学生の自習を助ける材料とし，講義への積極的な参加，質問を期

待する． 

質問への対応 

方法 

特に定まったオフィスアウアーは設けないが，教員室への来訪，および電子メール

による質問を随時受け付ける． 
（内線：4622，Email：nakano@civil.nagoya-u.ac.jp） 

メッセージ 

同じ土でも圧縮・圧密とせん断は，別々の考えで説明している教科書がほとんどで

す．同じ土の挙動であるのだから，圧縮・圧密であれ，せん断であれ，統一した考

えで整理し，説明します．学部講義ですが，大学院で学ぶ土の弾塑性構成式の理解

のための必須事項の講述ともなるように工夫しています．とっつきにくい部分もあ

りますが，丁寧に説明します．経験工学的部分の多い古典土質力学の限界も説明し，

最新の地盤力学の話題にも触れるように工夫しています． 



科  目  名 沿岸海象力学 単 位 数 2 授 業 形 態 講義 
科 目 区 分 専門科目 開 講 時 期 3 年春学期 必修・選択 必修 

対象履修 

プログラム 
環境土木工学 担当教員 中村友昭 

キーワード 
微小振幅波，有限振幅波，進行波，重複波，波長，波速，流速，波エネルギー，浅

水変形，反射，屈折，回折，砕波，波浪推算 

授業の概要 

規則波の波長，波速，流速（水粒子速度），水粒子運動軌跡，波エネルギーとその

伝播などの基本諸量の物理的概念と計算法を学ぶ．加えて，水深変化，反射，屈折，

回折，砕波による波変形の機構と計算法を習得する．また，不規則波を統計的手法

およびスペクトル手法を用いて理解する素養を習得する．さらに，沿岸海域におけ

る風とそれに伴う風波の発達過程と算定手法を習得する． 

授業の目標 

1． 微小振幅波理論を理解し，波長，波速，流速，水粒子運動軌跡など波の基本諸

量の計算ができる． 
2． 波エネルギーと群速度を理解し，エネルギー流束の保存則を使いこなせる． 
3． 浅水変形，反射，屈折，回折，砕波の現象を理解し，その計算ができる． 
4． 不規則波の統計特性を理解し，説明ができる． 
5． SMB 法による風波の推算ができる． 

基礎となる科目 流れの力学及び演習，開水路水理学 
関連して履修が

望ましい科目 
水理学実験，海岸・海洋工学，水域環境学 

授 業 内 容 
 

第 1 週 概説と沿岸海象に関係する技術者の倫理についての講義 
第 2 週 

波の基本的特性（支配方程式，境界条件）についての講義 
第 3 週 
第 4 週 

微小振幅進行波理論の基本式と，水面波形，波長，波速，流速，水粒子

運動軌跡，波エネルギー，群速度などの波の基本諸量についての講義 
第 5 週 
第 6 週 
第 7 週 
第 8 週 有限振幅波理論（ストークス波理論）についての講義 
第 9 週 

波の変形（浅水変形，反射，屈折，回折，砕波）の概念の説明と，浅水

変形，反射，屈折，回折，砕波に伴う波高，波長，波速，流速，反射率，

屈折角の変化に関する理論の講義 

第 10 週 
第 11 週 

第 12 週 
第 13 週 

不規則波の統計的特性およびスペクトル特性と，SMB 法による波浪推

算についての講義 
第 14 週 
第 15 週 

教科書・参考書 
参考書：岩田好一朗他「役にたつ土木工学シリーズ 1 海岸環境工学」（朝倉書店），

川崎浩司「土木・環境系コアテキストシリーズ D-4 沿岸域工学」（コロナ社） 
授業の形式 板書を中心に講義を進める． 

評価方法 
レポート課題（10%）と期末試験（90%）の結果より総合判断し，60%以上を合格

とする．期末試験の欠席者は「欠席」とする． 
履修上の注意 授業中の私語，携帯電話・スマートフォンの使用は厳禁． 
質問への対応 

方法 
来室，電子メールによる質問ともに歓迎します．連絡先は，中村准教授

（tnakamura@nagoya-u.jp，052-789-4632）です． 

メッセージ 
我が国は海に囲まれています．その海で発生する波を理解することが，人に優しく

て魅力あふれる海岸・海洋構造物の構築や生態系と協調できる海辺空間を創造する

など，海岸や海洋に関する科学技術を習得するための第一歩です． 



科  目  名 技術英語 1 単 位 数 1 授業形態 演習 
科 目 区 分 専門科目 開講時期 3 年春学期 必修・選択 必修 

対象履修 

プログラム 

環境土木工学 担当教員 Emanuel LELEITO 

キーワード Reading, Listening, Analyzing, Understanding, Vocabulary 

授業の概要 

This course will assist students in developing the English language skills 
needed for effective communication of technical and scientific content 
related to their specialist field (Civil Engineering and Architecture). The 
purpose of the Technical English 1 course is to strengthen the students' 
Reading and Listening skills. 

授業の目標 

The course focuses on helping students:  
 Understand and practice academic reading and listening techniques.  
 Expand technical vocabulary (words and phrases).  
 Recognize useful word patterns for expressing technical ideas.  
 Improve reading and listening comprehension of technical material.  
 Identify and summarize or paraphrase main ideas in technical 

documents or speeches.  
 Develop a critical thinking mindset for analyzing information and 

expressing personal opinion. 
基礎となる科目 None in particular 
関連して履修が 

望ましい科目 

Technical English (技術英語) 2 

授 業 内 容 

 

Current topics of critical importance in the field of Civil Engineering and 
Architecture will be introduced and used in class for learning and practice. 
A part of this course will be taught online. Preparation assignments 
(homework) will be given each week, and a short review test every 2 weeks. 

教科書・参考書 

There are no set texts for this course. 

 Learning material will be distributed in class.  
 Links/Access to web-based learning resources will be given in class. 

授業の形式 

 Learner training focused lectures to help develop students’ learning 
autonomy. 

 Reading and listening practice. 
 Vocabulary building. 
 Group discussions and presentations. 

評価方法 

1) Assignments and other class activities 40%  
2) Short tests 30%  
3) Final exam 30% 

履修上の注意 

Bring a dictionary (or Web browsing device) to class: 
Students will be asked to bring a web browsing device (e.g. smartphones, 
laptop computers, etc.) for use in some classes. 

質問への対応 

方法 

Questions are received anytime during class or by email after class. 

メッセージ 

Quote from Benjamin Franklin: “Tell me and I forget. Teach me and I 
remember. Involve me and I learn.” 
Quote from Confucius: “The man who says he can and the man who says he 
can’t are both correct.” 
My message: “We can all improve our skills through active participation. By 
Doing.” 

 



 

 

科  目  名 水理学実験 単 位 数 1 授 業 形 態 実験 
科 目 区 分 専門科目 開 講 時 期 3 年春学期 必修・選択 必修 

対象履修 
プログラム 

環境土木工学 担当教員 中村友昭，椿涼太，尾花まき子，趙容桓 

キーワード 水理学，運動量，堰，水面形，層流・乱流，管路流れ，波の水理 

授業の概要 
2 年生までに修得した流体力学・水理学の理論を，実験を通して理解する．計測の

実践と理論的考察に繋ぐための実験データ整理の方法を修得する．また，これらを

用いて，レポートを作成する方法やプレゼンテーション技術も併せ修得する． 

授業の目標 

・水理学の 3 つの現象（開水路流，管路流，波）について， 
 a．理論的背景を説明できる． 
 b．理論と比較する為の実験方法・データ整理方法を組み立てることができる． 
 c．理論と実験との違いを考察できる． 
・書式に従った分かりやすい報告書を作成できる． 
・一連の目的・理論・実験方法・結果提示・考察・結論をプレゼンテーションでき

る．また，そのために共同しての準備作業できる． 
基礎となる科目 人間活動と環境，流れの力学及び演習，開水路水理学  
関連して履修が

望ましい科目 
水文・河川工学，沿岸海象力学，海岸・海洋工学，水域環境学 

授 業 内 容 
 

第 1 週 ガイダンス 
・実験概要説明 
・理論的背景に関するガイダンス 
・データ整理に関するガイダンス 

第 2 週 
第 3 週 
第 4 週 
第 5 週 

実験 1 開水路の水面形と流速分布 
実験 2 管路の水理と層流・乱流 
実験 3 波の水理 
 
隔週で上記 3 つの実験を 6 班に分かれて実施し，それぞれの翌週に結果・

考察に関するディスカッションを行う． 

第 6 週 
第 7 週 
第 8 週 
第 9 週 
第 10 週 

第 11 週 

第 12 週 

第 13 週 発表・最終レポートガイダンス 
第 14 週 発表技術指導 

第 15 週 発表 

教科書・参考書 
ガイダンス時にプリントを配布．実験ごとに指示する． 
参考書：水理学 I（椿東一郎，森北出版），明解水理学（日野幹雄，丸善）など． 

授業の形式 
ガイダンス（講義室での説明），実験（水理実験棟），実験結果・考察に関するディ

スカッション（講義室），グループに分かれての実験ごとの発表（講義室） 

評価方法 
ディスカッション・レポート(65%)，発表(10%)，期末試験(25%)によって目標達成度

を評価し，60%を合格基準とする． 

履修上の注意 
・無断欠席は単位を認めない． 
・実験ごとに予習を十分に行うこと．これが実験の時間を大きく左右する． 

質問への対応 
方法 

随時質問可．別途質問を希望する場合は，中村准教授（ 052-789-4632 ，

tnakamura@nagoya-u.jp），椿准教授（052-789-4625，rtsubaki@civil.nagoya-u.ac.jp），尾

花助教（052-789-4628，mobana@civil.nagoya-u.ac.jp），趙助教（052-789-4634，
yhcho@civil.nagoya-u.ac.jp）に連絡を取ること．電子メールでの質問も受け付ける．

実験ごとの担当への連絡については，ガイダンス資料を参照すること． 

メッセージ 
非常に厳しい授業ですが，卒論や就職してからの作業をこなしていく中で必要な要

素（整理し組み立てる能力，人への説明能力，書類の作成など）をトレーニングす

るところです．積極的な姿勢で臨むことが，課題をクリアする早道です． 

 
 



科  目  名 地盤材料実験 単 位 数 1 授 業 形 態 実験 
科 目 区 分 専門科目 開 講 時 期 3 年春学期 必修・選択 必修 

対象履修 

プログラム 
環境土木工学 担当教員 

中野正樹，野田利弘，中井健太郎， 
酒井崇之，吉川高広 

キーワード 土の工学的分類，締固め，透水，圧縮・圧密，せん断 

授業の概要 

土の物理試験および力学試験を通して，土質力学の基礎となる土の物性を把握するとと

もに，実験機器の正しい使用方法を習得し，実験の観察から事実を抽出・整理・解釈す

る力を養うことを目的とする．実験結果の発表会を通じて，発表，議論する力を養う． 

授業の目標 

1． 地盤材料実験の目的，試験方法を説明することができる． 
2． 適切な手順に従って試験を実施することができる． 
3． 得られた実験結果を正しく整理ならびに考察することができる． 
4． 実験結果の要点について効果的に発表すると共に議論することができる． 

基礎となる科目 土質力学及び演習，土質・基礎工学 
関連して履修が

望ましい科目 
土質力学及び演習，地盤工学，土木地質学 

授 業 内 容 

 

第 1 週 地盤材料実験の目的と構成を説明 

第 2 週 予備実験，予備講義 

第 3 週            1）粒度試験 
本実験（第 1 クール） 2）液性限界・塑性限界試験 
           3）透水試験 
           4）土粒子密度試験 

第 4 週 
第 5 週 
第 6 週 
第 7 週 予備実験，予備講義 

第 8 週            5）標準圧密試験 
本実験（第 2 クール） 6）三軸圧縮試験 
           7）標準締固め試験 
           8）砂の最小密度・最大密度試験 

第 9 週 
第 10 週 
第 11 週 
第 12 週 成果発表会の説明とレポート作成指導 

第 13 週 資料作成指導および発表始動 

第 14 週 資料修正および発表練習 

第 15 週 試験結果の発表会 

教科書・参考書 

テキスト：地盤工学会編「土質試験―基本と手引き―」 
参 考 書：松尾 稔著「最新土質実験その背景と役割」（森北出版），地盤工学会編「土

質試験の方法と解説」 
必要に応じて随時資料を配布する． 

授業の形式 

・ クラスを 8 班に分け，共同作業で実験を進める．また，全学生が必ず 2 つの実験の
班長を務める（第 1 クール，第 2 クールそれぞれ 1 回ずつ）． 

・ 本実験の前に予備実験を行い，教員が班長に，実験の目的，手順，結果の整理方法
について解説する．予備実験後，班長は実験の目的と手順について記したプリレポ
ート（予習レポート）を提出する． 

・ 本実験では，班長が班員に，実験の目的，手順，結果の整理方法について解説しな
がら実験を進める．本実験後，班長を含む全ての学生がレポートを提出する． 

・ すべての実験が終了した後，実験結果の発表会を行う． 

評価方法 

原則として次の条件を全て満足した場合を合格とする．①全ての実験に積極的に出席，

②全てのレポートに合格かつ各レポートの評価が 60％以上，③実験結果発表会での評

価が 60%以上 

履修上の注意 
他の学生の迷惑になるため，遅刻，講義・実験中の私語は厳禁．レポートは定められた

期日・時間までに必ず提出すること． 
質問への対応 

方法 

講義・実験中の質問を歓迎する．来室しての質問やメールでの質問にも適宜対応する． 
【中井准教授： 内線 5203，Email nakai@civil.nagoya-u.ac.jp】 

メッセージ 

実際に土にふれ，試験を行うことにより，教科書だけで理解していたことが，より深く

理解できるようになります．また 2 回は必ず班長になりますので，統率力もつきます．

積極的に参加してください． 
 
 



科  目  名 技術英語 2 単 位 数 1 授業形態 演習 
科 目 区 分 専門科目 開講時期 3 年秋学期 必修・選択 必修 

対象履修 

プログラム 

環境土木工学 担当教員 Emanuel LELEITO 

キーワード Speaking, Writing, Logic, Presenting, Explaining, Discussing, Vocabulary 

授業の概要 

This class is a continuation of Technical English 1. However, Technical 
English 2 focuses on developing the students’ Spoken (oral) and Written 
presentation skills for effective communication of technical and scientific 
content (in the field of Civil Engineering and Architecture). 
 

授業の目標 

The course focuses on helping students:  
 Organize ideas in a logical, clear and concise manner that the 

audience (readers or listeners) can easily follow.  
 Practice effective use of technical words and phrases to better express 

technical ideas.  
 Deliver technical oral presentations effectively.  
 Practice responding to audience questions.  
 Participate in group discussions on technical matters. 

基礎となる科目 None in particular 
関連して履修が 

望ましい科目 

Technical English (技術英語) 1 

授 業 内 容 

 

Current topics of critical importance in the field of Civil Engineering and 
Architecture will be introduced and used in class for learning and practice. 
A part of this course will be taught online. Preparation assignments 
(homework) will be given each week, and a short review test every 2 weeks. 
 

教科書・参考書 

There are no set texts for this course. 

 Learning material will be distributed in class.  
 Links/Access to web-based learning resources will be given in class. 

授業の形式 

 Learner training focused lectures to help develop students’ learning 
autonomy. 

 Speaking and writing practice. 
 Vocabulary building. 
 Group discussions and presentations. 

評価方法 

1) Assignments and other class activities 40%  
2) Short tests 30%  
3) Final exam 30%  

履修上の注意 

Bring a dictionary (or Web browsing device) to class: 
- Students will be asked to bring a web browsing device (e.g. 

smartphones, laptop computers, etc.) for use in some classes. 
質問への対応 

方法 

Questions are received anytime during class or by email after class. 

メッセージ 

Quote from Benjamin Franklin: “Tell me and I forget. Teach me and I 
remember. Involve me and I learn.” 
Quote from Confucius: “The man who says he can and the man who says he 
can’t are both correct.” 
My message: “We can all improve our skills through active participation. By 
Doing.” 

 



科  目  名 構造材料実験Ⅱ 単 位 数 1 授 業 形 態 実験 
科 目 区 分 専門科目 開 講 時 期 3 年秋学期 必修・選択 必修 

対象履修 

プログラム 
環境土木工学 担当教員 

舘石和雄, 中村光, 加藤準治, 判治剛 , 
山本佳士, 三浦泰人, 清水優, 干場大也 

キーワード 
断面係数，降伏・全塑性モーメント，曲げ応力，せん断応力，曲げ破壊，せん断破壊，

曲げひびわれ，せん断ひびわれ，鉄筋の降伏，有限要素法，応力照査，橋梁設計 

授業の概要 

鋼構造，コンクリート構造に関する基礎を，視覚的・体験的・理論的に学ぶ．鋼部

材およびコンクリート部材の載荷実験を行い，部材の破壊形態を知るとともに，こ

れまでの講義・実験で学習した内容とリンクさせ，部材の耐荷力の算定手法など理

論的な背景に関してもその知識を確固たるものにする．またチームでの実験実施や

レポート作成，さらにはグループコンペティションを通して，思考する力，表現す

る力，チームワーク力を養う． 

授業の目標 

１．鋼製はりの破壊挙動を理解し，理論との対応ができる． 
２．RC はりの破壊挙動を理解し，理論との対応ができる． 
３．有限要素法による構造解析を理解し，理論との対応ができる． 
４．実験結果を実験レポートやプレゼンテーションにより表現できる． 

基礎となる科目 
構造材料実験Ⅰ，形と力，構造解析の基礎及び演習，材料工学，構造力学及び演習，

応用構造力学，コンクリート構造第 1 
関連して履修が

望ましい科目 
コンクリート構造第 2，鋼構造工学，極限強度学，社会基盤施設の設計と維持管理 

授 業 内 容 

 

第 1 週 ガイダンス，安全上の注意，講義 
第 2 週 

RC はりの製作 
鋼製はりの曲げ載荷実験 
RC はりの曲げ載荷実験 
有限要素法による構造解析 

第 3 週 

第 4 週 

第 5 週 

第 6 週 

第 7 週 

第 8 週 
グループコンペティションのための橋梁設計・製作 

第 9 週 

第 10 週 実験のまとめ・解説およびグループコンペティション中間発表 
第 11 週 

グループコンペティションのための橋梁設計・製作 
第 12 週 

第 13 週 

第 14 週 

第 15 週 グループコンペティション 

教科書・参考書 実験の内容を詳しく説明したテキストを配布する． 

授業の形式 少人数のグループで行う．実験の順序は各グループで異なるので注意すること． 

評価方法 

実験を通じて知識を深めることを目的としていることから，原則として全ての実験

に出席し，かつ全てのレポートの評価が 60％以上の場合に単位を認める．1 度でも

欠席した場合，あるいはレポートを提出しなかった場合は不合格とする． 

履修上の注意 

・実験の前に十分に予習をしておくこと． 
・実験中の私語は厳禁．分からない場合は講義中でも質問を歓迎する． 
・携帯電話を授業中に鳴らした場合は，その場で退室させ，不合格とする． 
・実験室は危険を伴う場合があるため，肌を露出せず動きやすい服装と靴履きを厳

守すること． 
質問への対応方法 各教員へ来室しての質問を随時受け付ける．また e-mailでの質問も歓迎する． 

メッセージ 

構造物を作るということは，数字を当てはめるということではなくその挙動を破壊

時まで理解することが重要である．そのため，積極的に実験に参加し，鋼材，コン

クリート材料の特性を知るとともに，はり部材の力学的挙動や破壊性状を観察して

ほしい．加えて，計算の基になる理論やそれを設計的にどのような観点で応用され

ているかを理解する努力をしてほしい． 



科  目  名 情報処理演習 単 位 数 1 授 業 形 態 演習 
科 目 区 分 専門科目 開 講 時 期 2 年春学期 必修・選択 選択 

対象履修 

プログラム 

環境土木工学 
担当教員 

平山 修久 

キーワード アルゴリズム，情報処理，プログラミング，Fortran 

授業の概要 

コンピュータプログラムの基本的な文法を理解するとともに，問題を解くためのア

ルゴリズムを組み立てられるようになることを目標とする．演習を通じて，環境土

木工学に関連する数学的・力学的な問題に数値的・情報処理的な考え方を応用でき

る能力を習得するとともに，その結果を総合的に判断・説明できる能力を習得する． 

授業の目標 

１．Fortran の文法を理解し，プログラムの読み書きができる． 
２．Fortran における変数や配列を理解し，適切に使用することができる． 
３．与えられた問題を解くためのアルゴリズムをループや条件文，サブルーチン，

関数などを用いて組み立てることができる． 
４．力学や数学，時刻歴データに関する問題をコンピュータプログラムを作成して

解き，その結果を図や表を用いて説明することができる． 
基礎となる科目 情報処理序説 
関連して履修が

望ましい科目 
数学 2 及び演習，数値解析学 

授 業 内 容 

第 1 週 コンピュータプログラムの役割と重要性 
第 2 週 エディタおよびコンパイラーの概要，変数の型宣言，四則演算，ディスプ

レイへの出力，キーボードからの入力に関する演習 第 3 週 

第 4 週 
ループや条件文を用いたアルゴリズムの組立て，組込関数の使用法に関す

る演習 
第 5 週 

第 6 週 

第 7 週 配列の仕組・宣言・使用法，配列を活用したアルゴリズムの組立てに関す

る演習 第 8 週 

第 9 週 中間まとめ 
第 10 週 

ファイルからの入力方法，ファイルへの出力方法，書式の指定方法に関す

る演習 
第 11 週 

第 12 週 

第 13 週 サブルーチンおよび関数のメリットと使用法，複素数の扱い方に関する演

習 第 14 週 

第 15 週 まとめ 

教科書・参考書 

教科書：指定しない．ハンドアウトを毎回配布する． 
参考書：Fortran77 入門（培風館）や Fortran90 入門（森北出版）を薦めるが，各

学生が自分にとって読みやすい書籍を選ぶべきである． 

授業の形式 
毎回，授業の前半に簡単な講義を行い，後半に演習を行う．演習のレポートは授業

時間内に提出する．また，総合演習を 2 回実施する． 

評価方法 
演習のレポートと 2 回の総合演習のレポートを総合的に評価し，60%以上を合格と

する．なお，レポートの提出回数が 1/2 以下の場合は，評価の対象としない． 

履修上の注意 

講義中の質問は歓迎する．私語は厳禁． 
演習の時間中は教員への質問だけでなく，学生同士で相談することも許可する． 
ただし，プログラムの作成や実行，およびレポートの作成は独力で行うこと． 
学生同士で内容をコピーした場合には，コピーさせた学生のレポートもコピーした

学生のレポートも採点されない． 

質問への対応 

方法 

講義資料やレポートの解答例は NUCT 上に公開する． 
特に定まったオフィスアワーは設けないが， 
E-mail（hirayama@civil.nagoya-u.ac.jp）での質問や随時来室（減災館 306 号室）

しての質問を歓迎する． 

メッセージ 
プログラミングに対する恐怖心を持っている学生もいると思いますが，本授業で着

実に理解していけば解消されます．また，プログラムを使って問題を解くだけでな



科  目  名 数値解析学 単 位 数 2 授 業 形 態 講義 
科 目 区 分 専門科目 開 講 時 期 2 年秋学期 必修・選択 選択 

対象履修 

プログラム 
環境土木工学 担当教員 中井健太郎 

キーワード 数値解析，計算工学，Fortran 

授業の概要 

コンピュータを用いた数値解析法の基礎理論について説明する．土木の力学では，

様々な物理現象を微分方程式で記述することを学ぶが，この講義では，最終的にそ

の微分方程式の近似解を数値解析によって求める方法について説明する．Fortran
の文法について習得していることを前提に課題を出す． 

授業の目標 

・種々の数値解析法の基礎理論について説明できる． 
・学んだ数値解析法を用いて，実際にプログラムを組むことができる． 
・基礎的な計算工学の問題に適切な数値解析法を適用できる． 
・より高度な数値解析法を扱ってゆけるように，数値解析法に関する書籍等に記さ

れている内容が理解できる． 
基礎となる科目 情報処理序説，学術情報処理演習 
関連して履修が

望ましい科目 
線形代数，微分積分学などの数学科目 

授 業 内 容 

 

第 1 週 数値解析における誤差 

第 2 週 
非線形方程式 

第 3 週 
第 4 週 

連立 1次方程式 
第 5 週 
第 6 週 

関数の補間 
第 7 週 
第 8 週 

数値積分 
第 9 週 
第 10週 

対称行列の固有値問題 
第 11 週 
第 12週 

常微分方程式の初期値問題 
第 13週 
第 14週 

偏微分方程式 
第 15週 

教科書・参考書 指定なし．必要に応じてプリントを配布する． 

授業の形式 講義を主体とする． 

評価方法 

・レポート課題と定期試験の成績から総合的に評価する．レポート課題には，

Fortran によるプログラミング課題も含まれる．総合点が 60 点以上の者を合格

とする． 

履修上の注意 

・情報処理序説，学術情報処理演習を履修していることを前提に講義を行います．

これらの講義を受講していない学生は，事前に Fortran の文法について理解して

おくこと． 
質問への対応 

方法 

・講義中の質問を歓迎する．来室および E-mail(nakai@civil.nagoya-u.ac.jp)での質

問も随時受け付ける． 

メッセージ 

・物理現象の中には，理論的に解を求めることができないような複雑な問題が多数

存在します．数値解析はそのような複雑な問題に近似解を与えることができるパ

ワフルな手段です．是非，数値解析の基礎理論を身につけて下さい． 
・また，数値解析の楽しさは，実際にプログラミングをし，計算結果を得ることに

よって感じることができます．土木に関連した課題も用意するので，多くのプロ

グラムを組み実際に使うことのできる力を身に着けるとともに，数値解析の楽し

さを味わって下さい． 



 

 

科  目  名 衛生工学 単 位 数 2 授 業 形 態 講義 
科 目 区 分 関連専門科目 開 講 時 期 3 年前期 必修・選択 選択 
対象履修コース 環境土木工学，建築学 担当教員 片山新太、平山修久 
キーワード 上水道，下水道，環境影響調査 

授業の概要 

豊かな都市生活を営む上で不可欠な上下水道の基本計画・施設構成・処理法，およ

び環境アセスメントについて講述する．上下水道が果たすべき基本的機能を解説す

るとともに，水・大気・土壌の環境および生態系保全の観点から，施設に要求され

る機能，条件等について最新の情報を盛り込んで解説する．これにより，環境共生

型の都市整備プランナーとしての素養を身につける． 

授業の目標 

・ 環境影響評価の基本を理解しており説明できる． 
・ 上水道の基本計画，管網システム，浄水処理の原理を理解しており説明できる． 
・ 下水道の基本計画，下水処理の原理と施設を理解しており説明できる． 
・ 上下水道に関連する環境基準，法規を理解しており，説明できる． 

基礎となる科目 化学基礎，人間活動と環境，社会環境保全学，水理学 
関連履修科目 特になし 

授 業 内 容 

第１週 シラバス説明，上水道 1．水需要と上水道システム 

第２週 上水道 2．流出解析と地下水取水 

第３週 上水道 3．浄水施設 

第４週 上水道 4．水道水質 

第５週 上水道 5．管網解析 

第６週 上水道 6．災害と上水道システム 

第７週 浄水場見学会（名古屋市上下水道局鍋屋上野浄水場）日程変更あり 

第８週 下水道 1．水質 

第９週 下水道 2．下水道計画 

第１０週 下水道 3．下水道施設（下水処理：1 次，2 次処理） 

第１１週 下水道 4．下水道施設（下水処理 3 次（高度）処理） 

第１２週 下水道 5．汚泥処理，下水道によらない排水処理，省エネ型水処理 

第１３週 下水道 6．環境影響評価 

第１４週 下水処理場見学（植田水浄化センター）日程変更あり 

第１５週 トピック（予定：最新の水処理技術） 

第１６週 期末試験 

教科書・参考書 

授業中にプリントを配布する． 
参考書：松尾友矩編（2005）「水環境工学(第 2 版)」（オーム社）、中島重旗・加納正

道・小島義博・金子好雄共著（1994）「水環境工学の基礎」（森北出版株式会社）、佐

藤敦久著（1977）「衛生工学」（朝倉書店）など 
授業の形式 配付資料に基づく説明を行う 

評価方法 レポート４回（30%），期末試験（70%）の総合判断。60%以上の成績を合格とする． 

履修上の注意 

レポートでは，参考とした出典を必ず明らかにすること．また、レポートは返却し

ないので，自己保管用には，提出時にコピーを取っておくこと．また、見学会（2 回）

は、出席＋レポートを単位取得の上で必須とするので、注意すること。 

質問への対応 

方法 

講義中の質問を歓迎する．時間外の定まったオフィスアワーは設けないが，電子メ

ールでの質問やオフィスアワーの要望は常に受け付けて，その都度適宜対応する． 
片山新太（052-789-5856，Email：katayama.arata@nagoya-u.jp） 
平山修久（052-747-6824，Email：hirayama.nagahisa@nagoya-u.jp） 
笠井拓哉（052-789-5858，Email：kasai.takuya@imass.nagoya-u.ac.jp）施設見学 

メッセージ 

国土や地域の開発はもちろんのこと，都市の再生や自然公園の整備においても，そ

の設計施工を行う土木・建築技術者は，人間生活に必須である上下水に関する問題

を避けて通れません．その技術的基礎を学ぶ衛生工学は，水質化学や微生物学など

の周辺分野を含むので難しく感じるかもしれませんが，その幅広い知識が人の住環

境を守る第一歩と考えて，チャレンジをしてください． 

 



科  目  名 計測技術及び実習 単 位 数 2.5 授 業 形 態 講義・実習 

科 目 区 分 
環境土木工学：専門科目 
建築学：関連専門科目 

開 講 時 期 
3 年 
春学期 

必修・選択 選択 

対象履修プログ

ラム 
環境土木工学・建築学 担当教員 

山本俊行，柴田義冬，飛田潤，齋藤輝

幸，飯塚悟，平井敬，奥岡桂次郎，柿

元祐史，鵜飼真貴子 

キーワード 建築環境，外気象，環境計測，地形測量，JIS 

授業の概要 

土木・建築分野の技術者が設計、建設、維持・管理の各段階で必要とされる種々の

測定法の原理について講義し，そのいくつかについて実習する．専門的な機器を用

いた測定・測量実習を共同で行い，成果を検討することで，チームで仕事をするた

めの能力を涵養する． 

授業の目標 

1. 土木・建築分野の技術者が必要とする各種評価法や測定・測量法の原理を理解

する． 
2. 計測機器を用い，チームで協力し温湿度，音，光，風，振動等の測定が出来る． 
3. 測量機器を用い，チームで協力し距離，角，水準，平板等の測量が出来る． 
4. 測定・測量結果に基づくレポートのまとめ方を修得する． 

基礎となる科目 物理環境工学，確率と統計，流れの力学及び演習，人間活動と環境 

関連して履修が

望ましい科目 
人間環境工学 

授 業 内 容 

 

第 1 週 講義の全体的な流れについて説明． 
第 2 週 風速の測定と流体の可視化に関する講義と実習． 
第 3 週 道路騒音の測定に関する講義と実習． 
第 4 週 温湿度の測定に関する講義と実習． 
第 5 週 外界気象要素の測定に関する講義と実習． 
第 6 週 光環境の測定に関する講義と実習． 
第 7 週 振動の測定に関する講義と実習． 
第 8 週 測量の基本的な方法に関する概論と実習． 
第 9 週 測量の種類と方法に関する講義． 
第 10 週 距離測量と角測量に関する講義と実習． 
第 11 週 

第 12 週 水準測量に関する講義と実習． 
第 13 週 平板測量に関する講義と実習． 
第 14 週 

第 15 週 GPS,GIS 等の最近の測量技術に関する講義． 

教科書・参考書 [参考書]日本建築学会「環境工学実験用教材Ⅰ/Ⅱ」 

授業の形式 各測定・測量方法に関して説明し，グループに分かれて実習を行う． 

評価方法 

・ 実際に測定や測量が出来ることが学習目標であるため，原則として機器を用い

た全ての実習への参加を必要とする． 
・ 全回出席に加えて，提出されたレポートを評価し，100 点満点で 60 点以上を合

格とする． 

履修上の注意 
本講義は実際に測定や測量が出来ることが学習目標であり，一つでも実習を欠席す

ると単位取得が困難となるので注意しなさい． 

質問への対応 

方法 

講義中の質問を歓迎する．また，時間外では特に定まったオフィスアワーは設けな

いが，電子メールでの質問を受け付けるほか，電子メール等でのアポイントメント

にも適宜対応する．（山本．内線：4636, Email：yamamoto@civil.nagoya-u.ac.jp，
齋藤．内線：5240，Email：saito@davinci.nuac.nagoya-u.ac.jp） 

メッセージ 

本講義は実際に測定や測量が出来ることが学習目標であり，積極的に実習に取り組

むことが重要です．実習はグループ毎に実施しますがグループで協力しつつ積極的

に課題に取り組むように努力して下さい． 



科  目  名 応用構造力学 単 位 数 2 授 業 形 態 講義 
科 目 区 分 専門科目 開 講 時 期 3 年前期 必修・選択 選択 

対象履修 

プログラム 
環境土木工学 担 当 教 員 加藤準治 

キーワード 
変位，不静定力，断面力図，仮想変位の原理，仮想力の原理，単位荷重法，カステ

リアノの原理，相反作用の定理，応力法，変位法 

授業の概要 

エネルギー原理，応力法および変位法の基礎を理解すると共に，静定・不静定構造

物の解法を習得することを目標とする．エネルギー原理においては，ひずみエネル

ギーと仮想仕事の原理より構造物の変位を計算する方法について学ぶ．また，応力

法と変位法ではそれぞれ弾性方程式法とマトリックス法の基礎を重点的に学習し，

複雑な構造物の構造解析に応用する方法を身につける． 

授業の目標 

1. 弾性体に対する仮想仕事の原理を理解し，静定・不静定構造物の解法による構

造物の変位などの計算ができる． 
2. 応力法の概念を理解し，不静定構造物の解法による構造物の変位などの計算が

できる． 
3. 変位法の概念を理解し，不静定構造物の解法による構造物の変位などの計算が

できる． 
基礎となる科目 形と力，構造解析の基礎及び演習，構造力学及び演習 
関連して履修が

望ましい科目 
極限強度学 

授 業 内 容 

 

第 1 週 
弾性体に対する仮想仕事の原理： 
・仮想変位の原理 
・仮想力の原理 
・単位荷重法 
・カスティリアーノの原理 
・相反作用の定理 

第 2 週 
第 3 週 
第 4 週 
第 5 週 
第 6 週 
第 7 週 
第 8 週 中間試験 
第 9 週 応力法： 

・不静定構造の基礎知識，弾性方程式法の原理および応用 第 10 週 
第 11 週 変位法： 

・マトリックス構造解析の概説 
 ・平面トラス 
・はり，フレーム構造物 

第 12 週 
第 13 週 
第 14 週 
第 15 週 まとめ・技術者倫理 

教科書・参考書 
教科書：構造・材料力学シリーズ④「構造解析学 レクチャーノート」 

宇佐美勉・葛漢彬 共著（一粒社） 

授業の形式 
・教科書と板書を中心として講義を進める． 
・例題，小テストを通して理解を深める． 

評価方法 レポート (20%)，中間試験(30%)，期末試験(50%)の結果により，60%以上を合格． 

履修上の注意 講義中に例題や演習問題を解いたり，小テストを行うので，電卓を必ず持参のこと． 

質問への対応 

方法 

事前にアポイントメントをとることが望ましい．先に TA への質問を奨励し，さら

に質問がある場合は教員の居室に来てください． 
Email：junjikato@nagoya-u.jp（加藤） 

メッセージ 「形と力」や「構造力学及び演習」を復習しておくこと． 

 
 
 
 
 
 



科  目  名 交通論 単 位 数 2 授 業 形 態 講義 

科 目 区 分 専門科目 開 講 時 期 
環境土木工学：3年春学期 
建築学：4年春学期 

必修・選択 選択 

対象履修 

プログラム 

環境土木工学，建築学 
担当教員 

中村英樹，山本俊行 

キーワード 交通流，交通管理，交通調査，交通需要予測，交通計画 

授業の概要 
交通計画や交通管理の際に必要となる，自動車の流れなどの交通現象の分析法およ

び制御方法，交通需要の調査法，将来予測手法について講義する． 

授業の目標 

1. 道路交通流に関して理解した上で，道路計画に必要な交通容量の計算が出来る． 
2. 交通容量と交通需要に基づく適切な交通管理手法について説明が出来る． 
3. 交通計画に応じた交通調査，および交通需要予測手法について説明が出来，必

要な計算が出来る． 
基礎となる科目 都市と文明の歴史，人間活動と環境，確率と統計，社会資本計画学，空間計画学 
関連して履修が

望ましい科目 
社会資本・空間計画学演習 

授 業 内 容 

 

第1週 交通計画や交通管理を行う交通技術者としての倫理を講義する． 
第2週 道路交通流の特性について講義する． 
第3週 道路交通流を解析するための理論について講義する． 
第4週 単位時間当たりに処理できる人・車両数を表す道路の交通容量について講

義する． 
第5週 交通信号制御の基礎について講義する． 
第6週 信号交差点の交通容量について講義する． 

第7週 円滑な交通状態を導くための交通運用とITSについて講義する． 

第8週 交通の意義及びトリップの定義，交通体系の計画と評価について講義す

る． 

第9週 交通調査の方法論について講義する． 

第10週 交通需要予測(四段階推定法)の概要について講義する．  

第11週 地域間の交通量を予測するための分布交通量モデルについて講義する．  

第12週 利用交通手段を予測するための分担交通量モデルについて講義する． 

第13週 各道路を利用する交通量を予測するための交通量配分モデルについて講

義する． 

第14週 四段階推定法のまとめ 

第15週 交通量配分アルゴリズムについて講義する． 

教科書・参考書 教科書：飯田 恭敬 監修，北村 隆一 編著「交通工学」オーム社 

授業の形式 教科書，板書およびプリントを中心として講義を進める． 

評価方法 
レポート(25%)，期末試験(75%)の結果により総合判断し，60%以上を合格とする．

なお，無断欠席が1/2以上の場合は期末試験の受験を認めない． 

履修上の注意 なし． 

質問への対応 

方法 

講義中の質問を歓迎する．また，時間外では特に定まったオフィスアワーは設けな

いが，電子メールでの質問を受け付けるほか，電子メール等でのアポイントメント

にも適宜対応する．中村(内線: 2771, Email: nakamura@genv.nagoya-u.ac.jp)，山本(内
線: 4636, Email: yamamoto@civil.nagoya-u.ac.jp) 

メッセージ 

交通は，みなさんが日々行っている身近な行動ですが，交通計画や交通管理の手法

は理論的かつ総合的なものであり，各要素についての分析方法を理解した上で，体

系的に理解するよう努力して下さい． 

 



科  目  名 都市環境システム工学 単 位 数 2 授 業 形 態 講義 
科 目 区 分 専門科目 開 講 時 期 3 年春学期 必修・選択 選択 

対象履修 

プログラム 

環境土木工学 
担当教員 

林希一郎，谷川寛樹 

キーワード 
地球環境と持続可能な開発，環境容量・制約，環境指標，成長理論・環境モデリン

グ，環境経済・政策，環境経済評価，廃棄物，技術者倫理 

授業の概要 

環境システム工学の基本について，環境問題の基礎，定量化手法を含む指標や環境

モデリング，環境経済策や環境政策各論と技術者倫理の基礎的事項を学び，環境シ

ステム工学分野の応用力，総合的な分析を身に着ける． 

授業の目標 

・ 環境問題の発生原因や対策手法を説明できる． 
・ 環境システム工学の分析手法を用い，評価，課題の分析ができる． 
・ 技術者倫理の問題を討論できる． 

基礎となる科目 人間活動と環境，社会資本計画学 
関連して履修が

望ましい科目 

 

授 業 内 容 

 

1 週 ・ 環境システム序論 
・ 物質循環と都市政策 
・ 社会経済システムと資源生産効率 
・ 環境指標、環境モデリング 
・ 身近な生活環境とリスク 
・ 技術者倫理 

2 週 

3 週 

4 週 

5 週 

6 週 

7 週 

8 週 ・ 環境経済学の基礎 

・ 環境経済評価 

・ 生物多様性各論 
・ 廃棄物政策各論 

 

9 週 

10 週 

11 週 

12 週 

13 週 

14 週 ・環境関連施設の現地視察 
15 週 

教科書・参考書 

・ 授業中にプリントに配布 
・ 土木学会環境ｼｽﾃﾑ委員会編集，環境システム－その理念と基礎手法，共立出版 
・ ワールドウオッチ研究所，地球環境データブック 2007-08 
・ 日引・有村，入門環境経済学，中公新書 
・ 環境白書各年版 
・ その他授業中に指示する 

授業の形式 配付資料に基づく説明を行う 

評価方法 小論文と期末試験の結果により，総合判断し，60%以上の成績を合格とする． 

履修上の注意 
参考図書を購入し，自習することを推奨する．また，7 月には学外の施設への見

学会を予定しており，その回は午後 3 時間程度時間がとれるようにしておくこと． 

質問への対応 

方法 

講義中の質問を歓迎する．時間外の定まったオフィスアワーは設けないが，電子

メールでの質問やオフィスアワーの要望は常に受け付けて，その都度適宜対応． 
林希一郎（052-789-5383，Email：maruhaya@imass.nagoya-u.ac.jp） 
谷川寛樹（052-789-3223，Email：tanikawa@nagoya-u.jp） 

メッセージ  



科  目  名 極限強度学 単 位 数 2 授 業 形 態 講義 
科 目 区 分 専門科目 開 講 時 期 3 年後期 必修・選択 選択 

対象履修 

プログラム 

環境土木工学 
担当教員 加藤準治 

キーワード 座屈・柱・はり－柱，振動，地震応答・耐震 

授業の概要 

応用構造力学に引き続く内容で，さらに進んで構造物の座屈，固有周期，動的応答

の算定に必要となる解析方法について講義する． 
  

授業の目標 

１．剛体―ばねモデルによる座屈現象の理解と座屈荷重の計算が出来る． 
２．弾性柱およびはり－柱の座屈解析方法を理解し，必要な計算が出来る． 
３．1 自由度系構造物の振動の理解をし，固有周期の計算が出来る． 

基礎となる科目 
形と力，構造解析の基礎及び演習，構造力学及び演習，応用構造力学，構造材料実

験 I 
関連して履修が

望ましい科目 

鋼構造工学，構造材料実験 II 

授 業 内 容 

 

第 1 週 １）剛体―ばねモデルを用いた座屈現象の解説およびその演習 

第 2 週 

第 3 週 

第 4 週 ２）柱の線形座屈理論の解説およびその演習 
  はり－柱の有限変位解析およびその演習 第 5 週 

第 6 週 

第 7 週 

第 8 週 中間テストを 1），2）の範囲について行う． 

第 9 週 ３）1 自由度系構造物の動的応答に対する数値解析およびその演習 

第 10 週 

第 11 週 

第 12 週 

第 13 週 ４）1 自由度系構造物の耐震設計法に関する解説およびその演習 

第 14 週 

第 15 週 

教科書・参考書 教科書：耐震工学レクチャーノート（一粒社） 

授業の形式 

・出来るだけ講義中に指し，自ら考え自らの言葉で答えさせるようにする． 
・構造力学・応用構造力学で学んだ知識を発展させる． 
・現実問題として講義内容がとらえられるように，講義内容に関連した最新の社会

的 topic（地震等）を随時紹介する． 

評価方法 
中間試験（40%），期末試験(40%），レポート（20％）の結果により総合判断し，

60%以上を合格とする． 

履修上の注意 授業中分からない場合は講義中でも質問を歓迎する． 

質問への対応 

方法 

事前にアポイントメントをとることが望ましい．先に TA への質問を奨励し，さら

に質問がある場合は教員の居室に来てください． 
Email：junjikato@nagoya-u.jp（加藤） 

メッセージ 

創造的な技術者になるために，単に計算が出来るだけではなく，計算の基になる理

論やそれを設計にどのような観点で応用されているかを理解する努力をするよう

希望する． 
 
 
 
 



科  目  名 鋼構造工学 単 位 数 2 授 業 形 態 講義 
科 目 区 分 専門科目 開 講 時 期 3 年後期 必修・選択 選択 

対象履修 

プログラム 

環境土木工学 
担当教員 

舘石 和雄 

キーワード 鋼材，延性，じん性，ボルト継手，溶接継手，座屈，疲労，腐食 

授業の概要 

材料工学，構造力学などで習得した基礎知識を基に，実社会で多用されている鋼構

造物を設計するために必要な技術を学ぶ．すなわち，鋼材の特徴や設計論に関する

事項を習得した後，基礎知識の応用として，具体的な鋼構造部材の力学と，実務で

行われている設計法を学ぶ．また，実務上重要となる鋼構造の維持管理に関する知

識を身につける．最後に，実際の鋼橋の製作について学び，設計技術と製作技術と

がどのように関連しているのかについて理解する． 

授業の目標 

１．鋼材の破壊形態を理解し，説明ができる． 
２．継手の力学特性について説明ができ，設計計算ができる． 
３．鋼部材の力学特性について説明ができ，設計計算ができる． 

基礎となる科目 形と力，構造解析の基礎，材料工学，構造力学，応用構造力学，構造材料実験 I 

関連して履修が

望ましい科目 
極限強度学，構造材料実験 II 

授 業 内 容 

第 1 週 鋼構造物の概説 
第 2 週 設計法概論，鋼材の特性ならびに破壊形式，各種試験法 
第 3 週 

第 4 週 引張部材の力学と設計 
第 5 週 圧縮部材の力学と設計 
第 6 週 

第 7 週 ねじり部材の力学と設計 
第 8 週 曲げ部材の力学と設計 
第 9 週 

第 10 週 組み合わせ外力を受ける部材の力学と設計 
第 11 週 継手の力学特性およびその設計法 
第 12 週 

第 13 週 鋼橋の維持管理 
第 14 週 

第 15 週 鋼橋の製作技術．鋼橋の製作を例にした技術者倫理 

教科書・参考書 教科書：舘石和雄「鋼構造学」土木・環境系コアテキストシリーズ（コロナ社） 

授業の形式 平易な演習問題を宿題として課す． 

評価方法 
期末試験を基に、総合点 60 点以上を合格とし，100～90 点をＳ，89～80 点をＡ，

79～70 点をＢ，69～60 点をＣとする。 

履修上の注意 
代返，途中無断退出など，不正に出席を認めさせようとする行為が発覚した学生に

は，その後の受講を認めない． 
質問への対応 

方法 

オフィスアワー：木曜日 12:00～13:00． 
その他の時間でも来室，e-mail での質問を歓迎．tateishi@civil.nagoya-u.ac.jp 

メッセージ 

この講義が終わるころには，鋼構造物がある程度設計できるようになっているは

ず．ただし，みなさんのような高級技術者候補は，単に設計式が使えるだけでなく，

その式のもつ本来の意味を理解しておくことが大切． 
 
 
 
 
 
 



科  目  名 コンクリート構造第２ 単 位 数 2 授 業 形 態 講義 
科 目 区 分 専門科目 開 講 時 期 3 年秋学期 必修・選択 選択 

対象履修 

プログラム 

環境土木工学 
担当教員 

山本 佳士 

キーワード 
軸耐荷力，せん断破壊，ねじり破壊，付着，ひび割れ， 
プレストレストコンクリート  

授業の概要 

コンクリート構造第一に引き続く内容で，更に進んで部材の軸圧縮破壊，せん断破

壊，ならびに使用時の耐久性の観点で必要となる付着やひび割れの機構について講

義する．更にプレストレストコンクリート構造の原理と設計方法を講義する． 

授業の目標 

１．軸圧縮破壊が説明でき，その耐荷力の計算が出来る． 
２．せん断破壊が説明出来，その耐荷力の計算が出来る． 
３．ひび割れ幅，ひび割れ間隔と付着特性の影響について説明が出来，必要な計算

が出来る． 
４．プレストレストコンクリートの原理を理解し，説明が出来る． 

基礎となる科目 
形と力，構造解析の基礎，材料工学，構造力学，コンクリート構造第１，材料学実

験 
関連して履修が

望ましい科目 

応用構造力学，コンクリート構造演習，社会基盤施設の設計と維持管理 

授 業 内 容 

 

第 1 週 RC 柱の軸圧縮破壊挙動ならびに耐力算定方法を講義する． 
 第 2 週 

第 3 週 せん断破壊のタイプ（斜め引張破壊，せん断圧縮破壊）とその耐力算定方

法（既往の耐力算定式，トラス理論）ならびにせん断破壊を防止するため

の設計的な観点を（寸法効果，破壊脆性）講義する． 
第 4 週 

第 5 週 

第 6 週 

第 7 週 

第 8 週 

第 9 週 中間テスト 
第 10 週 鉄筋とコンクリートの複合作用である付着特性とその特性がひび割れ幅

やひび割れ間隔に及ぼす影響ならびにひび割れが耐久性に及ぼす影響に

ついて講義する． 
第 11 週 

第 12 週 

第 13 週 プレストレストコンクリートの原理と設計の概要を講義する． 
第 14 週 

第 15 週 

教科書・参考書 

教科書：コンクリートを学ぶ－構造編－（理工図書，梅原秀哲監修，中村光他著） 
参考書：鉄筋コンクリート工学（オーム社，町田篤彦他著） 

コンクリート構造の基礎（数理工学社，二羽淳一郎） 
コンクリート構造（朝倉書店，田辺忠顕他著） 

授業の形式 
教科書，板書を中心として講義を進める． 
講義中の質問，例題，演習問題を通して理解を深める．  

評価方法 

中間試験（50%），期末試験(50%）の結果により総合判断し，60%以上を合格とす

る．なお，無断欠席が 1/2 以上の場合は，期末試験の受験を認めない． 
100～90 点：Ｓ，89～80 点：Ａ，79～70 点：Ｂ，69～60 点：Ｃ，59 点以下：Ｆ 

履修上の注意 
・実験中の私語は厳禁ですが，分からない場合は講義中でも質問を歓迎します． 
・携帯電話を授業中に鳴らした場合は，その場で退室させ，不合格とします． 

質問への対応 

方法 

オフィスアワーは，金曜日 10:30～12:00 です．その他の時間でも随時来室しての

質問を歓迎します．また e-mail での質問も歓迎します． 

メッセージ 

構造物の設計・施工時に適切な運用，判断，意思決定ができるよう，単に理論式，

実務的な設計式を覚え使うだけでなく，その仮定，前提条件から適用範囲までを理

解するよう努力してください． 
 



科  目  名 地盤工学 単 位 数 2 授 業 形 態 講義 
科 目 区 分 専門科目 開 講 時 期 3 年秋学期 必修・選択 選択 
対象履修 

プログラム 
環境土木工学 担当教員 中野正樹 

キーワード 安定問題，極限解析，土圧，支持力，斜面安定，設計 

授業の概要 

極限定理を駆使して土圧や支持力などの地盤の破壊問題を扱うことができるように

なることを最大の目標とします．また，単に極限定理に基づいて問題が解けるよう

になるだけでなく，極限解析に関する基礎理論を正確に理解した上で，極限定理を

導出できるようになることも目標とします． 地盤構造物がどのような過程でつくら

れるのか，設計の基本概念とその応用について修得する． 

授業の目標 

１．応力やひずみをテンソルとして正しく理解できる． 
２．極限解析に必要な基礎的理論を理解し，極限定理を導出することができる． 
３．極限定理に基づいて土圧や支持力などの破壊問題を解くことができる． 
４．設計の基本概念を理解し，様々な地盤構造物の設計への応用ができる． 

基礎となる科目 土質力学，土質・基礎工学，地盤材料実験，土質力学演習 
関連して履修が

望ましい科目 
土木地質学 

授 業 内 容 

 

第 1 週 1. 地盤構造物の安定問題と設計法に関する概説 
第 2 週 

2. ベクトルとテンソル 
第 3 週 
第 4 週 3. 極限解析のための基礎理論 

3.1 応力とひずみ 
3.2 仮想仕事の原理 
3.3 最大塑性仕事の原理 
3.4 極限解析 

第 5 週 
第 6 週 
第 7 週 
第 8 週 
第 9 週 中間試験 
第 10 週 4. 地盤の極限解析 

4.1 モール・クーロン塑性体 
4.2 試行応力場と試行速度場作成のための準備 
4.3 土圧問題への適用 
4.4 支持力問題への適用 

第 11 週 
第 12 週 

第 13 週 

第 14 週 
5. 設計の概念 

第 15 週 

教科書・参考書 必要に応じて随時資料を配布する． 

授業の形式 
スライド・板書・プリントを中心として講義を進める． 
例題・演習問題を通して理解を深める． 

評価方法 

中間試験，期末試験，レポートの結果により総合判断し， 60%以上を合格とする．

なお，無断欠席が 1/2 以上の場合は，期末試験の受験を認めない． 
100～90 点：Ｓ，89～80 点：Ａ，79～70 点：Ｂ，69～60 点：Ｃ，59 点以下：Ｆ 

履修上の注意 
講義中に例題や演習問題を行うことがあるので，電卓を必ず持参すること． 
遅刻，講義中の私語は厳禁． 

質問への対応 

方法 

講 義 中 の 質 問 を 歓 迎 す る ． ま た ， 来 室 し て の 質 問 や E-mail
（nakano@civil.nagoya-u.ac.jp）での質問も随時受け付ける． 

メッセージ 

極限定理を使って土圧理論や支持力問題が解けるようになるだけでなく，定理の成

り立ちから正確に理解できるようになってください．また地盤構造物における設計

の概念を学び， 



科  目  名 水文・河川工学 単 位 数 2 授 業 形 態 講義 
科 目 区 分 専門科目 開 講 時 期 3 年秋学期 必修・選択 選択 

対象履修 

プログラム 

環境土木工学 
担当教員 

戸田祐嗣 

キーワード 流域と河川，河川計画，洪水防御，水資源，河川環境，河川生態系，ダム 

授業の概要 

流域の水文現象を理解し，国土保全の視点で，治水，利水，環境を目標とした河川

管理の基本的な視点，計画の立て方，河道および調節構造物（治水・利水構造物）

設計，環境アセスメントを含む管理技術の基本を身につける． 

授業の目標 

・国土保全の視点で流域を基盤とした河川整備・管理の考え方，技術を身につける． 
・河川流域でのさまざまな現象（水文現象，水成地形，洪水現象，土砂輸送）につ

いて的確な知識を持ち，そのメカ二ズムの概要を知る． 
・河川整備計画（基本方針，整備計画）の立案の基本的手法を理解する． 
・治水・利水機能設計としての河道・構造物設計の基本的考え方をみにつけるとと

もに，環境への影響を評価する技術を学ぶ． 
・個々の機能，技術，影響評価などの視点から総合的に河川・流域管理を議論でき

るように，体系的な理解を進める． 
基礎となる科目 流れの力学および演習，開水路水理学，水理学実験 
関連して履修が

望ましい科目 

水域環境学 

授 業 内 容 

 

第 1 週 流域・河川の自然（流域の地形・地質・気象，水文循環・流出過程，洪水

と土砂輸送，河川地形・植生・生態系）（2 回） 第 2 週 
第 3 週 降雨－流出過程 
第 4 週 エネルギー収支と熱収支 
第 5 週 浸透，蒸発散 
第 6 週 

各種流出解析（2 回） 
第 7 週 
第 8 週 治水計画(洪水防御計画)（計画規模，基本高水） 

（2 回） 第 9 週 
第 10 週 水資源計画（水需要予測，正常流量の考え方と確保，水環境問題） 
第 11 週 多目的ダム（河川総合開発，ダムの基本構造，運用，フォローアップ） 
第 12 週 

河道設計（堤防設計，安全度評価，河川構造物設計） 
第 13 週 

第 14 週 保全・修復すべき河川の環境（環境アセスメント，河川の自然復元） 
第 15 週 流域圏保全技術と技術者倫理 

教科書・参考書 
講義の流れに沿って詳細なプリントを配布． 
参考書：河川砂防技術基準(案)(1997) 

授業の形式 

板書およびスライド（パワーポイント）を用いた講義．・河川・流域管理に関わっ

て全国で頻繁に開催されるシンポジウムやフォーラムなどを紹介し，参加も進める

(→自主的なレポート)． 
評価方法 期末試験によって講義内容の理解度を評価して採点し，60 点以上を合格． 

履修上の注意 
・授業中の私語は厳禁ですが、分からない場合は講義中でも質問を歓迎します。 
・携帯電話を授業中に鳴らした場合は、その場で退室させ、不合格とします。 

質問への対応 

方法 

講義中は随時質問可．別途時間をとって質問を希望する場合は，E-mail などで時

間調整可（戸田：ytoda@cc.nagoya-u.ac.jp，電話：052-789-5176）．E-mail での質問

も受け付ける． 

メッセージ 
河川・流域管理は国土保全の原点．社会資本整備が何かを，この講義とともに考え

よう． 
 
 
 
 



科  目  名 海岸・海洋工学 単 位 数 2 授 業 形 態 講義 
科 目 区 分 専門科目 開 講 時 期 3 年秋学期 必修・選択 選択 

対象履修 

プログラム 

環境土木工学 
担 当 教 員 

水谷法美，池田哲郎 

キーワード 波力，波圧，海岸構造物，海洋構造物，反射・回折 

授業の概要 

流れの力学や沿岸海象力学で学んだ基礎を統合・発展させ，海岸利用・保全，港

湾の利用，および沿岸防災のための海岸施設や港湾構造物の設計のための考え方

と応用，および作用外力の発生機構と作用波力の評価手法，などについて理解す

る． 

授業の目標 

1) 海岸地形の種類と形成過程を理解し，第三者に説明できる． 
2) 波圧と波力の関係を理解し，第三者に説明できる． 
3) 波圧公式を理解し，使用することができる． 
4) Morison 式，Hudson 式を理解し，使用することができる． 
5) 港湾計画と空港計画の概要を理解し，第三者に説明できる． 
6) 技術者倫理について理解を深める． 

基礎となる科目 流れの力学及び演習，沿岸海象力学，水理学実験 
関連して履修が

望ましい科目 

沿岸海象力学 

授 業 内 容 

 

第 1 週 ガイダンス・日本の海岸（スライド） 
第 2 週 日本の港湾（スライド） 
第 3 週 港湾施設見学 
第 4 週 港湾施設見学 
第 5 週 概説・日本の海岸地形と形成過程 
第 6 週 海域構造物の種類と特徴 
第 7 週 港湾・空港計画(1) 
第 8 週 港湾・空港計画(2) 
第 9 週 構造物に作用する波圧と波力 
第 10 週 小型構造物に作用する波力 
第 11 週 大型構造物に作用する波力 
第 12 週 防波堤に作用する波圧と波力 
第 13 週 消波構造物と耐波安定性 
第 14 週 津波災害とその対策 
第 15 週 海洋工学と技術者倫理 
 期末試験 

教科書・参考書 

教科書： 岩田好一朗・他「海岸環境工学」朝倉書店 
参考書：二訂版 海岸・港湾：合田 良実（彰国社），および必要に応じて随時資料

を配付する。 

授業の形式 
講義中心で行う．復習しやすいよう，板書は積極的に行う．また，実際の施設に対

する理解を深めるため，名古屋港の現地見学を予定している． 
評価方法 期末試験の結果により総合判断し，60%以上を合格とする．  

履修上の注意 授業中の私語・スマートフォン等の使用は厳禁． 

質問への対応 

方法 

オフィスアワーは，木曜日 13:00～15:00 ですが，その他の時間でも随時来室して

の質問を歓迎します．また e-mail（mizutani@civil.nagoya-u.ac.jp）での質問も可． 

メッセージ 
公式や経験式を暗記するのではなく，それらが導かれた背景や過程を理解すること

を心がけて下さい． 
  



科  目  名 社会資本・空間計画学演習 単 位 数 1 授 業 形 態 演習 
科 目 区 分 専門科目 開 講 時 期 3 年秋学期 必修・選択 選択 

対象履修 

プログラム 
環境土木工学 担当教員 

森川高行，中村英樹，山本俊行， 
加藤博和，三輪富生，柿元祐史 

キーワード 統計学，データ解析，プレゼンテーション，英語 

授業の概要 

社会資本・空間計画において必要となる統計解析やそれを用いた現象分析の基礎を 
講義および演習によって実践的に理解する．さらに，分析した結果を英語でプレゼ 
ンテーション形式にて報告する． 

授業の目標 

・ 統計解析の基礎について理解するとともに，社会資本・空間計画に関わるデー

タにその具体的手法を適用し，基本的な現象分析を行うことができる．  
・ 研究報告をプレゼンテーションの形にまとめることができる． 
・ 英語で研究報告および議論ができる． 

基礎となる科目 確率と統計，土木の統計学，社会資本計画学，空間計画論，交通論 
関連して履修が

望ましい科目 
土木史，都市・国土計画 

授 業 内 容 

 

第 1 回 オリエンテーション －基本統計量の概要及び演習 

第 2 回 検定法に関する講義と演習 

第 3 回 相関分析・回帰分析に関する講義と演習 

第 4 回 需要関数に関する講義と演習 

第 5 回 費用便益分析に関する講義と演習 

第 6 回 自由課題によるグループワーク 

第 7 回 英語による報告会 

教科書・参考書 適宜指示する． 

授業の形式 演習形式およびグループワークと発表会形式． 

評価方法 

講義への出席と各回の演習のレポート(70%)，報告会でのプレゼンテーション(30%)
より評価する．なお，すべての演習レポートの提出，プレゼンテーション実施を原

則とする．  

履修上の注意 積極的にグループワークに参加することおよび議論に参加することが重要である． 

質問への対応 

方法 

特に定まったオフィスアワーは設けないが，電子メールでの質問を受け付けるほ

か，電子メール等でのアポイントメントにも適宜対応する．各授業の内容について 
は各教員に問い合わせること． 

メッセージ 

これからの技術者は問題を解決するだけでなく，外部に対する説明責任を果たすこ

とが強く求められている．また，国際的には英語でのプレゼン，議論が必須である． 
この授業はそれらの機会に役立つためにセットされたものである． 
計画系志望者はもとより，土木系全体にとって基礎的となる統計解析の基礎と実

践，プレゼンテーション能力を身につけることができる．特に計画系志望者にとっ

ては必須の内容であると考えてほしい． 



科  目  名 環境情報演習 単 位 数 1 授 業 形 態 演習 
科 目 区 分 専門科目 開 講 時 期 3 年秋学期 必修・選択 選択 

対象履修 

プログラム 

環境土木工学 
担当教員 

谷川寛樹，奥岡桂次郎 

キーワード 環境評価，統計解析，予測，地理情報システム（GIS） 

授業の概要 

環境問題解決のための分析評価を行う情報処理の技法を表計算ソフトや地理情報

システム(GIS)などを活用し，演習形式で習得する．本演習を通じて問題発見と構

造化能力を涵養する． 

授業の目標 

本授業の達成目標は以下の通りである． 
１．環境資源の保全や活用を題材に問題の発見と構造化を行う． 
２．汚染物質や環境負荷を表計算ソフトや地理情報システムを用いて推計できる． 
３．環境改善の代替案評価といった問題解決のためのストーリーを通して，環境問

題解決のシステム的アプローチに必要な情報処理能力を習得する． 

基礎となる科目 
学術情報処理および演習，社会資本計画学，確率と統計，衛生工学，都市環境シス

テム工学 
関連して履修が

望ましい科目 

社会環境保全学 

授 業 内 容 

 

1 週 第 1 週 イントロダクション（演習で何を学ぶか） 
第 2 週 使用するアプリケーションの基本的操作１（表計算，GIS） 
第 3 週 使用するアプリケーションの基本的操作２（表計算，GIS） 

2 週 

3 週 

4 週 第 4 週 問題の発見１：都市活動や環境の状態を示す要素のデータ処理 
第 5 週 問題の発見２：要素間の関係を捉える相関分析の基礎 
第 6 週 問題の発見３：相関分析の応用 

5 週 

6 週 

7 週 第 7 週 問題の発見４：相関分析の応用 
第 8 週 物質フロー分析１：原単位法による都市活動や環境負荷の推計 
第 9 週 物質フロー分析２：原単位法による都市活動や環境負荷の推計 

8 週 

9 週 

10 週 第 10 週 物質フロー分析３：パラメータ変化に伴う物質フロー変化 
第 11 週 物質フロー分析４：パラメータ変化に伴う物質フロー変化 
第 12 週 人口動態による将来予測１ 

11 週 

12 週 

13 週 第 13 週 人口動態による将来予測２ 
第 14 週 人口動態による将来予測３ 
第 15 週 総括 

14 週 

15 週 

教科書・参考書 各教員より配布資料を配布する． 

授業の形式 PC を用いた演習 

評価方法 

達成目標に対する評価の重みは同等で，小課題レポート 40％，期末試験 60％で評

価する．総合的に 100 点満点で 60 点以上を合格とし，60 点以上 69 点までを可，

70 点以上 79 点までを良，80 点以上を優とする．なお，出席数が 7 割を満たない

者は不合格とする． 

履修上の注意 

グループ演習のため遅刻厳禁とし，遅刻は欠席として取り扱う． 
復習を十分行うこと． 
各自が適宜に自ら付加的学習を行い，理解を深め見識を広げることを期待する． 

質問への対応 

方法 

時間外の質問は，演習終了後，教室で受け付ける．  
それ以外の時間については事前に担当教員にメール・電話で時間を打ち合わせるこ

と． 谷川（内線 3840, tanikawa@nagoya-u.jp） 
メッセージ 演習中の積極的な議論を期待する 



科  目  名 
橋梁設計演習 単 位 数 1 授 業 形 態 講義・演習・

見学 
科 目 区 分 専門科目 開 講 時 期 4 年春学期 必修・選択 選択 

対象履修 

プログラム 

環境土木工学 
担当教員 

川除達也（非常勤講師） 
中村光，三浦泰人 

キーワード PC 斜張橋，有限要素法，設計計算，構造一般図 

授業の概要 
プレストレストコンクリート（PC）斜張橋の実橋を対象として，計画から構造解

析，設計へと至る一連の手順を具体的に講義し，各自が PC 斜張橋の設計を行う． 

授業の目標 

１．プレストレストコンクリートの原理を理解し，説明が出来る． 
２．プログラムを利用して PC 斜張橋の構造解析が出来る． 
３．設計計算書と構造一般図が作成できる． 

基礎となる科目 
材料工学，コンクリート構造第１，コンクリート構造第２，構造力学及び演習，構

造材料実験Ⅰ，構造材料実験Ⅱ 
関連して履修が

望ましい科目 

社会基盤施設の設計と維持管理 

授 業 内 容 

 

第 1 週 ・PC 斜張橋の施工事例と設計の流れ 
・N2U-BRIDGE の見学 第 2 週 

第 3 週 
設計の考え方・設計条件・解析モデル・レポート 1回目課題 

第 4 週 

第 5 週 
解析理論と有限要素法（はり要素）ならびにプログラムの説明 

第 6 週 

第 7 週 
荷重の計算・解析方法・レポート 1回目提出 

第 8 週 

第 9 週 
レポートの解説・主桁の設計・レポート 1回目返却 

第 10 週 

第 11 週 
横方向の設計・最終レポート課題 

第 12 週 

第 13 週 

設計計算書の作成 第 14 週 

第 15 週 

教科書・参考書 
設計示方書の重要部分を簡潔にまとめたものと，設計の手順を説明したものをそれ

ぞれテキストとして配布する． 

授業の形式 実務経験者からの講義と現場見学会を行う． 

評価方法 

すべてのレポートを提出したものに対し，レポートの結果により判断し，60%以上

を合格とする．なお，無断欠席が 1/2 以上の場合は，評価の対象としない． 
 100～90 点：Ｓ，89～80 点：Ａ，79～70 点：Ｂ，69～60 点：Ｃ，59 点以下：Ｆ 

履修上の注意 

・実験中の私語は厳禁ですが，分からない場合は講義中でも質問を歓迎します． 
・携帯電話を授業中に鳴らした場合は，その場で退室させ，不合格とします． 
・隔週あるいは不規則な講義日程となるので注意すること．講義予定は第１回目の

時に配布する． 

質問への対応 

方法 

オフィスアワーは，木曜日 16:30～18:00 です．その他の時間でも随時来室しての

質問を歓迎します．また e-mail での質問も歓迎します(hikaru@nagoya-u.jp)． 

メッセージ 

実務の設計に携わっている非常勤講師の方に，実体験も踏まえて設計の具体的な手

順を講義してもらいます．学生としてではなく，一技術者として自らが構造物を設

計するという気持ちで取り組んでください．  

 



科  目  名 社会資本計画学 単 位 数 2 授 業 形 態 講義 

科 目 区 分 

環境土木工学： 
専門基礎科目 

建築学：専門科目 
開 講 時 期 

環境土木工学： 
2 年春学期 

建築学：3 年春学期 
必修・選択 

環境土木工学： 
必修 

建築学：選択 
対象履修 

プログラム 

環境土木工学，建築学 
担当教員 森川高行，林希一郎 

キーワード 社会資本，国土・地域・都市計画，数理計画法，需要予測，費用便益分析 

授業の概要 
道路・鉄道・空港・上下水道・公園などの社会資本施設の経済学的特徴，その計画

策定の手順，及び需要予測・評価の分析方法について学習する． 

授業の目標 

・ 社会資本整備に計画理論が必要であることを第 3 者へ説明できる． 
・ 線形計画法の考え方と解法を理解し，簡単な問題を定式化でき，シンプレック

ス法を用いて解くことができる． 
・ プロジェクト評価の手法を第 3 者に説明できる． 

基礎となる科目 確率と統計，人間活動と環境 
関連して履修が

望ましい科目 
空間計画論，交通論，都市・国土計画 

授 業 内 容 

 

第 1 週 ・ 社会資本計画に携わる技術者の倫理 
・ 社会資本整備における計画理論の必要性 
・ 線形計画法 1（社会資本計画における例，定式化） 
・ 線形計画法２（図解法，代数的解法） 
・ 線形計画法３（シンプレックス法） 
・ 線形計画法４（シンプレックス法，感度分析） 
・ 線形計画法５（経済分析との関係，定式化例） 
・ 非線形計画法 

第 2 週 

第 3 週 

第 4 週 

第 5 週 

第 6 週 

第 7 週 

第 8 週 

第 9 週 ・ 経済学の基礎１ 

・ 経済学の基礎２ 

・ 経済学の基礎３ 

・ 費用便益分析１ 

・ 費用便益分析２ 

・ 環境アセスメント 

・ ライフサイクル分析 

第 10 週 

第 11 週 

第 12 週 

第 13 週 

第 14 週 

第 15 週 

教科書・参考書 参考書：河上省吾編著「土木計画学」（鹿島出版会） 

授業の形式 スライド及び配布資料を用いた講義を中心とする． 

評価方法 

・ レポート及び期末試験により評価する． 
・ 配点はレポートを 30％，試験を 70％とする． 
・ 60 点以上を合格とする． 

履修上の注意  

質問への対応 

方法 

講義時間内に不明な点があれば随時質問を受け付ける．講義時間外での質問はメー

ルにて各教員に連絡を入れる．アポを取れば，来室も可能． 
森川高行（morikawa@nagoya-u.jp） 
林希一郎（maruhaya@esi.nagoya-u.ac.jp） 

メッセージ  



科  目  名 物理環境工学 単 位 数 2 授 業 形 態 講義 
科 目 区 分 専門科目 開 講 時 期 2 年秋学期 必修・選択 必修 

対象履修 

プログラム 
建築学 担当教員 飯塚 悟 

キーワード 熱移動（伝導・対流・放射），換気，日射，照明，音響，吸音・遮音 

授業の概要 
建築空間における熱環境・空気環境・光環境・音環境の各種物理環境の仕組みと環

境制御方法について学習する． 

授業の目標 

・熱の移動形態や収支を理解する．熱貫流量や壁面・壁内温度の計算方法を学ぶ． 
・換気の力学を理解する．必要換気量や換気回数，風力換気や温度差換気の計算方

法を学ぶ． 
・光の物理量や太陽の動きを理解する．昼光照明や人工照明の計算方法を学ぶ． 
・音の物理量や吸音・遮音の仕組みを理解する．残響時間や音響透過損失の計算方

法を学ぶ． 
基礎となる科目 人間活動と環境 
関連して履修が

望ましい科目 
人間環境工学，環境システム工学，設備工学，流れの力学及び演習 

授 業 内 容 

第 1 週 環境工学の歴史・総論，建築と自然環境 
熱移動①（伝導・対流） 
熱移動②（放射） 
熱貫流，室温と熱負荷，相当外気温度 
断熱と表面結露・内部結露 

第 2 週 

第 3 週 

第 4 週 

第 5 週 

第 6 週 換気と通風，汚染物質濃度と換気 
必要換気量，換気回数 
風力換気と温度差換気 

第 7 週 

第 8 週 

第 9 週 太陽の動き，日照・日影時間 
太陽放射（日射）と地球放射 
視覚，明視条件，照度と輝度 
昼光照明と人工照明，昼光率 

第 10 週 

第 11 週 

第 12 週 

第 13 週 刺激と感覚，音の強さとレベル表示，音の三属性 
音の伝搬，音の反射・吸収・透過 
吸音・遮音，残響時間，騒音・振動対策 

第 14 週 

第 15 週 

教科書・参考書 
教科書：環境工学教科書第二版，環境工学教科書研究会編著（彰国社） 

参考書：最新建築環境工学，田中俊六ほか共著（井上書院） 

授業の形式 
講義により行う．随時，質疑応答形式を取り入れ，自発的に考えることを通じて理

解度を深める． 

評価方法 
期末試験を行う．100 点満点で 60 点以上を合格とする． 
100～90 点：S，89～80 点：A，79～70 点：B，69～60 点：C，59 点以下：F 

履修上の注意 特になし． 
質問への対応 

方法 

随時受けつける．電話・E-mail で予約すること． 
飯塚悟（内線：3751；E-mail：s.iizuka@nagoya-u.jp） 

メッセージ 

建築空間の環境制御を建築的工夫（パッシブ手法）で行うとしても，設備的工夫（ア

クティブ手法）で行うとしても，その前提として，物理環境の仕組みを十分に理解

しておくことが不可欠である．快適性と省エネルギー性の両立・バランスを見据え

つつ，物理環境の仕組みや環境制御の重要性を学んで欲しい． 
 



 

 

科  目  名 コンクリート工学 単 位 数 2 授 業 形 態 講義 

科 目 区 分 専門科目 開 講 時 期 2 年秋学期 必修/選択 必修 

対象履修 

プログラム 

建築学 
担当教員 

勅使川原 正臣， 丸山 一平 

キーワード コンクリート，ストック社会、環境 

授業の概要 

建築工事に欠かせないコンクリート（鉄筋コンクリートやプレストレストコンクリ

ートも含む）の力学および性能，材料，製造，施工，維持，などについての講義を

行う． 

授業の目標 

1． コンクリートを構成する材料について理解する． 

2． フレッシュコンクリートの性質を理解する． 

3． 硬化コンクリートの性質を理解する． 

4． コンクリートの耐久性と環境負荷について理解する． 

5． 各種コンクリートの構造上の特性、鉄筋コンクリート構造の原理を理解する． 

基礎となる科目 特になし 

関連して履修が

望ましい科目 

鉄筋コンクリート構造，建築材料工学，構造・材料実験法 

授 業 内 容 

 

1 講義の進め方、序論、コンクリートとは（歴史、事例） 

2 コンクリート用材料  セメント 

3 コンクリート用材料  水、混和材（剤）、骨材 

4 コンクリートの調合設計 （課題１：モルタル作品の製作） 

5 コンクリートの調合設計２ 

6 フレッシュコンクリートの性質 

7 コンクリートの耐久性 1 

8 コンクリートの耐久性 2 

9 硬化したコンクリートの性質１（圧縮強度） 

10 硬化したコンクリートの性質２（圧縮強度以外） 

11 硬化したコンクリートの性質３（変形関係） 

12 モルタル作品の発表、講評 

13 コンクリート技術の現状１ （プレキャスト） 

14 コンクリート技術の現状２ （高靭性、高強度） 

15 鉄筋の性質、鉄筋コンクリート造の原理 

教科書・参考書 
必要に応じてプリントを配布する．参考書：JASS５（日本建築学会）、「建築材料」

理工図書、「建築構造材料学」朝倉書店 

授業の形式 
スライドおよびプリントを中心として講義を進める． 

演習問題を通して理解を深める． 

評価方法 
演習問題(数回，30％)，試験（70%）の結果により総合判断し，60%以上を合格とす

る． 

履修上の注意 特になし 

質問への対応 

方法 

講義中の質問を歓迎する．電子メールでの質問を受け付ける．また，電子メール等

での質問のアポイントメントにも適宜対応する． 

勅使川原 内線：3580，Email：teshi@corot.nuac.nagoya-u.ac.jp 

丸山 内線：3761，Email：ippei@dali.nuac.nagoya-u.ac.jp 

メッセージ 

コンクリートは，自由な造型が容易に実現できる重要な社会資本形成のための 

材料である．近年では，超高強度コンクリートや高靱性コンクリートのように非常

に卓越した材料も開発されているだけでなく，コンクリートは社会全体からの要請

である産業廃棄物の低減に応えるよう多角的な技術開発が行われている。一方，近

年はコンクリートに要求される性能がますます厳しくなっている。コンクリートを

建築物の中で合理的に利用していくためには，工学技術者として，力学的物性だけ

でなく施工性，耐久性，経済性などの理解をし，設計，施工，管理，メンテナンス，

廃棄における各段階で配慮すべき事柄を身につけることが必要である。本授業にお

ける基礎的な知見を健全な建築ストックの充実に役立ててもらいたい。 



科  目  名 建築設計及び演習第１ 単 位 数 3 授 業 形 態 講義・演習 
科 目 区 分 専門科目 開 講 時 期 3 年春学期 必修・選択 必修 

対象履修 

プログラム 

建築学 
担当教員 

片木 篤，堀田 典裕 
恒川 和久，太幡英亮，久保久志 

キーワード 建築設計，外構設計，都市文脈の読解 

授業の概要 
都市的なスケールと公的な用途を持つビルディング・タイプを課題として取り上

げ，建築及び外構の計画・デザインについての知識と技術の習得をはかる． 

授業の目標 

・15 週を前後半に分けて，２課題に取り組む。両課題に共通して，課題内容に沿っ

て建築のプログラム，敷地周辺の環境・地域での問題点を把握分析し，それを解決

するための計画・デザインの専門知識・技術を習得し，設計者に必要とされる着想

力，計画・デザイン能力，表現力，社会的責務を身につける．またエスキス（草案

指導），講評会でのプレゼンテーションを通じて，コミュニケーション能力のみな

らず、自主的・継続的に学習できる能力を養う。 
・第一課題では，小規模集合住宅など住戸単位が集合したビルディング・タイプを

取上げ，人体スケールと行動に基づき，家具と住戸，住戸と住棟，住棟と外構・周

辺環境との関係などを考慮した計画・設計を行う．                              

・第二課題では，教育施設など様々な単位空間が集合したビルディング・タイプを

取上げ，様々な行動と単位空間，単位空間の集合と全体構成，屋内・屋外の運動施

設などを考慮しつつ，特に周辺環境の文脈を読解し，大勢の人々が集まり生活する

屋内・屋外空間を計画・設計する． 
基礎となる科目 空間設計工学及び演習第１・第２，造形演習第１，情報処理及び演習 
関連して履修が

望ましい科目 

建築設計及び演習第２，総合設計及び演習第１・第２，造形演習第 2 

授 業 内 容 

 

第 1 週 ・第一課題の出題．対象敷地の見学 
・エスキス１（草案のスケッチと模型の提示） 
・エスキス２（同上） 

第 2 週 

第 3 週 

第 4 週 ・エスキス３（同上） 
・エスキス４（同上） 
・エスキス５（同上） 

第 5 週 

第 6 週 

第 7 週 ・エスキス６（同上） 
・第一課題の講評会，第二課題の出題 
・エスキス１（草案のスケッチと模型の提示） 

第 8 週 

第 9 週 

第 10 週 ・エスキス２（同上） 
・エスキス３（同上） 
・エスキス４（同上） 

第 11 週 

第 12 週 

第 13 週 ・エスキス５（同上） 
・エスキス６（同上） 
・第二課題の講評会 

第 14 週 

第 15 週 

教科書・参考書 
日本建築学会編，『コンパクト建築設計資料集成』，丸善 
日本建築学会編，『建築設計資料集成総合編』，『都市・地域Ｉ／ＩＩ』，丸善 

授業の形式 
受講者の自主的・創造的な提案に対して，教員がマンツーマンのエスキス（草案指

導）を行う． 

評価方法 

指定された期限内に予め指定された成果物を提出することを最低基準とする．評価

については，設計条件の理解度，技術の習得度，成果物の着想・計画/デザイン・表

現における完成度，講評会（原則として優秀作品を中心にして発表）での発表など

を，各担当教員が総合的に採点し，その平均点 60 点以上を合格とする． 
履修上の注意 エスキスは必ず受けること． 講評会での発表も重要な評価項目となる． 
質問への対応 

方法 

原則として担当教員のエスキス指導ですべての質問に対応する．それ以外では，片

木（内線 3582）または恒川(内線 4398)に連絡すること． 

メッセージ 
教員のエスキス指導に依存するのではなく，自主的に課題を発見し，創造的な提案

を行う姿勢を期待する． 



科  目  名 建築史第 1 単 位 数 2 授 業 形 態 講義 
科 目 区 分 専門科目 開 講 時 期 2 年秋学期 必修・選択 必修 

対象履修 

プログラム 

建築学 
担当教員 

西澤泰彦 

キーワード 建築史、技術史、日本建築、 

授業の概要 
古代から近代に至る日本の建築について，建築様式・意匠，構造・材料，生産シス

テム，政治・経済・社会との関わりなど複数の視点から，その特徴と変遷を講ずる． 

授業の目標 

古代から近代にいたる日本の建築について、特に次の点を理解し、建築・都市に関

する計画・デザインや調査・分析に応用できる能力を身に付ける。 
・ 宗教建築や住宅を中心とした建築の様式・意匠の特徴と変遷 
・ 木造軸組構造を中心とした建築構造・材料および生産システムの特徴と変遷 
・ 建築と都市との関係 
・ 東アジア諸国や西洋の建築との関係 

基礎となる科目 都市と文明の歴史 

関連して履修が

望ましい科目 

建築史第 2：西洋建築の特徴と変遷を講ずる建築史第 2 を履修することで、日本の

建築との比較を行い、日本の建築の特徴をより具体的に把握する。 
建築史第 3：西洋および日本の近代建築との比較により日本建築の特徴が理解可能。 

授 業 内 容 

 

第 1 週 構造と建築文化：日本建築の特徴である木造軸組み構造の位置付けを行う 
古代住居と神社建築：竪穴住居・高床住居、古代神社建築の特徴を講ずる 
仏教建築の流入：神社建築と比較しながら仏教建築の特徴を講ずる 

第 2 週 

第 3 週 

第 4 週 古代の都市計画：平城京などの古代都市を東アジアの諸都市と比較考察 
奈良・平安時代の宗教建築：仏教建築流入後の神社建築の変化を講ずる 
奈良・平安時代の住宅：寝殿造を中心とした住宅の特徴を講ずる 

第 5 週 

第 6 週 

第 7 週 中世の宗教建築：大仏様・禅宗様の流入、神社建築の変化を講ずる 
中世の都市と住宅：京都など都市の変容と中世の住宅の特徴を講ずる 
城郭建築：戦国時代から江戸時代初期の城郭建築の特徴を講ずる 

第 8 週 

第 9 週 

第 10 週 江戸時代の都市(1)：城下町などの都市の特徴を講ずる 
江戸時代の都市(2)：江戸時代の都市と建築の関係を講ずる 
江戸時代の住宅(1)：書院造・数奇屋造、大名屋敷の特徴などを講ずる 

第 11 週 

第 12 週 

第 13 週 江戸時代の住宅(2)：町家(都市住宅)と農家(農村住宅)の特徴を講ずる 
江戸時代の宗教建築：霊廟建築の成立と仏教建築の変容を講ずる 
幕末・明治維新の建築：開国に伴って日本に流入した洋風建築を講ずる 

第 14 週 

第 15 週 

教科書・参考書 

教科書：日本建築学会編『日本建築史図集』彰国社 
参考書：太田博太郎『日本建築史序説』彰国社，平井聖『日本住宅の歴史』ＮＨＫ

ブックス，高橋康夫他編『図集日本都市史』東京大学出版会，稲垣栄三『日本の近

代建築[その成立過程]』鹿島出版会，藤森照信『日本の近代建築』岩波新書 

授業の形式 
授業項目は第 1 回授業で配布。必要事項を板書しながら講義を行う。学生の理解度

を把握するため、成績評価とは無関係に課題を与える。 

評価方法 

・筆記試験(100 点満点)の成績により、90 点以上は S、80 点以上 90 点未満は A、

70 点以上 80 点未満は B、60 点以上 70 点未満は C、60 点未満は F とする。F は不

合格。試験を欠席した場合と履修取り下げ届を出した場合は、「欠席」とする。 
・試験は，日本の建築における建築様式・意匠，構造・材料，生産システムの特徴

と変遷を理解し，他者に説明できる能力を問う内容とし，すべて，論述式とする。 
・合格基準の目安として，木造軸組み構造の特徴や建築様式との関係，東アジア諸

国から仏教建築の流入や開国による洋風建築の流入とその影響，建築と都市との関

係，住宅の変遷などが説明できることとする。 

履修上の注意 
・教科書のみならず，参考書や講義中に紹介した文献を積極的に読むこと． 
・講義で紹介した建築物のうち，著名なものを見学すること． 

質問への対応 

方法 

講義中に不明な点があれば質問すること．講義時間外での質問は，随時来室するか，

メール(nszw@nuac.nagoya-u.ac.jp)による質問を受け付ける． 
メッセージ 歴史学に興味を持つこと．日常的に建築物を見る努力をすること． 



 

 

科  目  名 建築計画第１ 単 位 数 2 授 業 形 態 講義 
科 目 区 分 専門科目 開 講 時 期 3 年春学期 必修・選択 必修 

対象履修 

プログラム 
建築学 担当教員 小松 尚 

キーワード 空間、機能、建築プログラム、空間構成、計画・設計プロセス 

授業の概要 

建築計画とは何かという問からはじめ，建築設計の各種課題について事例を示しな

がら，背景となる歴史や社会制度，建築構法，使われ方などを踏まえ，「用」の観

点から建築の空間構成，機能などについて高度な専門知識を自ら獲得する力をつけ

る．具体的には、集合住宅、教育施設、図書館、博物館，美術館などを扱う． 

授業の目標 

・建築は社会的な存在であることを理解し，具体的事例の考察を通して，そのなか

で行われる様々な営みと建築空間のかかわりを理解し，それを複眼的な視点を持ち

つつ様々な合意形成を経て設計に反映させるために必要な「建築プログラムを理解

する目」，「建築プログラムを考える力」を習得する．同時に，倫理に対する意識も

啓発する． 
基礎となる科目 空間設計論，確率と統計，空間設計工学及び演習第１，空間設計工学及び演習第２ 
関連して履修が

望ましい科目 
建築計画第２，建築設計及び演習第１，建築設計及び演習第 2，都市・国土計画 

授 業 内 容 

 

第 1 週 建築計画とは(建築計画の展開，建築計画の課題) 
集合住宅（歴史とタイプ） 
集合住宅（住戸密度，集住方式，住戸の形態など） 

第 2 週 

第 3 週 

第 4 週 集合住宅（事例から学ぶ展開） 
教育施設（歴史とタイプ） 
教育施設（教室周りなどの空間の構成とデザイン） 

第 5 週 

第 6 週 

第 7 週 教育施設（多目的利用、転用、事例から学ぶ展開） 
レポートもしくは中間試験（前後する場合があるため、講義で要確認） 
図書館（歴史とタイプ） 

第 8 週 

第 9 週 

第 10 週 図書館（貸出、読書、滞在などサービス内容と空間の構成、デザイン） 
図書館（事例から学ぶ展開） 
美術館・博物館（歴史とタイプ、サービス内容） 

第 11 週 

第 12 週 

第 13 週 美術館・博物館（空間の構成、デザイン） 
美術館・博物館（事例から学ぶ展開） 
建築計画と倫理、防犯 

第 14 週 

第 15 週 

教科書・参考書 
教科書：コンパクト建築設計資料集成（日本建築学会編） 
参考書：特に指定はしないが、必要に応じて授業中に紹介する。 

授業の形式 スライドを中心に教科書を参照しながら講義を行う． 

評価方法 
レポート提出もしくは中間試験：30％ 
期末試験の成績 70％ 

履修上の注意 

本講義の前半は、並行して開講される建築設計及び演習第 1 の課題内容と、後半は

後期に開講される建築設計及び演習第２の課題内容と関係するので、それを意識し

て学習すること。 

質問への対応 

方法 

質問があれば，授業後に教室で受けるか，あるいはメールにて受ける。または，時

間を要する質問には，メールで面談の予定を入れる． 
メールアドレス：c42719a@cc.nagoya-u.ac.jp 

メッセージ 

この授業は知識を教えることを目的とするのではなく，建築設計において建築計画

上考えなくてはならない観点が多様にあり，その課題を発見し，自らの解決を見出

す力を養うことを目指している。従って，漫然と授業内容を聞くのではなく、並行

して開講される設計演習での各自の提案内容への展開や，自ら各地の優れた建築を

見学し，授業内容を確認し、また次の提案に活かすための思考を深めて欲しい。 
なお、授業内容は開講日程に応じて適宜調整されることを、予めご承知おきくださ

い。 
 



科  目  名 人間環境工学 単 位 数 2 授 業 形 態 講義 
科 目 区 分 専門科目 開 講 時 期 3 年春学期 必修・選択 必修 

対象履修 

プログラム 
建築学 担当教員 齋藤輝幸 

キーワード 環境評価指標, 温冷感, 生理心理, 社会調査 

授業の概要 
環境と人間の生理心理の関係およびそれに基づく環境評価・環境設計法への応用に

ついて講じる． 

授業の目標 

・ 温熱４要素と人間の生理心理反応との関係を理解し，各種空調方法の選択に応

用できる． 

・ 基礎的な色彩計画, 照明計画ができる． 

・ 音環境評価指標について理解し, 基礎的な音響設計および騒音対策ができる． 

・ 調査法・環境心理評価法を知り, 簡単な環境調査ができる． 

基礎となる科目 人間活動と環境, 物理環境工学 

関連して履修が

望ましい科目 
環境システム工学, 設備工学 

授 業 内 容 

 

第 1週 感覚・知覚・認知, 尺度論, 刺激と感覚の関係 

温熱４要素, 人体発熱と放熱の仕組み 

人体と周辺環境との間の熱授受・熱平衡 

温熱快適性, 寒暑涼暖の違い, 二次元温冷感モデル, 「快」と「適」 

プレザントネス, 温熱環境評価指標, ＳＥＴ＊, ＰＭＶ 

第 2週 

第 3週 

第 4週 

第 5週 

第 6週 色知覚, 色彩, ＸＹＺ表色系, マンセル表色系, 色彩調和論 

視環境評価, 順応, 明るさ, グレア, 写り込み, モデリング 

天空率による斜線の緩和, 圧迫感・開放感, アパレントブライトネス 

第 7週 

第 8週 

第 9週 遮音と遮音材料, 室内音響設計 

騒音評価指標 

床衝撃音, 固体伝搬音, 視覚・聴覚および評価指標の類似性 

第 10 週 

第 11 週 

第 12 週 室内空気質, シックビルシンドローム, ＶＯＣ 

第 13 週 人間の個体距離, パーソナルスペース, アフォーダンス 

社会調査法, 環境心理評価, ＳＤ法, ＭＥ法 第 14 週 

第 15 週 

教科書・参考書 教科書：環境工学教科書第二版, 環境工学教科書研究会編著（彰国社） 

授業の形式 講義により行う．教科書の他，適宜プリントを配布する． 

評価方法 
試験（80％）とレポート（20％）により行う．60％以上の成績を合格とする． 

100～90 点：Ｓ，89～80 点：Ａ，79～70 点：Ｂ，69～60 点：Ｃ，59点以下：Ｆ 

履修上の注意 特になし 

質問への対応 

方法 

随時受けつける．E-mail で予約すること． 

齋藤輝幸（E-mail：saito@nuac.nagoya-u.ac.jp） 

メッセージ 

ここで解説する内容は, 常日頃我々が何気なく感じているものである．その仕組み

が分かると様々に応用が可能である．将来進む専門分野に関わらず, 建築を学ぶ者

にとって必須のこととして身につけて欲しい． 

 



 

 

科  目  名 環境システム工学 単 位 数 2 授 業 形 態 講義 
科 目 区 分 専門科目 開 講 時 期 3 年前期 必修・選択 必修 

対象履修 

プログラム 

建築学 
担当教員 

奥宮正哉 

キーワード 空気調和設備，建築衛生設備，建築電気設備，建築防災設備，エネルギー消費 

授業の概要 

建築の機能を発揮させるためには，室内環境の適正な維持が必要であり，そのため

には種々の建築設備システムが必要になる．そこでシステム設計のために必要な基

礎理論や，室内環境の考え方の知識を背景として，各種設備システムの設計手法と

それを支える技術についての知識を身につける． 

授業の目標 

・ 建築設備の消費エネルギーの構造を理解し，問題点を判断できる． 
・ 空調負荷の計算方法を理解し，その低減方法を提案できる． 
・ 空調システムを理解し，その設計方法を身につけることができる． 
・ 給排水システムを理解し，その設計方法を身につけることができる． 
・ 電気設備の基礎を理解できる． 

基礎となる科目 物理環境工学，人間環境工学 

関連して履修が

望ましい科目 

設備工学，環境システム設計及び演習 

総合設計及び演習第 1_環境設備 
 

授 業 内 容 

 

第 1 週 建築設備システムと建築運用時の消費エネルギーについて講義する 

第 2 週 空調熱負荷計算方法についての講義を行う 

 第 3 週 

第 4 週 湿り空気線図についての講義を行う 
第 5 週 空調二次側設計方法についての講義を行う 

 第 6 週 

第 7 週  
第 8 週 空調一次側（熱源システム）設計方法についての講義と，熱源機器についての講義を 
第 9 週 行う 
第 10 週  
第 11 週 給排水システムの概要と設計方法についての講義を行う 
第 12 週  

第 13 週  
第 14 週 電気設備の基礎知識についての講義を行う 

第 15 週 実建物のエネルギー消費量実測と解析例を紹介する 

教科書・参考書 
参考書，空気調和設備の実務の知識（オーム社），給排水・衛生設備の実務の知識

（オーム社）    

授業の形式 パワーポイント，配布資料に基づく講義 

評価方法 
定期試験によって評価する．60%以上の成績を合格とする．期末試験の欠席者は「欠

席」とする．適宜出席はとるが，評価には含まない． 

履修上の注意 

建築における環境・設備の専門知識，設計能力と技術力を身につけることを目標に

しているので，講義終了後に教科書や配布資料にある演習問題を復習することが，

学習成果を得るために重要である． 

質問への対応 

方法 

講義中，講義終了後の随時の質問，e-mail などによる質問に対応する． 
内線：4653；Email：okumiya@davinci.nuac.nagoya-u.ac.jp 
 

メッセージ 

建築の機能を十分に発揮するには，建築設備の役割は重要であり，またライフサイ

クルで考えた時，その消費エネルギーは大きい．ゆえに建物負荷，建築設備の仕組

みをよく理解できる建築技術者になって欲しい． 
 

 



 

 

科  目  名 耐震工学 単 位 数 2 授 業 形 態 講義 

科 目 区 分 
専門科目 開 講 時 期 3 年春学

期 
 

必修・選択 選択 

対象履修 

プログラム 

建築学 
担当教員 

福和伸夫 

キーワード 耐震，振動，地震，地震動，地震応答，振動論，免震，制震，耐震改修 

授業の概要 
建築構造物の耐震設計に必要となる基礎知識を学ぶ．まず地震被害と地震の揺れの

特性を理解し，次に振動理論を学習した後，最後に耐震設計手法を学ぶ． 

授業の目標 

・ 過去の地震における建築物の被害原因を理解し，他者に説明できる． 
・ 地震の発生の原理と地震動の揺れを形作る要因を理解し説明できる． 
・ 地震時の建築物の応答の特徴を理解し，他者に説明できる． 
・ 振動論の基礎を理解し，1 自由度系の自由振動と共振曲線を計算し，建築物の

固有周期と減衰を評価できるようになる． 
基礎となる科目 力学１及び演習，数学２及び演習，建築構造力学及び演習 
関連して履修が

望ましい科目 

鉄骨構造，鉄筋コンクリート構造，構造設計工学，建築基礎工学 

授 業 内 容 

 

第 1 週 ガイダンス 
熊本地震 
東日本大震災 

第 2 週 

第 3 週 

第 4 週 過去の地震と歴史・社会 
南海トラフ地震と防災 
兵庫県南部地震の被害概要 

第 5 週 

第 6 週 

第 7 週 兵庫県南部地震における戸建住宅の被害 
兵庫県南部地震における RC・S 造建物の被害 
減災館の振動実験環境 

第 8 週 

第 9 週 

第 10 週 地震応答と耐震設計 
建築物の振動解析モデル置換 
1 自由度系の自由振動と減衰 

第 11 週 

第 12 週 

第 13 週 1 自由度系の定常振動と共振 
1 自由度系の過渡応答と地震応答スペクトル 
多自由度系の自由振動 

第 14 週 

第 15 週 

教科書・参考書 

教科書：耐震工学～教養から基礎・応用へ～（講談社） 
参考書：次の震災について本当のことを話してみよう。（時事通信社） 

必ずくる震災で日本を終わらせないために。（時事通信社） 

授業の形式 

パワーポイントと携帯振動台を用いた実験を中心として講義をし，必要に応じて教

科書と板書を利用する．毎週レポートを科すことにより理解度を把握する． 
パワーポイント資料はＨＰに掲載し各自がプリントアウトして講義に持参する． 

評価方法 
毎講義でのレポートを 50%、期末試験の成績を 50%としたうえで，総合評価によ

り採点する．60%以上の得点者を合格とする． 
履修上の注意 遅刻厳禁 

質問への対応 

方法 

・ 原則としてメール(fukuwa@sharaku.nuac.nagoya-u.ac.jp)とレポートにて質

問を行う． 
・ 質問への回答はメール若しくは講義の最初の時間にまとめて行う． 

メッセージ 

建築の基本は，居住者の安全を担保すること．我が国では，地震に対する安全を確

保することが最低限必要な機能となる．特に，巨大地震が切迫している今，建築を

学ぶ者にとって耐震工学は最も重要な問題である． 
 
 



科  目  名 鉄筋コンクリート構造 単 位 数 2 授 業 形 態 講義 
科 目 区 分 専門科目 開 講 時 期 3 年前期 必修・選択 必修 

対象履修 

プログラム 

建築学 
担当教員 

勅使川原 正臣 

キーワード 建築，構造，設計，鉄筋コンクリート 

授業の概要 

鉄筋コンクリート構造（RC 構造）は鉄筋とコンクリートという異種の材料を組合

せて外力に抵抗する複合構造である．したがって，外力に対する抵抗メカニズムや

部材の設計法は木造や鉄骨造とは異なった複雑な方法が用いられている．本講義で

は代表的な部材であるはりと柱を中心として抵抗メカニズムと設計法について講

義する． 

授業の目標 

1．鉄筋コンクリート（RC）構造の原理と特徴を理解する． 
2．RC 構造の力学の基本概念を理解する． 
3．RC 構造の構造設計法を理解する． 
4．曲げ・軸力・せん断力を受ける RC 部材の挙動と設計法を習得する． 

基礎となる科目 建築構造力学及び演習，コンクリート工学 
関連して履修が

望ましい科目 

建築材料工学，鉄骨構造，構造・材料実験法，耐震工学，構造設計工学，建築基礎

工学 

授 業 内 容 

 

第 1 週 RC 構造の歴史，特徴，代表建築物、施工、構造設計における技術者の

責任 
第 2 週 コンクリート，鉄筋の性質 許容応力度 
第 3 週 RC 部材の力学の基本概念 
第 4 週 曲げを受ける断面 

曲げと軸力を受ける断面 第 5 週 
第 6 週 
第 7 週 柱・梁のせん断 
第 8 週 耐震壁の性能                                
第 9 週 柱・梁接合部と付着定着 
第 10 週 スラブ 
第 11 週 地震被害と地震対策 
第 12 週 許容応力度計算 
第 13 週 保有水平耐力 
第 14 週 RC 部材の変形性能 
第 15 週 RC 構造の計算例 

教科書・参考書 

教科書：「鉄筋コンクリート構造を学ぶ」理工図書，参考書：鉄筋コンクリート構

造計算規準・同解説，鉄筋コンクリート造建物の耐震性能評価型指針（案）・同解

説 日本建築学会 
その他，必要に応じてプリントを配布する． 

授業の形式 
教科書，板書およびプリントを中心として講義を進める． 
例題・演習問題，小テストを通して理解を深める． 

評価方法 小課題(数回)，期末試験の結果により総合判断し，60%以上を合格とする． 

履修上の注意 
講義中に例題や演習問題を解いたり，小課題を行うので，電卓を必ず持参のこと 
 

質問への対応 

方法 

講義中の質問を歓迎する．電子メールでの質問も受け付ける．また，電子メール等

での質問のアポイントメントにも適宜対応する．（内線：3580，Email：
teshi@corot.nuac.nagoya-u.ac.jp） 

メッセージ 

鉄筋コンクリート構造は、その経済性と耐久性等のために我が国に非常に普及して

いる．構造の特徴をよく理解し安全な建築構造物の設計に取り組んでもらいたい． 
 

 



 
科  目  名 構造・材料実験法 単位数  ２ 授業形態 講義・実験 
科 目 区 分 専門科目 開講時期 ３年春学

期 
必修/選択 必修 

対象履修 

プログラム 

建築学 担当教員 勅使川原 正臣，長江 拓也，尾崎 文
宣，平井 敬，浅井 竜也 

授業の概要 

 
建築物に用いられる主要な構造材料に関する基礎的な実験方法を学習するとと

もに，各種材料に実際に触れ，材料・構造部材の性能を測定する。試験体の作成，

各種測定，載荷などを実際にグループワークで行い，性能論に立脚した材料性能

と部材性能の階層構造を理解するとともに、チームで遂行する力を涵養する。 
授業の目標 ・材料・構造実験法の原理を理解し，説明できる。 

・実験データ整理手法に関して理解し，説明できる。 
・コンクリート部材の設計，施工，性能検証実験の原理を理解し，説明できる。 
・チームで役割分担を考慮しながら目的を達成できる。 

基礎となる科目 コンクリート工学・鉄骨構造 

関連して履修が望

ましい科目 

鉄筋コンクリート構造，建築材料工学，コンクリート工学，建築生産システム 

授業内容 １ 実験の目的および安全管理 

２ 材料力学および測定原理 

３ 実験の背景となる物理・化学現象 

４ セメント・混和材の性質，フレッシュコンクリートの試験 

５ 骨材試験 

６ コンクリートの調合設計と試し練り 

７ コンクリートの打設 

８ コンクリートの圧縮試験 

９ 鋼管柱座屈試験 

10 木材の強度試験 

11 鉄筋の引張試験 

12 H 形鋼の曲げ試験 

13 RC 梁用鉄筋の組み立て 

14 RC 梁の曲げ試験 

15 振動実験 
教科書・参考書 やさしい構造材料実験：谷川他（森北出版） 
授業の形式 

 
・板書およびプリントを用いた説明する。・講義・実験の内容に対して，毎回全

員からレポートを提出させる。班ごとに実験を実施し，その都度の解説を行う。 
評価方法 毎回の講義に対してのレポートの内容によって理解度を評価するとともに，実験

結果に関するレポートによって評価する。60％以上の成績を合格とする。 
履修条件・注意事

項等 
実験に関しては，安全確保が最優先である。受講する者は，服装や体調などに注

意すること。サンダル，スカート，その他実験器具に巻き込まれるようなものは

着用禁止。 
質問への対応 担当教員連絡先：浅井:内線 3767 , asai.tatsuya@k.mbox.nagoya-u.ac.jp 時間外

の質問は、講義終了後教室か教員室で受け付ける。事前に担当教員に電話がメー

ルで時間を打ち合わせること 

メッセージ ものを実際に作ること，それがどのような性能をもつのか，ということを理解で

きる授業です。 
 



科  目  名 建築法規 単 位 数 1 授 業 形 態 講義 

科 目 区 分 
専門科目 開 講 時 期 3 年春学

期 

必修・選択 必修 

対象履修 

プログラム 

建築学 
担当教員 

尾崎文宣，非常勤講師 

キーワード 建築基準法，都市計画、都市景観，防火，規制，防災，安全，安心 

授業の概要 

本授業は，私たちが住む都市を安全・安心で住みやすいまちとするための基準とな

る法律である，建築基準法，都市計画法，都市景観法について，その背景や設計，

審査の実状を交えながら概説する．これにより，１級建築士受験に必要な建築法規

に関する基本的な知識（基礎力）を習得するとともに，倫理的観点から，法律遵守

の重要性等についても理解を深めることを目的とする．  

授業の目標 

・１級建築士受験に必要な建築法規に関する基本的な知識を習得する． 
・倫理的観点から，法律遵守の重要性等について理解を深める． 

基礎となる科目 
なし 
 

関連して履修が

望ましい科目 

なし 

授 業 内 容 

 

第 1 週 ガイダンス・建築基準法の概要と改正等 

第 2 週 法令用語と定義 

第 3 週 一般構造に関する規定、構造強度 

第 4 週 防火・避難に関する規定、道路・用途に関する規定 

第 5 週 面積・高さ・日影に関する規定，総合設計・建築協定等の誘導手法 

第 6 週 確認・検査・違反等の手続規定 

第 7 週 都市計画法制について（名古屋市に即して) 

第 8 週 都市景観について（名古屋市に即して) 

第 9 週 ― 

第 10 週 ― 

第 11 週 ― 

第 12 週 ― 

第 13 週 ― 

第 14 週 ― 

第 15 週 ― 

教科書・参考書 
教科書：初めての建築法規，学芸出版社  
参考書：なし  

授業の形式 教科書，板書，配布プリント等により講義を進める．  

評価方法 講義期間中に数回実施する課題レポートにて評価し、60％以上を合格とする． 

履修上の注意 教科書等により、予習復習を十分に行うこと． 

質問への対応 

方法 

講義終了時に対応する．また，時間外の質問は，電子メールによる質問を受け付け

るほか，電話・電子メールによるアポイントメントを随時受け付ける．（電子メー

ル ozaki@nuac.nagoya-u.ac.jp） 

メッセージ 

講義を通じて、建築に関する法規制について理解して，１級建築士受験に必要な建

築法規に関する基本的な知識（基礎力）を習得にとどまらず，近年の情報公開と自

己責任の流れの中で，社会や市民に対し、技術者の責任を果たしていくための基本

的な知識を習得して欲しいと思います。 
 



科  目  名 防災安全 単 位 数 1 授 業 形 態 講義 

科 目 区 分 
専門科目 開 講 時 期 3 年春学

期 
必修・選択 必修 

対象履修 

プログラム 

建築学 
担当教員 

尾崎文宣，森保宏，護雅史 

キーワード 安全，リスク，安心，災害，防災，地震，火災 

授業の概要 

本講義の目的は，各種災害に対して安全な建築を設計するためにはどのような点に

配慮する必要があるのかを深く理解することにある．講義では，先ず，建築・土木・

その他の分野における事故・災害を概観すると共に，安全工学の基本を概説する．

続いて，日本における地震災害を振り返り、その特徴と課題について考える。最後

に，建築物と火災の関係を説明し，過去の火災事例を踏まえながら火災安全設計の

原則を学ぶ．このように，建築に関する防災と安全の問題に対して，多面的な観点

から講義を行う．  

授業の目標 

・安全工学とリスクマネジメントの概要を理解し，簡単な問題に適用できる． 
・安全・安心なまちづくりに資するよう、過去の地震災害から様々な教訓を学ぶ． 
・火災現象と建築物の防耐火対策を知ることで火災安全設計の原理・原則が理解で

きる． 

基礎となる科目 
確率と統計 
 

関連して履修が

望ましい科目 

物理環境工学 
 

授 業 内 容 

 

第 1 週 総論：安全とは， 安全を脅かすもの，リスクと安心  

第 2 週 事例に基づく事故・災害の要因分析  

第 3 週 安全確保のための技術とリスクマネジメント  

第 4 週 過去の地震災害に学ぶ  

第 5 週 過去の建築火災事例からの教訓，建築物の火災時避難計画 

第 6 週 建物内の火災性状 

第 7 週 防火区画設計と耐火設計 

第 8 週  

第 9 週  

第 10 週  

第 11 週  

第 12 週  

第 13 週  

第 14 週  

第 15 週  

教科書・参考書 
参考書：村上陽一郎：安全学，事例に学ぶ建築リスク入門，日本建築学会：火災安

全設計の原則 

授業の形式 
板書，配布プリント、パワーポイントにより講義を進める． 
 

評価方法 講義期間中に数回実施する課題レポートにて評価し、60％以上を合格とする。 

履修上の注意  

質問への対応 

方法 

講義終了時に対応する．また，時間外の質問は，電子メールによる質問を受け付け

るほか，電子メールによるアポイントメントを随時受け付ける． 
ozaki@nuac.nagoya-u.ac.jp, yasu@urban.env.nagoya-u.ac.jp 
m.mori@nagoya-u.jp 

 



 

 

科  目  名 建築設計及び演習第 2 単 位 数 3 授 業 形 態 講義・演習 

科 目 区 分 
専門科目 開 講 時 期 3 年秋学

期 
必修・選択 選択 

対象履修 

プログラム 

建築学 
担当教員 

宮脇 勝，小松 尚，高取千佳 
大嶽清和（非常勤講師），降旗範行 (非
常勤講師) 

キーワード 建築設計，都市設計 

授業の概要 
都市的なスケールに影響を与える複雑なプログラムを有する建築，大規模な建築群

を取り上げて，空間の計画・デザイン技術，チーム力の習得をはかる．  

授業の目標 

・15 週を前後半に分けて，２課題に取り組む。両課題に共通して，課題内容に関連

する建築・都市の問題点を共同で調査・分析し，チームで仕事をする能力を養う．

さらにそれら問題点を解決するための計画・デザインの専門知識・技術の習得と，

着想・計画・デザイン能力，技術力および表現力を養う． 
・第一課題では，地方都市の中核に位置する文化施設を対象とする． 
・第二課題では，比較的大規模かつ都市的な複合施設の計画・デザインに取り組む． 

基礎となる科目 
空間設計工学及び演習第１・第２，建築設計及び演習第１，造形演習第１・第２，

情報処理及び演習 
関連して履修が

望ましい科目 

総合設計及び演習第１・第２ 

授 業 内 容 

 

第 1 週 ・第一課題の出題．対象敷地の見学 
・講義と学生によるプログラムの発表およびディスカッション 
・エスキス１（作業用の模型およびスケッチを提出する） 

第 2 週 

第 3 週 

第 4 週 ・エスキス２（同上） 
・エスキス３（同上） 
・エスキス４（同上） 

第 5 週 

第 6 週 

第 7 週 ・エスキス５（同上） 
・第一課題の講評会と第二課題の説明 
・講義と学生によるプログラム発表およびディスカッション 

第 8 週 

第 9 週 

第 10 週 ・エスキス１（作業用の模型およびスケッチを提出する） 
・エスキス２（同上） 
・エスキス３（同上） 

第 11 週 

第 12 週 

第 13 週 ・エスキス４（同上） 
・エスキス５（同上） 
・最終講評会 

第 14 週 

第 15 週 

教科書・参考書 コンパクト建築設計資料集成，建築設計資料集成総合編（日本建築学会） 

授業の形式 

建築学プログラムの創成科目として，マンツーマンの草案指導（エスキス）を行う．

エスキスは，学生の主体的・創造的な提案に基づいて行われるので，希薄な提案の

場合にはエスキスもそれに応じたものとなる． 

評価方法 

指定された期限内に予め指定された成果物を提出することを最低基準とする．評価

については，設計条件の理解度，技術の習得度，成果物の着想・計画/デザイン・表

現における完成度，講評会（原則として優秀作品を中心にして発表）での発表など

を，各担当教員が総合的に採点し，その平均点 60 点以上を合格とする．  
履修上の注意 エスキスは必ず受けること． 講評会での発表も重要な評価項目となる． 

質問への対応 

方法 

エスキスでのマンツーマン指導ですべての質問に対応する．また，適宜ＴＡへの相

談を行ってもよい．連絡先 (宮脇：miyawaki@nuac.nagoya-u.ac.jp、小松：

c42719a@cc.nagoya-u.ac.jp) 

メッセージ 
教官のエスキスに依存するのではなく，積極的に自らの課題を発見し，創造的な提

案を行う姿勢を期待する． 
 



 

 

科  目  名 建築史第２ 単 位 数 ２ 授 業 形 態 講義 

科 目 区 分 
専門科目 開 講 時 期 3 年春学

期 
必修・選択 必修 

対象履修 

プログラム 
建築学 担当教員 片木篤 

キーワード 西洋建築史 

授業の概要 

古代から近世までの西洋建築･都市のデザインと技術を，自然条件や社会条件（政

治・経済・社会・文化的背景）を踏まえて概観し，建築・都市を計画・設計する際

の基礎知識を習得する． 

授業の目標 

・古代から近世までの西洋建築・都市について，それぞれの様式ごとに，自然条件

や社会条件（政治・経済・社会・文化的背景）を踏まえた上で，要素と構成法，平

面・立面・断面形，それを可能にした構造技術を理解する． 
・建築・都市を計画・設計する際応用可能な基礎知識ばかりでなく，自然や社会に

対する建築のあり方を学習する． 
基礎となる科目 都市と文明の歴史，建築史第１ 
関連して履修が

望ましい科目 

建築史第３ 
 

授 業 内 容 

 

第 1週 エジプト 
ギリシャ 
ローマ 

第 2週 

第 3週 

第 4週 初期キリスト教・ビザンチン 
ロマネスク 
ゴシック１（ゴシック教会総論） 

第 5週 

第 6週 

第 7週 ゴシック２（ゴシック教会各論） 
中世の都市・住宅建築 
ルネサンス１（ヒューマニズム思想と教会建築） 

第 8週 

第 9週 

第 10週 ルネサンス２（ルネサンスの都市・住宅建築） 
バロック１（反宗教改革と教会建築） 
バロック２（バロックの都市・住宅建築） 

第 11週 

第 12週 

第 13週 １８世紀１（18世紀前半英仏の都市・建築） 
１８世紀２（18世紀後半英仏の都市・建築） 
１９世紀（折衷主義と復興主義） 

第 14週 

第 15週 

教科書・参考書 日本建築学会編『西洋建築史図集』彰国社 

授業の形式 
概要と図版を掲載したプリントに沿って講義を進めた後，スライドにより個々の建

物に補足説明を加える． 

評価方法 

西洋の伝統的建築を一つ選び、その特徴を記述し、内観・外観パースを描くという

レポート（50％）を課すとともに、定期試験（50％）の結果を総合して，60 点以
上を合格とする．レポート未提出または定期試験欠席の場合は「欠席」とする． 

履修上の注意 
個々の建物については，図面やスライドを通して、平･立･断面形や外観など建築形

態をとらえるように心がけること． 
質問への対応 

方法 

講義終了後の質問は，講義室，研究室，電話，メール（ES総合館 511，内線 3582，
katagi@corot.nuac.nagoya-u.ac.jp）で随時受け付ける． 

メッセージ 

西洋の伝統的建築は，過去の遺物ではなく，我々が設計する際の生きた参照物であ

り，また乗り越えていくべき目標でもある．そうした視座でもって講義に臨んでも

らいたい． 
 



科  目  名 建築計画第２ 単 位 数 2 授 業 形 態 講義 

科 目 区 分 
専門科目 開 講 時 期 3 年秋学

期 
必修・選択 選択 

対象履修 

プログラム 

建築学 
担当教員 

恒川和久 

キーワード 建築計画，建築プログラム，各種施設，計画・設計プロセス 

授業の概要 

建築計画とは何かという問からはじめ，建築設計の各種課題について事例を示しな

がら，背景となる歴史や社会制度，建築構法，使われ方などを踏まえ，「用」の観

点から建築の空間構成，機能などについて高度な専門知識を自ら獲得する力をつけ

る．特に，医療福祉施設，オフィス，劇場・集会施設などを扱う．また，建築と社

会とを結びつけている関連分野への理解を求める． 

授業の目標 

建築（施設）は，制度を視覚化する単位として社会的な存在である。それを理解す

るために，具体的事例の考察を通して，そこで行われる様々な営みと建築空間のか

かわりや現代的課題を把握する。それらを複眼的な視点で設計に反映させるために

必要な建築プログラムを「理解する目」と「考える力」を習得する． 
基礎となる科目 空間設計論，建築計画第１，確率と統計 
関連して履修が

望ましい科目 

建築設計及び演習第２，都市・国土計画 
 

授 業 内 容 

 

第 1 週 建築計画と設計プロセス 
第 2 週 オフィス 1：基準階の平面・断面計画 

オフィス 2：近代建築の成立とオフィスビルの歴史 

オフィス 3：企業の経営戦略，新しいワークスタイル 
第 3 週 

第 4 週 

第 5 週 医療福祉施設 1：病院という制度，近代施設の成立，施設の機能 

医療福祉施設 2：病院計画と患者サービス，運営効率化，地域計画 

医療福祉施設 3：福祉施設という制度，ｹｱ環境，居住性，新展開 

第 6 週 

第 7 週 

第 8 週 劇場・ホール・集会施設 1：劇場の構図と成り立ち、日本の劇場の近代化 
劇場・ホール・集会施設 1：劇場の機能と空間構成 
劇場・ホール・集会施設 1：地域施設としての 

第 9 週 

第 10 週 

第 11 週 ファシリティマネジメント 1：ＦＭの概念、背景、目的 

ファシリティマネジメント 2：ＬＣＣ，コンバージョン等 第 12 週 

第 13 週 公共施設とまちづくり 1：自治体が抱える課題とＦＭ 
公共施設とまちづくり 2：公共施設再編と長期施設利用計画 

公共施設とまちづくり 3：合意形成、住民参加、プログラミング 
第 14 週 

第 15 週 

教科書・参考書 

教科書：日本建築学会編『コンパクト建築設計資料集成』丸善、授業中に適宜プリ

ント配布 
参考書：授業中に適宜紹介する 

授業の形式 

スライドを中心に配付資料を見ながら講義を行う．文字のほか，概念図や建築スケ

ッチを多く板書し，それを写すことによって考え方を理解する．また，課題をレポ

ート形式で求める．  

評価方法 

・ 各教員の課すレポート（40％）及び、期末試験の成績（60％）の合計得点によ

って評価する． 

・ 試験は各教員の授業回数に応じて按分して得点化する． 

・ 合計点の 100 点満点換算で 60 点以上を合格とする． 

履修上の注意 自分で課題を考え，自分で理解することを基本におく． 

質問への対応 

方法 

・質問があれば，メールにて行うか，あるいは，メールで面談の予定を入れる． 

メールアドレス： tsune@nagoya-u.jp  

メッセージ 

この授業は単に知識を得ることを目的とするのではなく，建築設計において建築計

画上考えるべき観点が多様にあり，それらの内に課題を発見し，自らの解決を図る

能力を養うことを狙う．従って，授業を聴講するだけではなく，評価の定まった施

設や弾力的なプログラムによって実現された施設を自ら実際に見学し，並行して取

り組む設計課題で具現的なデザインとして統合することが望まれる． 
 



科  目  名 都市・国土計画 単 位 数 2 授 業 形 態 講義 

科 目 区 分 
環境土木工学：関連専門科目 
建築学：専門科目 

開 講 時 期 
3 年秋学

期 
必修・選択 選択 

対象履修 

プログラム 
建築学，環境土木工学 担当教員 宮脇勝・中村晋一郎 

キーワード 都市・国土計画思潮，近現代都市計画，まちづくり，景観デザイン 

授業の概要 

多様な国内外諸都市の現状と課題，最新の取り組みを紹介した上で，都市計画・国

土計画の歴史（成立背景）を概説し，国内外の近年の都市計画・景観計画・国土計

画の内容・策定プロセス・実現施策と関連制度・体制を解説する．授業を通じて，

日本の都市・国土計画の特徴・課題・展望を理解する． 

授業の目標 

本授業の目的は次の３つである． 
 １．都市・国土計画を環境・社会・経済・生活の質に深く関わる重要な分野 
   として認識すること 
 ２．基礎知識として，都市・国土計画の歴史（成立背景）を学ぶこと 
   （基礎力の涵養） 
 ３．現在の都市・国土計画の体系を空間レベル毎に理解すること 
   （創造力・総合力の涵養） 
 また，本授業の達成目標は，次の通りである． 
・多様な国内外諸都市の現状と課題，取り組みの全体像を，事例を交えて， 
 文章にて解説することができる． 
・現在の都市・景観・国土計画の体系を，その成立背景も含めて，包括的に図と文 

章にて解説することができる． 
・日本の都市・景観・国土計画の特徴・課題を踏まえて，今後の展望やあるべき姿 
 に関する自分の意見を持ち，それを任意の形式で提示することができる． 

基礎となる科目 都市と文明の歴史，都市と環境，空間計画論 
関連して履修が

望ましい科目 
空間設計論，建築学特別講義，土木史 

授 業 内 容 

 

第１部 イントロダクション（前半：国土計画、後半：都市計画） 
 ・授業の進め方等，身近な都市圏の現状と課題，最近の取り組み 
 ・多様な国内外諸都市の現状と課題，最新の取り組み（先進国） 
 ・多様な国内外諸都市の現状と課題，最新の取り組み（発展途上国） 
第２部 都市計画・国土計画の歴史（前半：国土計画、後半：都市計画） 
 ・様々な都市計画思潮 
 ・近代都市計画の成立（欧米そして日本） 
 ・現代都市計画へ（1945 年以降のプランニング・セオリーの展開他） 
 ・日本の「まちづくり」と「景観計画」 
第３部 近年の都市計画・国土計画の内容・策定プロセス・実現施策と関連制度・
体制（国内外）（前半：国土計画、後半：都市計画） 
 ・国土レベル  ・都市圏レベル 
 ・自治体レベル ・地域レベル 
 ・地区レベル  ・街区レベル 
日本の都市・国土計画の特徴・課題・展望（総括） 

教科書・参考書 

教科書（後半）：ランドスケープと都市デザイン（朝倉書店） 
参考書：国土計画の変遷-効率と衡平の計画思想（鹿島出版会），まちづくりキーワ

ード事典（学芸出版社），世界の SSD100：都市持続再生のツボ（彰国社） 
授業の形式 教科書、配付資料及びパワーポイントに基づく講義 

評価方法 
各回の出席を前提に，レポートと最終試験（前半の国土計画と後半の都市計画の総

合試験）で評価し，100 点満点で 60 点以上を合格とする． 
履修上の注意 各回の出席を前提とする． 

質問への対応 

方法 

・時間外の質問は講義終了後に教室等で受け付ける 
・E-mail：miyawaki@nuac.nagoya-u.ac.jp(宮脇) 

shinichiro@civil.nagoya-u.ac.jp(中村) 

メッセージ 
国内外の都市・国土計画の歴史，内容・策定プロセス・実現施策と関連制度・体制

を包括的に学び，今後の都市・国土計画のあり方を幅広く議論することを期待する． 



科  目  名 設備工学 単 位 数 2 授 業 形 態 講義 
科 目 区 分 専門科目 開 講 時 期 3年秋学期 必修・選択 選択 
対象履修プログラム 建築学 担 当 教 員 奥宮正哉，齋藤輝幸 

キーワード 建築設備，省エネルギー，室内環境 

授業の概要 

環境システム工学で述べたシステムの設計・制御に関する基礎理論をもとに，その

応用についての講義を行う．建物内において我々の生活を支える基本的な建築設備

システムや，省エネルギー的な側面から重視される未利用エネルギー・自然エネル

ギー利用システムなどについて，システムの目的・特徴，構成，期待される効果な

どを講義する．また，建物環境性能評価法や住宅の省エネ基準について講義する． 

授業の目標 

主な建築設備システムについて，それぞれの目的・特徴，構成，期待される効果，

都市環境や室内環境との関係を理解するとともに，責任ある技術者としてそれらの

設計を行うために必要な，システムの各構成要素ならびにシステム全体としての入

出力特性などを把握し，建築設備システムに関する総合的専門知識を身に付ける． 
基礎となる科目 物理環境工学，環境システム工学，人間環境工学，衛生工学 
関連して履修が

望ましい科目 

環境システム設計及び演習，総合設計及び演習第 1(環境設備)，社会環境保全学，
流れの力学及び演習 

授 業 内 容 

 

第 1週 建築設備の基礎 
・建物内の輸送設備，電気設備，熱源設備，自動制御について，基本的事

項を学ぶ． 
第 2週 

第 3週 

第 4週 

第 5週 熱源・空調システム 
・地域冷暖房，蓄熱システム，未利用エネルギーの有効活用，コージェネ

レーションシステム・燃料電池などについて，システムの目的・特徴，

構成・概要を理解する．また，建物環境性能評価法について目的・概要

を理解する． 

第 6週 

第 7週 

第 8週 

第 9週 

第 10週 自然エネルギーの有効利用 
・太陽・風力エネルギーシステム，雨水利用システムなどの目的・特徴，

構成・概要を理解する． 
第 11週 

第 12週 建築設備見学 
第 13週 室内環境と省エネルギー基準 

・室内温熱環境，室内空気質問題，換気設備，省エネルギー基準などにつ

いて学ぶ． 
第 14週 

第 15週 

教科書・参考書 

授業中にプリントを配布する．【参考書】新建築学大系 27巻 設備計画（彰国社），
空気調和・衛生工学便覧（空気調和・衛生工学会），建築・都市エネルギーシステムの

新技術（空気調和・衛生工学会） 

授業の形式 スライドおよび配布資料に基づく講義と，実際に稼動する設備の見学を行う． 

評価方法 
期末試験の結果により判断し，100 点満点で 60 点以上を合格とする．期末試験の
欠席者は「欠席」とする． 

履修上の注意 

環境システム工学での講義内容と本講義の第１週～第３週で述べる建築設備の基

礎を踏まえ，本講義では建築設備の先端的なものをトピックス形式で概説するもの

である．これに対応して自分自身でもインターネットなどを利用して関連技術の情

報収集に努めることが望ましい． 

質問への対応 

方法 

講義終了時等に対応する．講義時間外での質問については，電子メール等によりア

ポイントメントをとることが望ましい． 
奥宮正哉（789-4653；okumiya@davinci.nuac.nagoya-u.ac.jp） 
齋藤輝幸（789-5240；saito@nuac.nagoya-u.ac.jp） 

メッセージ 

将来，自分が設計・施工する建築物をよりよくするため，進学や就職の分野に関わ

らず建築設備システムに関する知識を身に付けるとともに，都市環境や室内環境と

の関係を理解し，考えてほしい． 



科  目  名 環境システム設計及び演習 単 位 数 2.5 授 業 形 態 講義・演習 

科 目 区 分 専門科目 開 講 時 期 3 年秋学期 必修・選択 選択 
対象履修 

プログラム 
建築学 担 当 教 員 

奥宮正哉，齋藤輝幸，飯塚悟，鵜飼真

貴子 
キーワード 事務所，PAL 計算，空調熱負荷計算，空調設備設計，給排水設備設計，省エネルギー 

授業の概要 

事務所ビルの基本計画演習を行い，その事務所ビルに対して空調負荷低減対策と空

調・給排水設備に関する負荷計算および設計演習を行う．これにより都市環境問題

等を踏まえた省エネルギー性能向上の必要性と緊急性，およびそれに対する技術者

としての責任を理解し，基本的な省エネルギー手法に関する知識と実務的な設計知

識を身につける．また，演習時のエスキスを通してコミュニケーション能力も養う． 

授業の目標 

・事務所ビルの基本計画ができる． 
・空調負荷低減の必要性と具体的な方法およびその評価法を理解し，PAL 計算を行

うことができる． 
・空調負荷となる各要素を理解し，空調熱負荷計算を行うことができる． 
・各種空調方式を理解し，空調機・ダクト系統およびファンコイルユニットの設計・

選定を行うことができる． 
・給排水負荷の評価法を理解し，負荷計算および給排水設備の設計ができる． 

基礎となる科目 人間活動と環境，物理環境工学，環境システム工学，人間環境工学，衛生工学 
関連して履修が

望ましい科目 

設備工学，総合設計及び演習第 1(環境設備)，社会環境保全学，流れの力学及び演

習 

授 業 内 容 

 

第 1 週 
演習内容全体の説明を行い，建築設備設計の概要について講義を行う．ま

た，事務所ビルの基本計画演習を行う． 
第 2 週 

第 3 週 

第 4 週 省エネルギー計画の必要性とその概要について講義し，省エネルギー計画

（PAL 計算）演習を行う． 第 5 週 

第 6 週 空調ゾーニングと空調熱負荷計算の概要について講義し，空調熱負荷計算

演習を行う． 第 7 週 

第 8 週 
空調方式の概説，空調ダクト設計と吹出し口選定の概要，空調機設計と

FCU 選定の概要について講義を行う． 
講義内容に基づき，空調ダクト系および空調機設計と FCU 選定に関する

演習を行い，ダクト平面図や空調系統図の作成を行う． 

第 9 週 

第 10 週 

第 11 週 

第 12 週 

第 13 週 建築設備見学 
第 14 週 

給排水設備設計の概要について講義し，給排水設備設計演習を行う． 
第 15 週 

教科書・参考書 

授業中にプリントを配布する．【参考書】新建築学大系 27 巻 設備計画（彰国社），空気

調和設備の実務の知識（オーム社），給排水・衛生設備の実務の知識（オーム社），空気

調和・衛生工学便覧（空気調和・衛生工学会） 

授業の形式 配布資料に基づく説明・演習と，実際に稼動する設備の見学を行う． 

評価方法 
提出図面，各種計算・設計書およびエスキス時の取組状況や進捗状況により総合的に判

断し，100 点満点で 60 点以上を合格とする．３課題以上の未提出者は「欠席」とする． 

履修上の注意 

課題提出時はコピーをとり，各計算書提出時にはゾーニングを示す図面を毎回添付

すること．また，参考書や設計資料集成を参照して関連情報の把握に努めるととも

に，確認・質問事項を明確にした上でエスキスに臨むこと． 

質問への対応 

方法 

エスキスおよび講義時に対応する．授業時間外での質問については，電子メール等

によりアポイントメントをとることが望ましい． 
奥宮正哉（789-4653；okumiya@ davinci.nuac.nagoya-u.ac.jp） 
齋藤輝幸（789-5240；saito@nuac.nagoya-u.ac.jp） 
飯塚 悟（789-3751；s.iizuka@nagoya-u.jp） 

メッセージ 
将来，自分が設計・施工する建築物をよりよくするため，進学や就職の分野に関わ

らず，建築設備設計に関する基本的な知識を身に付けてほしい． 



 

 

科  目  名 建築構造解析及び演習 単 位 数 2.5 授 業 形 態 講義・演習 

科 目 区 分 専門科目 開 講 時 期 3 年秋学期 必修・選択 選択 

対象履修コース 

建築学 

担当教員 

荒木慶一，長江 拓也 

E-mail:  yoshikazu.araki@nagoya-u.jp 
nagae@nagoya-u.jp 

キーワード 構造解析，プログラム，計算機，有限要素法，動的解析 

授業の概要 

骨組構造物の応力解析法に関する理論と数値解析法を学び，実際にワークステーシ

ョンを使用してプログラムを作成し，これを用いた解析を行なうことによって，構

造解析の基礎を学習すると共に，今後あらゆる場で必要となる計算機の利用法につ

いても併せて学習する． 

授業の目標 

・ 構造物の設計における構造解析法の内容を理解する． 

・ 構造解析の理論を理解し，計算機プログラミングにより実際に構造物を解析す

る方法を理解し，計算機を利用した演習を通してそれを体得する． 

・ 構造形式による力の流れ方の相違を，演習課題を解くことを通して理解する． 

基礎となる科目 
力学 I，力学 II，構造物と技術の発展，形と力，数学 1及び演習，建築構造力学及

び演習，応用構造力学及び演習 

関連して履修が

望ましい科目 

構造設計工学，鉄骨構造，鉄筋コンクリート構造，耐震工学 

授 業 内 容 

 

第 1 週 トラス構造の解析方法（基本式の誘導） 

第 2週 トラス構造の解析方法（部材座標系と全体座標系） 

第 3週 トラス構造の解析方法（応力解析の方法） 

第 4週 骨組構造の解析方法（基礎式の誘導） 

第 5週 骨組構造の解析方法（応力解析の方法） 

第 6週 プログラミング演習（トラス構造の解析プログラム作成） 

第 7週 プログラミング演習（演習問題の解析） 

第 8週 プログラミング演習（演習問題の解析） 

第 9週 構造物の動的解析法（基礎理論） 

第 10 週 構造物の動的解析法（数値計算法） 

第 11 週 構造物の動的解析法（応答スペクトル法等への応用） 

第 12 週 プログラミング演習（動的解析プログラムの作成） 

第 13 週 プログラミング演習（演習問題の解析） 

第 14 週 プログラミング演習（演習問題の解析） 

第 15 週 汎用構造解析プログラムによる事例紹介，まとめ 

教科書・参考書 なし．参考資料などを配布． 

授業の形式 講義形式 

評価方法 課題レポートにより総合評価し，60%以上の得点を合格とする． 

履修上の注意  

質問への対応 

方法 

・ 講義中，適宜の質問に応じる． 

・ 講義時間外の質問は，電子メールの利用を勧める． 

・ 演習中は担当教員と TAが適宜の質問に応じる． 

メッセージ 
学習内容が何を目的としたものであるのかに常に意識的であってください．そうす

ることで学習効果は倍増します．  

 
 



科  目  名 構造設計工学 単 位 数 2 授 業 形 態 講義 
科 目 区 分 専門科目 開 講 時 期 3年秋学期 必修・選択 選択 

対象履修 

ﾌﾟﾛｸﾞﾗﾑ 

建築学 
担当教員 

森 保宏 

キーワード 構造性能，荷重・外力，構造設計法，耐震設計法，限界状態設計法 

授業の概要 

建築物の構造安全性・使用性を確保するための構造設計法について，建築基準法の

位置付け，性能設計における性能水準の定量的評価法および具体的な設計手法とし

ての限界状態設計法を習得した後，各種設計用荷重の評価方法，および，現行の耐

震設計基準について学ぶ． 

授業の目標 

・基準法の位置付けと性能設計の概念，建物の安全性のあり方，および構造設計に

おける技術者の責任について理解し，説明できる． 
・人工的現象／自然現象から荷重の評価方法を理解し，説明できる． 
・新耐震設計法の特徴を，旧震度法と比較しながら理解し，説明できる． 
・限界状態設計法の基本的な考え方を理解し，説明できる． 

基礎となる科目 
形と力，建築構造力学及び演習，応用構造力学及び演習，鉄骨構造，鉄筋コンクリ

ート構造，構造・材料実験法，耐震工学，防災安全 
関連して履修が

望ましい科目 

建築構造解析及び演習，建築基礎工学 

授 業 内 容 

 

第 1週 I.概説：構造設計とは，荷重・耐力・限界状態，荷重と荷重効果，建築物

の安全性とリスクマネジメント 
第 2週 Ⅱ.安全性を確保する技術と考え方：基準法と建築物の安全性，性能設計

と自己責任，技術者の責任とリスクコミュニケーション 
第 3週 統計データの処理方法と確率紙，設計荷重と超過確率 

性能の尺度：重要度係数（住宅の品質確保促進法），再現期間  
第 4週 限界状態超過確率，信頼性指標，リスク 
第 5週 構造設計法：①許容応力度設計法，②終局強度設計法，③限界状態設計法，

目標性能水準の設定，荷重･耐力係数 
第 6週 Ⅲ.荷重・外力の評価：荷重の組合せ，固定荷重，積載荷重（温度荷重） 
第 7週 雪荷重と耐雪設計 
第 8週 

風荷重と耐風設計 
第 9週 

第 10週 Ⅳ.耐震設計基準：震災の教訓と耐震設計法の変遷， 
地震時における建築物の挙動，応答スペクトル，多層骨組の応答 
旧震度法の問題点 

第 11週 

第 12週 

第 13週 新耐震設計法 ①動的応答特性と設計用地震荷重，②一次設計と二次設計 
③偏心率と剛性率，④必要保有水平耐力，⑤保有水平耐力の算定法 
地震リスクマネジメント 

第 14週 

第 15週 

教科書・参考書 
参考書：事例に学ぶ建築リスク入門（技報堂），地震と建築防災工学（理工図書），

建築物荷重指針・同解説（日本建築学会），必要に応じてプリントを配付 

授業の形式 
板書，配布プリントに基づいて講義を進める． 
理解を深めるため，レポートを課す． 

評価方法 
レポート（8 回程度，30%）と期末試験（70%）の結果より総合判断し，60%以上
を合格とする． 

履修上の注意 授業中に演習問題を課す場合があるので，電卓を持参すること 

質問への対応 

方法 

講義中の質問を歓迎する．また，時間外では特に定まったオフィスアウアーは設け

ないが，電子メールでの質問を受け付けほか，電子メール等でのアポイントメント

にも適宜対応する．（内線：3769，Email：yasu@urban.env.nagoya-u.ac.jp） 

メッセージ 

構造設計法には，ルール（法律）としての側面があり，これを守れば十分と思われ

がちですが，絶対安全ではありません．構造設計法には，現状の性能水準を明らか

にし，より良い構造物（少なくともその選択肢）を提供するためのツールとしての

側面もあります．建築に携わる者として，建築物の安全性について社会に対する最

低限の説明責任を果たすためにも，この両者を身に付けてもらいたいと思います． 



科  目  名 建築基礎構造 単 位 数 2 授 業 形 態 講義 

科 目 区 分 
専門科目 開 講 時 期 3 年秋学

期 
必修・選択 選択 

対象履修 

プログラム 

建築学 
担当教員 

護 雅史 

キーワード 地盤，土，基礎構造，直接基礎，杭基礎 

授業の概要 

建築一般構造の一部で、建築を支える下部構造である基礎を計画・設計するために

必要な知識の概要を学ぶことにより．基礎構造に関する基礎力や応用力を修得す

る．内容は大別して，基礎構造のトラブルや災害による被害，地盤の成り立ちと特

性，土の基本的性質，建築基礎構造の種類・概要，建築基礎構造の設計，施工法な

どである． 

授業の目標 

・ 地盤の構成や土の性質を理解し，建築基礎構造とのかかわりを検討できる． 
・ 各種基礎構造の特徴を理解し，基礎構造の設計に活かすことができる． 
・ 地盤条件や上部構造などの条件を勘案した建築基礎構造の選択を理解し，具体

的な基礎構造設計手順を習得する． 
基礎となる科目  

関連して履修が

望ましい科目 

 

授 業 内 容 

 

第 1 週 講義の概要、基礎構造の役割         
第 2 週 地震被害・地盤災害の事例  
第 3 週 地形・地質と地盤条件、地盤の形成過程      
第 4 週 土の物理的性質（組成など）                
第 5 週 地盤の調査方法                                  
第 6 週 地中に作用する応力の評価法    
第 7 週 透水性とその評価法            
第 8 週 圧密沈下とその評価法    
第 9 週 せん断強さや液状化とその評価法                               
第 10 週 土圧の評価、擁壁 
第 11 週 基礎の種類、基礎形式の選択法 
第 12 週 直接基礎やその設計の流れ              
第 13 週 直接基礎の設計，許容支持力，接地圧係数 
第 14 週 杭基礎の概要、杭種と施工方法 
第 15 週 まとめ、杭基礎設計   

教科書・参考書 
教科書：指定しない．参考書：建築基礎構造（東洋書店）、ザ・ソイル－建築家の

ための土質と基礎（建築技術） 

授業の形式 
板書，プリントおよびスライド、簡単な実験等により講義を進める．例題・演習問

題を通して理解を深め，さらにレポート課題により自ら調査・考察する． 
評価方法 レポート（50%），期末試験（50%）により総合判断し，60%以上を合格とする． 

履修上の注意 予習・復習を十分に行うこと． 

質問への対応 

方法 

講義中に随時質問を受け付ける．時間外の質問は，電子メールによる質問を受け付

けるほか，電話・電子メールによるアポイントメントを随時受け付ける．（内線

3765，電子メール m.mori@ nagoya-u.jp） 

メッセージ 

基礎構造は、完成後は見えなくなるため，なじみが薄いが，コスト，工事期間，労力，経験，そし

て障害が発生した際の重大性など，建築設計施工における重要度は非常に高い．2011年東日本大震

災や2018年北海道胆振東部地震等では、液状化による大規模な住宅被害も発生しており、地盤を含

めた基礎構造の重要性はますます高まっている。一方で，地盤が相手なだけに式だけは割り切れな

い要素も多く含まれ，多様な条件を総合的に判断する力が必要となる．基礎・地盤や上部構造など

建築構造設計全般に対する興味を持って，自分でも調査学習を行う態度で履修することを期待する． 
 



 

科  目  名 建築材料工学 単位数  ２ 授業形態 講義 

科 目 区 分 専門科目 開講時期 ３年秋学期 必修/選択 選択 

対象履修 

プログラム 

建築学 担当教員 丸山 一平，古田 和真 (非常勤講師) 

授業の概要 

建築に用いられる各種材料（構造材料・非構造材料）および製品を，素材，生産

方法，力学的特性，技術基準など多方面から分類・整理し，これらの基礎知識を

得る，また，材料生産技術が建築設計に与える影響とその技術を運用する責任を

考察する。 

授業の目標 

・建築の設計・施工に必要な構造材料の基礎物性を理解し，説明できる。 
・非構造材料の持つ性能を要求性能に応じて理解し，説明できる。 
・基本的な材料選択・材料設計プロセスを性能設計論に立脚して理解し，説明で

きる。 

基礎となる科目 コンクリート工学，鉄骨構造，構造・材料実験法 

関連して理由が望

ましい科目 

鉄筋コンクリート構造，構造・材料実験法，鉄骨構造，コンクリート工学，建築

生産システム 

授業内容 1 建築材料概論 

2 材料の物性と性能 

3 コンクリート用材料と製造方法 

4 コンクリートの性質 

5 鉄鋼の性質と製造方法 

6 木材と木質材料 

7 金属系非構造材料 

8 セラミック系材料 

9 高分子系材料 

10 塗料，接着剤，シーリング材 

11 断熱・防火材料 

12 屋根・防水材料 

13 内・外装材 

14 建築材料の選択と施工実例の紹介 

15 建築材料の最新動向 

教科書・参考書 参考書：建築材料を学ぶ 理工図書 谷川他  

授業の形式 ・板書およびスライド・プリントを用いて説明を行う。 

評価方法 ・レポート（20 点） 
・テスト（中間試験・期末試験）（80 点） 
・60％以上の成績を合格とする。 

履修上の注意 未提出レポートがあるもの、3 回以上の欠席したものは「欠席」とする。 

質問への対応 担当教員連絡先：内線 3761   ippei@dali.nuac.nagoya-u.ac.jp 

時間外の質問は、講義終了後教室か教員室で受け付ける。 
それ以外は、事前に担当教員に電話かメールで時間を打ち合わせること 

メッセージ 建築材料は，すべての建築学の基礎の中の基礎です。物質がどのように成り立ち，

どのように構成され，どうやって性能を発揮するかは，設計，施工，運用，解体

のすべての局面で必要とされる知識・学問です。授業では，実例を交えて紹介し，

現場見学等も行う予定です。 

 



 

 

科  目  名 建築生産システム 単 位 数 2 授 業 形 態 講義 
科 目 区 分 専門科目 開 講 時 期 3 年後期 必修・選択 必修 
対象履修コース 建築学 担当教員 裏橋 信夫 

授業の概要と 

達成目標 

（目的とねらい） 

建物が実際に建築される過程、現場管理手法及び着工から竣工までの各工事の基本知

識と施工管理のポイントについて学習する。 

 

達成目標 

 

１．建築の施工における基礎的事項について理解する。 

２．施工管理の現状や歴史的な進歩、新技術について理解する。 

３．施工計画及び着工から竣工までの各工事の管理のポイントについて理解する。 

バックグラウン

ドとなる科目 

コンクリート工学，建築材料工学，鉄筋コンクリート構造，鉄骨構造 

授 業 内 容 

 

1 ガイダンス・建築施工概論 
2 建築生産のしくみ 
3 施工計画(PDCA)と施工管理(QCDSE) 
4 生産構造 
5 仮設工事・地盤調査 
6 杭・土・山留め工事 
7 鉄筋工事 
8 中間テスト・型枠工事 
9 現場見学会 
10 コンクリート工事 1 
11 コンクリート工事２・鉄骨工事１ 
12 鉄骨工事 2 
13 外部仕上工事 
14 内部仕上工事 
15 期末テスト・今後の建設業・講義の振り返り 

教科書 

「建築施工を学ぶ」谷川恭雄,宇野康則 他共著（理工図書）ISBN978-4-8446-0796-0 
その他,講義資料を適宜配布する. 
 

参考書 
「新版 建築生産」井畑耕三,宇野康則 他共著（オーム社）ISBN978-4-274-21342-7 

評価方法と基準 

成績は、中間テスト、期末テスト、課題内容の総合点で評価を行い、６０点以上を

合格とする。 
出席率不足（８０％未満）は、不合格の対象とする。 

履修条件・ 

注意事項 

特になし. 
ただし, 毎週、課題（予習・復習）を出すので、翌週講義が始まる前に提出するこ

と。 
 

質問への対応 

方法 

出席シートに質問欄を設ける。 
講義時間以外にも質問を受け付ける。 
メールアドレス 裏橋 信夫 <n-urahashi@shimz.co.jp> 

 



 

 

科  目  名 建築史第３ 単 位 数 ２ 授 業 形 態 講義 

科 目 区 分 
専門科目 開 講 時 期 3 年秋学

期 
必修・選択 選択 

対象履修 

プログラム 

建築学 
担当教員 

片木篤，西澤泰彦 

キーワード 近代建築史 

授業の概要 

西洋及び日本の近代建築･都市のデザインと技術を，自然条件や社会条件（政治・

経済・社会・文化的背景）を踏まえて概観し，建築・都市を計画・設計する際の基

礎知識を習得する． 
 

授業の目標 

・西洋及び日本の近代建築・都市の様々な動向について，自然条件や社会条件（政

治・経済・社会・文化的背景），理論，造形（平面・立面・断面形などの形態、色

彩、素材），表現，技術を理解する． 
・上記理解を，建築・都市を計画・設計，あるいは調査・分析する際の基礎知識と

して応用する． 
基礎となる科目 都市と文明の歴史，建築史第１，建築史第２ 
関連して履修が

望ましい科目 

総合設計演習第 1，総合設計演習第 2，土木史 
 

授 業 内 容 

 

第 1週 近代とは何か（既往近代建築史の概観と本講義の立場） 
アーツ・アンド・クラフツ運動 
田園都市運動 

第 2週 

第 3週 

第 4週 アール・ヌーヴォー 
アメリカの摩天楼と郊外住宅 
生命（organism）の美学 

第 5週 

第 6週 

第 7週 機械（machine）の美学１ 
機械（machine）の美学２ 
日本に流入したコロニアル・スタイル 

第 8週 

第 9週 

第 10週 幕末・明治維新の近代化政策と洋風建築 
初期の日本人建築家 
日本人建築家による独自性の追求 

第 11週 

第 12週 

第 13週 建築法規と建築生産の近代化 
日本の初期モダニズム 
戦争と建築の近代化 

第 14週 

第 15週 

教科書・参考書 

参考書：マンフレッド・タフーリー＋フランチェスコ・ダル・コ『近代建築Ⅰ・Ⅱ』

本の友社，ケネス・フランプトン『現代建築史』青土社，稲垣栄三『日本の近代建

築[その成立過程]』鹿島出版会，藤森照信『日本の近代建築(上・下))岩波新書 

授業の形式 
概要と図版を掲載したプリントに沿って講義を進めた後，スライドにより個々の建

物に補足説明を加える． 

評価方法 
定期試験を行い，60点以上を合格とする．試験を欠席した場合の成績評価は「欠席」、
履修取り下げ届を提出した場合も「欠席」とする。 

履修上の注意 
個々の建物については，図面やスライドでヴィジュアル･イメージを形成するよう

に心がけること．参考書を各自でよく読むこと． 

質問への対応 

方法 

講義終了後の質問は、講義室，研究室，電話，メール（片木篤：ES 総合館 511，
内線 3582，katagi@corot.nuac.nagoya-u.ac.jp；西澤泰彦：ES総合館 513， 内線
3748， nszw@nuac.nagoya-u.ac.jp）で随時受け付ける． 

メッセージ 

西洋及び日本の近代建築は，我々が設計する際の生きた参照物であり，また乗り越

えていくべき目標でもある．そうした視座でもって講義に臨んでもらいたい． 
日常的に建築を観る目を養うように心がけてほしい． 

 
 



科  目  名 
総合設計及び演習第１

(構造) 
単 位 数 3 授 業 形 態 講義・演習 

科 目 区 分 専門科目 開 講 時 期 4 年春学期 必修・選択 選択 

対象履修 

プログラム 

建築学 

担当教員 

荒木 慶一 

E-mail: yoshikazu.araki@nagoya-u.jp 
二宮 利治 

E-mail: ninomiya@nikken.jp 

キーワード 構造計画，構造設計，構造計算 

授業の概要 

まず、構造設計者の職能や各種構造の設計に関する基本的な技術や知識を理解する

ことを目的として、講義と演習を交えながら建築構造の構造計画，設計方法，プロ

ジェクト・マネージング，コスト管理などについて学ぶ。次に、具体例として鉄筋

コンクリート構造を取り上げ、実際の構造設計方法を理解することを目的とした構

造設計課題を行う。 

授業の目標 
構造設計者の職能や各種構造の構造計画や設計方法を学ぶ。構造設計の体系を理解

する構造計画や構造設計を行うのに必要な基礎、背景、実例を学ぶ。 

基礎となる科目 
構造物と技術の発展、形と力，力学 I，力学 II、数学 1及び演習、建築構造力学及

び演習，応用構造力学及び演習、建築構造解析及び演習，鉄筋コンクリート構造 

関連して履修が

望ましい科目 

構造設計工学，鉄骨構造 

授 業 内 容 

 

第 1 週 ガイダンス 
構造設計とは（１）  
設計ルートの決定 

第 2週 

第 3週 

第 4週 荷重の決定 

構造設計とは（２） 
仮定断面の決定 

第 5週 

第 6週 

第 7週 応力の算定 
現場見学（１） 

変形と断面の算定 

第 8週 

第 9週 

第 10 週 断面の算定 

構造設計とは（３） 

構造設計とは（４） 

第 11 週 

第 12 週 

第 13 週 基礎の算定 

構造図の作成 
現場見学（２） 

第 14 週 

第 15 週 

教科書・参考書 
構造計算書で学ぶ鉄筋コンクリート構造（上野嘉久・学芸出版社） 

建築構造ポケットブック第 5版増補（共立出版株式会社） 

授業の形式 講義と演習を行う。 

評価方法 

講義への出席状況と構造設計課題に関するレポートに基づき採点を行い、６０点以

上を合格とする。なお、授業を５回以上欠席したものは、原則として単位を認めな

い。 

履修上の注意 

建築構造設計のルーチンワークを学ぶのではなく，設計の各過程で行われる検討の

意味に意識的である必要がある。建築物の設計はそれらの過程の積み重ねで完成す

るので原則として欠席を許さない。 

質問への対応 

方法 

・ 原則として講義中，いかなる時点でも質問をして良い。 

・ 講義時間外の質問は，主に電子メールの利用を勧める。 

・ 演習中は TA を含め適宜の質問に応じる。 

メッセージ 

学習内容が何を目的としたものであるのかに常に意識的であってほしい。そうする

ことで学習効果は倍増する。授業料は安くない。講義を担当する教員には授業料と

して支払った金額に見合う講義内容を要求していい。質問があれば遠慮するな。君

が疑問に思うことはほとんど誰も同じように疑問に思っていることが多い。質問は

講義に活気を与え，立体的で深い理解の糸口となる。 



 

 

科  目  名 
総合設計及び演習第１ 
(計画) 

単 位 数 3 授 業 形 態 講義・演習 

科 目 区 分 専門科目 開 講 時 期 4 年春学期 必修・選択 選択 
対象履修 

プログラム 

建築学 
担当教員 

計画系各教員 
（とりまとめ：片木篤） 

キーワード 建築･都市設計 

授業の概要 

単体･複合建築，あるいは都市・地域計画について，受講者自らが課題を自由に設

定して，プログラム策定，規模算定を行った後，基本設計を行い、その設計図書を

作成，発表する． 

授業の目標 

・受講者は希望に応じてスタジオに配属され，そのスタジオでの指導教員との意見

交換を通じて，設計者として必要な専門知識と技術ばかりでなく，コミュニケーシ

ョン能力，社会的責務，自主的・継続的に学習する能力を養う． 
・現実の自然･人工・社会環境における問題点を多面的に把握分析した上で，現在

求められるべき設計課題を設定する． 
・上記課題を実現するためのプログラム・規模を策定し、また敷地を選定した上で、

それらに基づき基本設計を行い、設計図書を作成する． 
・上記設計図書を講評会で発表し，また質疑に応答する． 

基礎となる科目 空間設計工学及び演習第１・第２，建築設計及び演習第 1・第 2 
関連して履修が

望ましい科目 

総合設計及び演習第 2 

授 業 内 容 

 

第 1 週 ガイダンス，スタジオ配属 
各スタジオにおける課題，プログラム，規模等のエスキス 
 同上 

第 2 週 

第 3 週 

第 4 週  同上 
 同上 
  同上 

第 5 週 

第 6 週 

第 7 週   同上 
 同上 
 同上 

第 8 週 

第 9 週 

第 10 週  同上 
 同上 
 同上 

第 11 週 

第 12 週 

第 13 週  同上 
 同上 
講評会（基本設計の講評） 

第 14 週 

第 15 週 

教科書・参考書  

授業の形式 

・担当教員別に５つのスタジオが設けられており，受講者はそれぞれの関心や取り

組む課題に応じて，自由にスタジオを選択することができる．受講者は，各スタジ

オにおいて担当教員によるマンツウマンのエスキス（草稿指導）を受ける． 
･講評会では，受講者が自らの作品の発表を行い，それについて全スタジオ担当教

員が講評を加える． 

評価方法 
講評会に出された基本設計図書を，課題設定の着想，計画/デザイン，表現の 3 点で

評価し，講評会での発表なども勘案して総合的に採点し，60 点以上を合格とする． 

履修上の注意 
スタジオ配属後は，当該スタジオ担当教員とエスキスのスケジュールを協議，適宜

決定して，作業を進めること．  
質問への対応 

方法 

原則として担当教員のエスキス指導ですべての質問に対応する．それ以外は，とり

まとめの片木（内線 3582）まで連絡すること． 

メッセージ 
現在あるいは将来の社会において求められる建築･都市像を積極果敢に提示するこ

とを期待する． 
 



科  目  名 
総合設計及び演習第 1 
(環境設備) 

単 位 数 3 授 業 形 態 講義・演習 

科 目 区 分 専門科目 開 講 時 期 4 年春学期 必修・選択 選択 

対象履修プログラム 建築学 担 当 教 員 
田中秀夫，奥宮正哉，齋藤輝幸，飯塚悟，鵜飼

真貴子 

キーワード 空調熱負荷計算，熱源計画，空調システム設計 

授業の概要 

本授業では業務用施設などの単体・複合建築について課題を設定し，建築設備設計

に関わる演習を行う．これにより技術者としての責任を理解するとともに，質的向

上を目指して多面的に検討し，その当否を判断するために必要とされる高度な専門

知識と実務的な設計能力を身につける．また，演習時のエスキスによってコミュニ

ケーション能力，講評会によってプレゼンテーション能力も養う． 

授業の目標 

・種々の空調負荷低減方法を理解し，広く用いられている熱負荷計算ソフトを用い

て詳細な空調熱負荷計算を行うことができる． 
・空調熱負荷計算に基づき熱源機の必要能力を求め，機器選定を行うことができる． 
・各種空調方式の特性を理解し，対象空間に適した空調システムおよび搬送システ

ムの設計を行うことができる． 
・設備設計図を作成することができる． 

基礎となる科目 
空間設計工学及び演習第 1・第 2，建築設計及び演習第 1・第 2，物理環境工学，環境

システム工学，人間環境工学，設備工学，環境システム設計及び演習 
関連して履修が

望ましい科目 
社会環境保全学，流れの力学及び演習 

授 業 内 容 

 

第 1 週 演習内容の説明，テーマの決定 
第 2 週 設備面からみた建築計画のチェック 
第 3 週 空調システムの概要，空調ゾーニング 
第 4 週 空調方式・熱源システムの検討，概略系統図・建築図の作成 
第 5 週 熱負荷計算法の概要 
第 6 週 熱負荷計算用データの作成 
第 7 週 データ入力，熱負荷計算の実行 
第 8 週 建築と設備の関わり，所要スペース等 
第 9 週 熱負荷計算結果の集計・確認，システムチェック 
第 10 週 熱源機・空調機の必要能力計算，機器選定 
第 11 週 搬送システムの設計 
第 12 週 主要機器リスト・設備設計図の作成 
第 13 週 負荷計算書の作成，設計図面のチェック 
第 14 週 設備設計図の作成 
第 15 週 講評会 

教科書・参考書 

初回に資料を配布する．【参考書】新建築学大系 27 巻 設備計画（彰国社），空気調

和設備の実務の知識（オーム社），給排水・衛生設備の実務の知識（オーム社），空

気調和・衛生工学便覧（空気調和・衛生工学会） 

授業の形式 
配布資料に基づく説明・演習を行うとともに，適宜エスキスを実施し，各自の計画・

設計をまとめる．また，実際に稼動する設備の見学を行う． 

評価方法 
提出図面および各種計算・設計書により総合判断し，100 点満点で 60 点以上を合

格とする．講評会の欠席者は「欠席」とする． 

履修上の注意 

後半，計算・検討に要する時間が多くなるので，スケジュールに遅れないよう作業

を進めること．また，非常勤講師の担当日はほぼ隔週となるため，参考書や設計資

料集成を参照して関連情報の把握に努めるとともに，確認・質問事項を明確にした

上でエスキスに臨むこと． 

質問への対応 

方法 

奥宮 正哉（789-4653；okumiya@davinci.nuac.nagoya-u.ac.jp） 
齋藤 輝幸（789-5240；saito@nuac.nagoya-u.ac.jp） 
飯塚 悟 （789-3751；s.iizuka@nagoya-u.jp） 

メッセージ 
将来，自分が設計・施工する建築物をよりよくするため，より実務的な観点から建

築設備設計に関する高度な専門知識を身に付けてほしい． 



科  目  名 社会環境保全学 単 位 数 2 授 業 形 態 講義 
科 目 区 分 関連専門科目 開 講 時 期 4 年春学期 必修・選択 選択 

対象履修 

プログラム 

環境土木工学，建築学 
担当教員 

谷川寛樹，片山新太，尾崎文宣 

キーワード 環境管理，環境と経済，環境政策，災害, 環境技術 

授業の概要 
環境制約と人間活動の関係について，資源・エネルギー・水および災害と環境技術

を中心に社会環境保全の立場から講義する． 

授業の目標 

・ 環境と人間活動の関係を考える視点を身につける． 
・ 地球温暖化等のさまざまな環境問題の内容とメカニズムを理解する． 
・ 環境容量について理解する． 
・ 水資源について理解する． 
・ 各種災害による建物崩壊メカニズムと対策技術について理解する． 

基礎となる科目 環境システム工学，設備工学，確率と統計 
関連して履修が

望ましい科目 

衛生工学，地盤環境工学（都市環境システム工学） 

授 業 内 容 

 

1 週 環境と人間活動：地球環境システム 
地球温暖化，気候変動 
環境容量と環境負荷，環境影響 
経済成長とエネルギー・資源・環境 
地域環境管理と環境指標，循環型社会，物質循環 

2 週 

3 週 

4 週 

5 週 

6 週 4 大公害、環境基準、土壌地下水汚染 
重金属汚染、放射能汚染 
農薬 
富栄養化 
産業廃棄物、不法投棄、最終処分場 

7 週 

8 週 

9 週 

10 週 

11 週 環境、災害と技術：素材から見た産業活動と環境問題 
我が国の技術開発と環境負荷低減 
環境学における建物の災害と事故 
建物保全・改修技術 

12 週 

13 週 

14 週 

15 週 建設分野のＬＣＡ 

教科書・参考書 

授業中 HP より講義スライドを各自ダウンロード，または授業中にプリントを配布 
参考書１）井村秀文著「環境問題をシステム的に考える―氾濫する情報に踊らされないために」，化学同人 

参考書２）土木学会環境システム委員会編「環境システム―その理念と基礎手法」（朝倉書店） 

参考書３）中西準子他「演習 環境リスクを計算する」（岩波書店） 

参考書４）クリストファーフレイヴィン編著「地球環境データブック」ワールドウォッチジャパン 

授業の形式 講義及び試験，小論文，レポート 

評価方法 
小論文(17%),小テスト(50%),期末試験(33%)の結果により判断し,60 点以上を合格

とする。 
履修上の注意 レポートでは，参考とした出典を必ず明らかにすること 

質問への対応 

方法 

電子メールでの質問などは常に受け付けてその都度適宜対応する． 
片山：a-katayama@esi.nagoya-u.ac.jp  
尾崎：ozaki@dali.nuac.nagoya-u.ac.jp 
谷川：tanikawa@nagoya-u.jp 

メッセージ 

環境に関する領域は非常に幅広いので，さまざまな視点・切り口から問題を考える

ようにして欲しい．講義に関連する幅広い知識を身につけるため，新聞記事や報道

番組を見たりすることも重要． 



科  目  名 総合設計及び演習第２ 単 位 数 3 授 業 形 態 講義・演習 

科 目 区 分 
専門科目 開 講 時 期 4 年秋学

期 
必修・選択 選択 

対象履修 

プログラム 

建築学 
担当教員 

計画系各教員 
（とりまとめ：片木篤） 

キーワード 建築･都市設計 

授業の概要 
受講者自らが自由に設定した課題について，詳細な設計を行い，その設計図書を作

成，発表する． 

授業の目標 

・本講義及び演習は，本建築学プログラムの卒業設計として位置付けられている． 
・受講者は，設計者に求められている総合的な専門知識と能力，コミュニケーショ

ン能力，社会的責務，自主的・継続的に学習する能力を養う． 
・自然・人工・社会環境の問題点の多面的な把握分析とそれに基づく設計課題の設

定，それを実現するためのプログラム・規模の策定，敷地の選定等を行った後，実

際に計画･設計を行い，その設計図書を作成，講評会で発表，質疑に応答する． 

基礎となる科目 
空間設計工学及び演習第１・第２，建築設計及び演習第 1・第 2， 
総合設計及び演習第 1 

関連して履修が

望ましい科目 

 

授 業 内 容 

 

第 1 週 ガイダンス 
各スタジオにおける設計のエスキス 
 同上 

第 2 週 

第 3 週 

第 4 週  同上 
 同上 
 同上 

第 5 週 

第 6 週 

第 7 週  同上 
 同上  
 同上 

第 8 週 

第 9 週 

第 10 週  同上 
 同上 
各スタジオにおけるプレゼンテーションのエスキス 

第 11 週 

第 12 週 

第 13 週  同上 
 同上 
最終講評会 

第 14 週 

第 15 週 

教科書・参考書  

授業の形式 

・担当教員別に５つのスタジオが設けられており，受講者はそれぞれの関心や取り

組む課題に応じて，自由にスタジオを選択することができる．受講者は，各スタジ

オにおいて担当教員によるマンツウマンのエスキス（草稿指導）を受ける． 
･最終講評会では，受講者が自らの作品の発表を行い，それについて全スタジオ担

当教員及び同窓会員が講評を加える．発表作品全ては，併せて開催される「卒業設

計展」に展示・公開される． 
・最終講評会では、全スタジオ担当教員が日本建築学会卒業設計展示会等への出品

作品を選定する他、同窓会員で構成される審査員が「八いつ賞」を選定する． 

評価方法 
最終講評会に出された設計図書を，課題設定の着想，計画・デザイン，表現の 3 点

で評価し，講評会での発表なども勘案して総合的に採点し，60 点以上を合格とする． 

履修上の注意 
スタジオ配属後は、当該スタジオ担当教員とエスキスのスケジュールを協議，決定

して，作業を進めること．特に卒業論文発表後のスケジュール管理に留意すること． 
質問への対応 

方法 

原則として担当教員のエスキス指導ですべての質問に対応する．それ以外は，とり

まとめの片木（内線 3582）まで連絡すること． 

メッセージ 

卒業設計は，建築家としてのデビュー作であり，社会に対する第一声である。現在

あるいは将来の社会において求められる建築･都市像を積極果敢に提示することを

期待する． 



科  目  名 卒業研究 A 単 位 数 5 授 業 形 態 実験・演習 
科 目 区 分 専門科目 開 講 時 期 4 年前期 必修・選択 必修 

対象履修 

プログラム 

環境土木工学 
担当教員 

各教員 

キーワード  

授業の概要 

未知の問題をどのような方法で解決するかの演習を行う．具体的には，指導教員と

相談して決めた課題について，文献調査などによるレビューから問題点を明らかに

するとともに，その問題点を解決するための手法を考える．そして，考えた手法を

自ら実践し，それによって得られた問題解決のための資料を解析し，問題に対する

答えを導き出す．さらに，その一連のプロセスを論文にまとめるとともに，卒業研

究発表会でプレゼンテーションを行って説明し，審査を受ける． 

授業の目標 

1. 課題に対して，文献調査などを行って問題設定ができる．（基礎力，知識力，

理解力）  
2. 設定した問題に対して，解決するための最適な手法を見出すことができる．（基

礎力，知識力，理解力，創造力） 
3. 見いだした手法を自ら実践することができる．（応用力，総合力）    
4. 得られた資料を解析し，設定した問題に対する結果を導き出すことができる．

（応用力，創造力，総合力）   
5. 上記の一連のプロセスを論文にまとめることができる．（総合力，説明力）  
6. 上記の一連のプロセスの要点をまとめ，わかりやすくプレゼンテーションがで

きる．（総合力，説明力） 
7. 卒業研究と社会との関連性を考え，どのように役に立つのかが説明できる．（理

解力，社会性，総合力，俯瞰力） 
基礎となる科目 これまでに履修した科目 
関連して履修が

望ましい科目 

 

授 業 内 容 

 

1 週 

研究室単位のゼミ，教員とのディスカッション，研究室での自己学習，実

験・解析・調査などの作業，論文作成，プレゼンテーションなどを実施す

る．具体的な内容については，指導教員と定期的に打ち合わせをしながら

実施する． 

2 週 

3 週 

4 週 

5 週 

6 週 

7 週 

8 週 

9 週 

10 週 

11 週 

12 週 

13 週 

14 週 

15 週 

教科書・参考書 
参考書：指導教員の指示に従うこと 
 

授業の形式 
実習形式が中心となる．具体的には指導教員の指示に従うこと．  
 

評価方法 
卒業論文の内容とそのプレゼンテーションの結果により総合判断する． 
 

履修上の注意  
質問への対応 

方法 

各指導教員に確認すること． 

メッセージ 
4 年間の集大成として，心残りのない卒業研究をやり遂げることができるよう心が

けて下さい． 



科  目  名 卒業研究 B 単 位 数 5 授 業 形 態 実験・演習 
科 目 区 分 専門科目 開 講 時 期 4 年後期 必修・選択 必修 

対象履修 

プログラム 

環境土木工学 
担当教員 

各教員 

キーワード  

授業の概要 

未知の問題をどのような方法で解決するかの演習を行う．具体的には，指導教員と

相談して決めた課題について，文献調査などによるレビューから問題点を明らかに

するとともに，その問題点を解決するための手法を考える．そして，考えた手法を

自ら実践し，それによって得られた問題解決のための資料を解析し，問題に対する

答えを導き出す．さらに，その一連のプロセスを論文にまとめるとともに，卒業研

究発表会でプレゼンテーションを行って説明し，審査を受ける． 

授業の目標 

1. 課題に対して，文献調査などを行って問題設定ができる．（基礎力，知識力，

理解力）  
2. 設定した問題に対して，解決するための最適な手法を見出すことができる．（基

礎力，知識力，理解力，創造力）   
3. 見いだした手法を自ら実践することができる．（応用力，総合力）    
4. 得られた資料を解析し，設定した問題に対する結果を導き出すことができる．

（応用力，創造力，総合力）   
5. 上記の一連のプロセスを論文にまとめることができる．（総合力，説明力）  
6. 上記の一連のプロセスの要点をまとめ，わかりやすくプレゼンテーションがで

きる．（総合力，説明力） 
7. 卒業研究と社会との関連性を考え，どのように役に立つのかが説明できる．（理

解力，社会性，総合力，俯瞰力） 
基礎となる科目 これまでに履修した科目 
関連して履修が

望ましい科目 

 

授 業 内 容 

 

1 週 

研究室単位のゼミ，教員とのディスカッション，研究室での自己学習，実

験・解析・調査などの作業，論文作成，プレゼンテーションなどを実施す

る．具体的な内容については，指導教員と定期的に打ち合わせをしながら

実施する． 

2 週 

3 週 

4 週 

5 週 

6 週 

7 週 

8 週 

9 週 

10 週 

11 週 

12 週 

13 週 

14 週 

15 週 

教科書・参考書 
参考書：指導教員の指示に従うこと 
 

授業の形式 
実習形式が中心となる．具体的には指導教員の指示に従うこと．  
 

評価方法 
卒業論文の内容とそのプレゼンテーションの結果により総合判断する． 
 

履修上の注意  
質問への対応 

方法 

各指導教員に確認すること． 

メッセージ 
4 年間の集大成として，心残りのない卒業研究をやり遂げることができるよう心が

けて下さい． 



科  目  名 卒業研究 A 単 位 数 5 授 業 形 態 実験・演習 

科 目 区 分 
専門科目 開 講 時 期 4 年春学

期 
必修・選択 必修 

対象履修 

プログラム 

建築学 
担当教員 

各教員 

キーワード 建築，都市 

授業の概要 
建築・都市に関する研究テーマの設定，研究の遂行を通じて，建築・都市が抱える

問題を総合的に把握・解析し，建築・都市の質的向上を図る． 

授業の目標 

研究テーマの設定，研究の遂行を通じて，建築・都市が抱える問題を総合的に把握・

解析する能力，他者と幅広く意見交換を行いながら意思決定していく能力，建築図

書を読解・表記・説明する能力を養い，建築・都市の質的向上を図る能力を身に付

ける． 
基礎となる科目 1～3年次における開講科目 
関連して履修が

望ましい科目 

総合設計及び演習第 1など４年次に開講される専門科目および関連専門科目 

授 業 内 容 

 

第 1週  
 
 
 
研究室に分かれて教員とディスカッションしながら卒業研究のテ

ーマを決め，研究を遂行するほか，当該研究テーマの基礎となる分野

やその背景について学習する． 
研究の内容，研究方法などは，指導教員の指導を受け，自分で資料

収集，実験，解析などを行って卒業研究を進める． 
一連のプロセスを通じて，未知の問題をどのような方法で調査・解

決するかについての演習を行う． 

第 2週 

第 3週 

第 4週 

第 5週 

第 6週 

第 7週 

第 8週 

第 9週 

第 10週 

第 11週 

第 12週 

第 13週 

第 14週 

第 15週 

教科書・参考書 指導教員より適宜紹介する． 

授業の形式 
指導教員や研究室構成員との討論（セミナー），実験，資料収集，フィールド調査

など，必要に応じた多様な形式を複合的に行う． 
評価方法 研究過程，研究内容，発表会を総合的に評価し，合否を判定する． 

履修上の注意 
3 年次までの科目で未履修科目が多い場合は，実験，資料収集，フィールド調査に
支障をきたすので，未履修科目が少ないことが望ましい． 

質問への対応 

方法 

指導教員の指示による． 

メッセージ 
卒業研究は，研究室におけるセミナーだけでなく，実験，資料収集，フィールド調

査など，日々の地道な学習の積み重ねで成立するものであることを理解すること． 
 



科  目  名 卒業研究 B 単 位 数 5 授 業 形 態 実験・演習 

科 目 区 分 
専門科目 開 講 時 期 4 年秋学

期 
必修・選択 必修 

対象履修 

プログラム 

建築学 
担当教員 

各教員 

キーワード 建築，都市 

授業の概要 

卒業研究 Aにて設定した研究テーマについての研究の遂行，論文の執筆，成果発表
等を通じて，建築・都市が抱える問題を総合的に把握・解析し，建築・都市の質的

向上を図る． 

授業の目標 

卒業研究 Aにて設定した研究テーマについての研究の遂行，論文の執筆，成果発表
等を通じて，建築・都市が抱える問題を総合的に把握・解析する能力，他者と幅広

く意見交換を行いながら意思決定していく能力，建築図書を読解・表記・説明する

能力を養い，建築・都市の質的向上を図る能力を身に付ける． 
基礎となる科目 卒業研究 A 
関連して履修が

望ましい科目 

 

授 業 内 容 

 

第 1週  
 
 
 
研究室に分かれて教員とディスカッションしながら卒業研究 A に
て設定した研究テーマについて，研究を遂行し，その成果を卒業論文

にまとめる． 
研究の内容，研究方法などは，指導教員の指導を受け，自分で資料

収集，実験，解析などを行って卒業研究を進める． 
一連のプロセスを通じて，未知の問題をどのような方法で調査・解

決するかについての演習を行う． 
 

第 2週 

第 3週 

第 4週 

第 5週 

第 6週 

第 7週 

第 8週 

第 9週 

第 10週 

第 11週 

第 12週 

第 13週 

第 14週 卒業論文提出および卒業論文発表会 
第 15週 

教科書・参考書 指導教員より適宜紹介する． 

授業の形式 
指導教員や研究室構成員との討論（セミナー），実験，資料収集，フィールド調査

など，必要に応じた多様な形式を複合的に行う． 
評価方法 研究過程，研究内容，論文，発表会を総合的に評価し，合否を判定する． 

履修上の注意 
3 年次までの科目で未履修科目が多い場合は，実験，資料収集，フィールド調査に
支障をきたすので，未履修科目が少ないことが望ましい． 

質問への対応 

方法 

指導教員の指示による． 

メッセージ 
卒業研究は，研究室におけるセミナーだけでなく，実験，資料収集，フィールド調

査など，日々の地道な学習の積み重ねで成立するものであることを理解すること． 
 



科  目  名 国土のデザインとプロジェクト 単 位 数 2 授 業 形 態 講義 

科 目 区 分 関連専門科目 開 講 時 期 

環境土木工学： 
2 年春学期 

建築学：4 年春学期 
必修・選択 選択 

対象履修 

プログラム 
環境土木工学，建築学 担当教員 富田孝史，中村晋一郎 

キーワード 国土デザイン，社会資本整備，建設プロジェクト 

授業の概要 

我が国では，伊勢湾台風，阪神・淡路大震災，東日本大震災での水・地震の大被害

を経て，国土の使い方とそれを支えるインフラの関係を捉えることの重要性が再認

識されている．一方，世界を見れば，災害のみならず，食糧・水・エネルギーの確

保と管理が国家の生命線となってきており，これらを支えるものがインフラであ

る．本講義では，国土デザインの視点から，人口動向，経済成長と土地利用に適合

したインフラを統合的にデザインしていくことの重要性を学ぶ． 

授業の目標 

国土をデザインし，実現すべき社会・経済・環境を支えるための，インフラプロジ

ェクトの基本要素である技術・市民・産業という 3 つの視点から，必要とされる要

件を国・地域の自然・社会条件における国情，場所的違い，時間的変化に照らして

理解することを目的とする． 
基礎となる科目 構造物と技術の発展，都市と文明の歴史，人間活動と環境 
関連して履修が

望ましい科目 
環境土木工学実習，社会基盤施設の設計と維持管理，防災・減災技術 

授 業 内 容 

 

第 1 週 

集中講義形式で実施 
・国土，インフラ，技術者  
・日本風土とインフラストラクチャー  
・自然再生のプロジェクト  
・景観デザインのプロジェクト 
・港湾のプロジェクトとマネジメント 
・国際建設プロジェクトマネジメント 
・途上国でのプロジェクト  
・防災の主流化，ポスト兵庫行動枠組みにおけるインフラストラクチャー

の役割 
など 

第 2 週 

第 3 週 

第 4 週 

第 5 週 

第 6 週 

第 7 週 

第 8 週 

第 9 週 

第 10 週 

第 11 週 

第 12 週 

第 13 週 

第 14 週 

第 15 週 

教科書・参考書 適宜資料を配布する．参考書等は初回ガイダンスで案内する． 

授業の形式 

一線で活躍される講師を招き，火曜日の 4 限（14:45～16:15）と 5 限（16:30～18:00）
を利用した集中講義である．詳細なスケジュールは初回ガイダンス時に案内する． 
プロジェクターや板書を用いて，国土デザインの俯瞰的な見方を示すとともに，建

設マネジメントの概要について興味をもって理解できるように配慮している． 

評価方法 
担当講師毎にレポートを課し，60%以上の成績を合格とする．毎回出席を単位取得

の必須条件とする． 

履修上の注意 
授業用のノートを用意し，内容についてこまめにメモをとること．また，疑問があ

れば積極的に質問すること． 

質問への対応 

方法 

授業内容や関連する事項についての質問を積極的に受け付ける．質問がある場合に

は，なるべく授業中に質問して解決すること．なお，非常勤講師に対する時間外の

質問は TA が受け付ける（連絡先は初回ガイダンスで知らせる）． 

メッセージ 
講師の先生はそれぞれの分野で日本を代表する方ばかりです．国土をデザインし，

マネジメントするために必要な素養を身につけてください． 



科  目  名 土木史 単 位 数 2 授 業 形 態 講義 
科 目 区 分 関連専門科目 開 講 時 期 3・4 年春学期 必修・選択 選択 

対象履修 

プログラム 

環境土木工学，建築学 
担当教員 

出村嘉史 

キーワード 土木デザイン，風景・景観，都市計画，都市デザイン 

授業の概要 
古代から現代にいたる土木施設や都市デザインの歴史的展開を，その成立の必然か

ら理解し，今後の土木・都市デザインのあり方を考える能力を身に付ける． 

授業の目標 

・ 都市・地域について，その基盤の成り立ちから第 3 者に説明できる． 
・ 歴史・文化と土木の風景の関係を第 3 者へ説明できる． 
・ 都市デザインと都市景観の歴史的変遷を第 3 者へ説明できる． 

基礎となる科目 都市と文明の歴史，構造物と技術の発展 
関連して履修が

望ましい科目 

構造デザイン学，都市・国土計画 

授 業 内 容 

 

第 1 週 ・ ガイダンス・概論 
・ 定住と都市の成立 
・ ポリスの登場 

第 2 週 

第 3 週 

第 4 週 ・ 古代日本の土木 
・ ヨーロッパの形成 
・ 文芸復興とバロック 

第 5 週 

第 6 週 

第 7 週 ・ 前近代日本の土木 
・ 産業革命 
・ 深刻な都市問題 

第 8 週 

第 9 週 

第 10 週 ・ 文明開化と近代国家の建設 
・ 水管理のシステム 
・ 都市の近代化・産業の基盤 

第 11 週 

第 12 週 

第 13 週 ・ 公園と緑地 
・ 都市計画・地方計画 
・ 総括・最終レポート提出 

第 14 週 

第 15 週 

教科書・参考書 各回の講義中に関連書籍を紹介する． 

授業の形式 パワーポイントを多用した講義を行う．  

評価方法 
毎回の講義時に提出するワークシート，最終講義までに作成する最終レポートなど

から総合的に評価する． 
履修上の注意  
質問への対応 

方法 
ワークシートを通じて受付け，事後の講義で応答する． 

メッセージ  



科  目  名 学外実習 単 位 数 1 授 業 形 態 実習 
科 目 区 分 関連専門科目 開 講 時 期 3 年春学期 必修・選択 選択 
対象履修 

プログラム 
環境土木工学 担当教員 各教員 

キーワード 実社会，技術者倫理，現場実習 

授業の概要 

実務現場（計画・調査・設計・建設・維持・管理）での実習体験を通じて，実社会

で役に立つ土木技術者（シビルエンジニア）に求められる資質を身につけ，どのよ

うに素養が実社会で必要とされ，大学で学んだことがどのように企業や官庁などで

生かされているのかを理解すること目的とする． 

授業の目標 

１．実習体験を通じて，土木技術者に求められる資質を理解し，説明できる． 
２．学んだことが実社会でどのように生かされているかを理解し，説明できる． 
３．自己の体験を簡潔にまとめ，判りやすく発表できる． 

基礎となる科目 工学倫理，確率と統計 

関連して履修が

望ましい科目 
計測技術および実習，工学概論，職業指導 

授 業 内 容 
 
実務現場における体験学習 
 

教科書・参考書 特になし 

授業の形式 実習 

評価方法 

評価は「合・否」で行い，以下の要件を満たしたものを「合」，そうでないものを「否」

とする．(1)原則として 10 日間または 64 時間以上の実習をうけること，(2)「実習評

価書」の評価は「可」以上，(3)レポートを提出し発表会での発表を行うこと． 

履修上の注意 実務現場では，事故や危険が伴うことがあるため，これらに十分注意すること． 

質問への対応 

方法 
体験学習に関する直接の質問，電話，電子メールでの質問等はいつでも受け付ける． 

メッセージ 

本科目では，これまで大学で学んできた知識や考え方が，実際の現場でどのように

役に立っているか，あるいは逆に役に立たないかを知る絶好の機会であり，将来の

自分の進む道を考える上でも貴重な体験である．名大生として，真摯な態度で体験

学習に臨んでいただきたい． 



科  目  名 都市・国土計画 単 位 数 2 授 業 形 態 講義 

科 目 区 分 
環境土木工学：専門科目 
建築学：関連専門科目 

開 講 時 期 
3 年秋学

期 
必修・選択 選択 

対象履修 

プログラム 
建築学，環境土木工学 担当教員 宮脇勝・中村晋一郎 

キーワード 都市・国土計画思潮，近現代都市計画，まちづくり，景観デザイン 

授業の概要 

多様な国内外諸都市の現状と課題，最新の取り組みを紹介した上で，都市計画・国

土計画の歴史（成立背景）を概説し，国内外の近年の都市計画・景観計画・国土計

画の内容・策定プロセス・実現施策と関連制度・体制を解説する．授業を通じて，

日本の都市・国土計画の特徴・課題・展望を理解する． 

授業の目標 

本授業の目的は次の３つである． 
 １．都市・国土計画を環境・社会・経済・生活の質に深く関わる重要な分野 
   として認識すること 
 ２．基礎知識として，都市・国土計画の歴史（成立背景）を学ぶこと 
   （基礎力の涵養） 
 ３．現在の都市・国土計画の体系を空間レベル毎に理解すること 
   （創造力・総合力の涵養） 
 また，本授業の達成目標は，次の通りである． 
・多様な国内外諸都市の現状と課題，取り組みの全体像を，事例を交えて， 
 文章にて解説することができる． 
・現在の都市・景観・国土計画の体系を，その成立背景も含めて，包括的に図と文 

章にて解説することができる． 
・日本の都市・景観・国土計画の特徴・課題を踏まえて，今後の展望やあるべき姿 
 に関する自分の意見を持ち，それを任意の形式で提示することができる． 

基礎となる科目 都市と文明の歴史，都市と環境，空間計画論 
関連して履修が

望ましい科目 
空間設計論，建築学特別講義，土木史 

授 業 内 容 

 

第１部 イントロダクション（前半：国土計画、後半：都市計画） 
 ・授業の進め方等，身近な都市圏の現状と課題，最近の取り組み 
 ・多様な国内外諸都市の現状と課題，最新の取り組み（先進国） 
 ・多様な国内外諸都市の現状と課題，最新の取り組み（発展途上国） 
第２部 都市計画・国土計画の歴史（前半：国土計画、後半：都市計画） 
 ・様々な都市計画思潮 
 ・近代都市計画の成立（欧米そして日本） 
 ・現代都市計画へ（1945 年以降のプランニング・セオリーの展開他） 
 ・日本の「まちづくり」と「景観計画」 
第３部 近年の都市計画・国土計画の内容・策定プロセス・実現施策と関連制度・
体制（国内外）（前半：国土計画、後半：都市計画） 
 ・国土レベル  ・都市圏レベル 
 ・自治体レベル ・地域レベル 
 ・地区レベル  ・街区レベル 
日本の都市・国土計画の特徴・課題・展望（総括） 

教科書・参考書 

教科書（後半）：ランドスケープと都市デザイン（朝倉書店） 
参考書：国土計画の変遷-効率と衡平の計画思想（鹿島出版会），まちづくりキーワ

ード事典（学芸出版社），世界の SSD100：都市持続再生のツボ（彰国社） 
授業の形式 教科書、配付資料及びパワーポイントに基づく講義 

評価方法 
各回の出席を前提に，レポートと最終試験（前半の国土計画と後半の都市計画の総

合試験）で評価し，100 点満点で 60 点以上を合格とする． 
履修上の注意 各回の出席を前提とする． 

質問への対応 

方法 

・時間外の質問は講義終了後に教室等で受け付ける 
・E-mail：miyawaki@nuac.nagoya-u.ac.jp(宮脇) 

shinichiro@civil.nagoya-u.ac.jp(中村) 

メッセージ 
国内外の都市・国土計画の歴史，内容・策定プロセス・実現施策と関連制度・体制

を包括的に学び，今後の都市・国土計画のあり方を幅広く議論することを期待する． 



科  目  名 社会環境保全学 単 位 数 2 授 業 形 態 講義 
科 目 区 分 関連専門科目 開 講 時 期 4 年春学期 必修・選択 選択 

対象履修 

プログラム 

環境土木工学，建築学 
担当教員 

谷川寛樹，片山新太，尾崎文宣 

キーワード 環境管理，環境と経済，環境政策，災害, 環境技術 

授業の概要 
環境制約と人間活動の関係について，資源・エネルギー・水および災害と環境技術

を中心に社会環境保全の立場から講義する． 

授業の目標 

・ 環境と人間活動の関係を考える視点を身につける． 
・ 地球温暖化等のさまざまな環境問題の内容とメカニズムを理解する． 
・ 環境容量について理解する． 
・ 水資源について理解する． 
・ 各種災害による建物崩壊メカニズムと対策技術について理解する． 

基礎となる科目 環境システム工学，設備工学，確率と統計 
関連して履修が

望ましい科目 

衛生工学，地盤環境工学（都市環境システム工学） 

授 業 内 容 

 

1 週 環境と人間活動：地球環境システム 
地球温暖化，気候変動 
環境容量と環境負荷，環境影響 
経済成長とエネルギー・資源・環境 
地域環境管理と環境指標，循環型社会，物質循環 

2 週 

3 週 

4 週 

5 週 

6 週 4 大公害、環境基準、土壌地下水汚染 
重金属汚染、放射能汚染 
農薬 
富栄養化 
産業廃棄物、不法投棄、最終処分場 

7 週 

8 週 

9 週 

10 週 

11 週 環境、災害と技術：素材から見た産業活動と環境問題 
我が国の技術開発と環境負荷低減 
環境学における建物の災害と事故 
建物保全・改修技術 

12 週 

13 週 

14 週 

15 週 建設分野のＬＣＡ 

教科書・参考書 

授業中 HP より講義スライドを各自ダウンロード，または授業中にプリントを配布 
参考書１）井村秀文著「環境問題をシステム的に考える―氾濫する情報に踊らされないために」，化学同人 

参考書２）土木学会環境システム委員会編「環境システム―その理念と基礎手法」（朝倉書店） 

参考書３）中西準子他「演習 環境リスクを計算する」（岩波書店） 

参考書４）クリストファーフレイヴィン編著「地球環境データブック」ワールドウォッチジャパン 

授業の形式 講義及び試験，小論文，レポート 

評価方法 
小論文(17%),小テスト(50%),期末試験(33%)の結果により判断し,60 点以上を合格

とする。 
履修上の注意 レポートでは，参考とした出典を必ず明らかにすること 

質問への対応 

方法 

電子メールでの質問などは常に受け付けてその都度適宜対応する． 
片山：a-katayama@esi.nagoya-u.ac.jp  
尾崎：ozaki@dali.nuac.nagoya-u.ac.jp 
谷川：tanikawa@nagoya-u.jp 

メッセージ 

環境に関する領域は非常に幅広いので，さまざまな視点・切り口から問題を考える

ようにして欲しい．講義に関連する幅広い知識を身につけるため，新聞記事や報道

番組を見たりすることも重要． 



科  目  名 空間設計論 単 位 数 2 授 業 形 態 講義 

科 目 区 分 
建築学：専門基礎科目 

環境土木工学：関連専門科目 
開講時期 建築：2年前期 

環境土木工学： 

4 年前期 

必修・選択 建築学：必修 

環境土木工学： 

選択 

対象履修 

プログラム 

建築学、環境土木工学 
担当教員 

太幡 英亮 

キーワード 身体、心理、知覚、行動、生活、社会、文化、寸法、単位空間、建築構法、住宅 

授業の概要 
上記キーワードと空間の関わり、主要な建築構法、住宅の計画理論といった、建築

設計において必要となる基礎的な知識や視点を学習する。 

授業の目標 

建築や都市空間を計画・デザインしていくための基礎となる、以下にあげる専門知

識・視点を習得する。 

・ 身体、心理、行動、生活、社会、文化と空間の関わり（寸法・単位空間等） 

・ 各種建築計画の基礎となる住宅建築の計画理論 

・ 建築の主要な構法（木造／鉄骨像／RC造等の各種構造の構法・材料） 

基礎となる科目 図学、人間活動と環境 

関連して履修が

望ましい科目 

建築計画学第 1・2、空間設計工学及び演習第 1・2、建築設計及び演習第 1・2、総

合設計及び演習第 1・2 

授 業 内 容 

 

第 1週 建築計画の基礎１：身体・動作・寸法 

第 2週 建築計画の基礎２：知覚・心理 

第 3週 建築計画の基礎３：行動・交流 

第 4週 建築計画の基礎４：単位空間・インテリア 

第 5週 建築計画の基礎５：ユニバーサルデザイン 

第 6週 建築計画の基礎６：生活・社会・文化 

第 7週 フィールドワーク：空間の体験と実測 

第 8週 住宅の計画１：世界の住まいと歴史 

第 9週 住宅の計画２：近現代の住宅・LDK 

第 10 週 住宅の計画３：住宅の計画の多様化 

第 11 週 主要構法１：木造 

第 12 週 主要構法２：鉄骨造・鉄筋コンクリート造・新しい構法 

第 13 週 各部構法１：基礎・床・壁・天井・屋根 

第 14 週 各部構法２：開口部・建具・階段 

第 15 週 まとめ 

教科書・参考書 
教科書）長澤泰編著：建築計画/市ヶ谷出版、  内田祥哉：建築構法/市ヶ谷出版  

参考書）日本建築学会：空間学事典（増補改訂版） 

授業の形式 スライド、教科書、プリントなどを使って進める。 

評価方法 毎回の小課題（40%〜60%）、試験(40%〜60%)の結果から総合的に判断する。 

履修上の注意 

建築の初学者を対象にした建築・都市に関する基礎知識を講義する。講義内容は他

の講義演習の基礎となるものばかりであるので、予習復習を十分に行うこと。特に

本講義の内容は、建築学コースで並行して開講される「空間設計工学及び演習第１」

の受講において不可欠となる。双方の受講により、建築・都市空間の理解や構想の

ための基礎的素養を涵養してほしい。 

質問への対応 

方法 

講義終了後に対応する。また、時間外に質問したい場合は、メールまたは電話にて

アポイントをとること。 

太幡 ES 総合館 503 室 内線 4692 メール tabata@cc.nagoya-u.ac.jp 

メッセージ 

講義を通して建築を中心にした空間設計の基礎知識とともに、その魅力をお話した

いと思います。建築学コースの学生にとっては最初の専門科目になりますが、並行

して開講される「空間設計工学及び演習第 1・第 2」の受講上、不可欠な内容を講

義しますので、双方の学習内容を連携させて十分に理解するように努めて下さい。 

また、教員が「話す」内容から各自で要点を考え、ノートを取る習慣を身に付けて

もらいます。 

 



科  目  名 土木地質学 単 位 数 2 授 業 形 態 講義 
科 目 区 分 関連専門科目 開 講 時 期 4 年春学期 必修・選択 選択 

対象履修 

プログラム 

環境土木工学 
担当教員 

中野正樹，福田徹也 

キーワード 地質現象，岩盤分類，土木地質調査法，地盤リスク 

授業の概要 

土木工学の基本条件となる地盤や岩盤の地質構造や力学特性に関する基礎知識，地

下構造探査法，地形・地質図，岩盤分類等について学び，土木構造物の計画・設計・

施工に密接に関連する事象とその影響について理解を深める． 

授業の目標 

地質現象の理解を通じて土木技術問題を解決するための高度な応用力と創造力の

習得を目標とし，以下の具体的目標の達成を目指す． 
1． 地質学の基礎知識を習得し，土木地質学のおける地盤や岩盤の地質構造，力学

特性を理解し，その概要を説明できる． 
2． 土木構造物の計画，設計，施工，管理に向けたデザイン力向上に寄与できる． 
3． 地形，地質図の読み方，岩盤分類などの知識を習得し，概要を説明できる． 
4． 土木構造物の設計施工に先立つ土木地質調査法の意義，必要性を説明できる． 
5． 土木地質調査法の概要を理解し，その利点と適用性を説明できる． 
6． 土木地質調査計画立案及び成果事例を通じて，設計者・施工者としての評価視

点を習得できる． 
基礎となる科目 土質力学及び演習，土質・基礎工学，地盤工学，地盤材料実験 
関連して履修が

望ましい科目 

 

授 業 内 容 

 

第 1 週  
土木地質学の講義ガイダンス，特に土木工学における土木地質学の役割

を述べ，地球の歴史と地球観，世界の地質・日本の地質 / 地形と土木地

質，鉱物・岩石・岩盤 / 地質構造 / 岩盤の劣化(風化)を講義する． 

第 2 週  
第 3 週  
第 4 週  
第 5 週  地質学基礎演習（空中写真判読法，鉱物・岩石の鑑定法と工学的評価法）

を通して講義内容の理解を深める． 第 6 週  
第 7 週  土木地質調査法（地表踏査，ボーリング，現位置試験、物理探査ほか）

の手法説明と適用性及び評価方法を講義する． 第 8 週  
第 9 週  地質図学演習（一般的な地質図及び土木地質図の書き方・読み方・評価

の仕方）を通して，土木工学分野で利用する地質図の意味を会得する． 第 10 週 
第 11 週 ダム，トンネル，道路，土砂災害における土木地質調査の手順と内容を

講義する． 第 12 週 
第 13 週 土木地質調査計画演習（土木構造物の計画・設計・施工に向けた土木地

質計画の立案、評価）及び土木地質調査の事例研究を行う． 第 14 週 

第 15 週 講義のまとめ． 
教科書・参考書 教科書は指定しない．参考書は初回授業において紹介する． 

授業の形式 

配布したプリント及び映像資料などにより講義を進める．なお，土木地質学では地

質現象の三次元的な理解が大切であり，できるだけ演習形式を取り入れる．また、

主要な内容については課題を与え，次回の授業での確認を行う． 
評価方法 演習課題（30％）と期末テスト（70％）により 60%以上を合格とする． 

履修上の注意 
講義は隔週ごとに 2 回通しで行うため，履修には注意のこと．第 5 回，6 回の演習

は理学部地質・地球生物学実習室で行う． 
質問への対応 

方法 

講義中に出来るだけ質問するよう促す．直接の質問，電子メールでの質問等はいつ

でも受け付ける．（Email: fukudatt@newjec.co.jp） 

メッセージ 

土木構造物は地盤・岩盤に立地するため，当然であるがその計画，設計，施工から
維持管理に至るまで，地質現象の正しい理解はもちろん，地盤の物理的性質，地盤
構成の理解・把握が重要な要素となる．本講義では，基礎的なことにはじまり，実
際の現場の適用例を挙げながら，土木工学技術者として必要な知識が習得できるよ
うにしたいと考えている．これらの知識を諸君が進む分野に生かしていただくこと
を望んでいる． 



 

 

科  目  名 防災・減災技術 単 位 数 2 授 業 形 態 講義 
科 目 区 分 関連専門科目 開 講 時 期 4 年前期 必修・選択 選択 

対象履修コース 環境土木工学 担 当 教 員 

野田利弘，片山新太，加藤博和， 
谷川寛樹，戸田祐嗣，中井健太郎， 
中村光，中村晋一郎，中村友昭， 
中野正樹 

キーワード 自然災害，防災，減災 

授業の概要 

我が国は，地形的，地理的理由などから地震や気象災害などの多種多様な自然災害

に見舞われる国であり，安全で安心な社会の実現のためには，防災・減災に関する

知識は必要不可欠です．本講義では，まず自然災害の基礎的知識について，歴史も

含めて説明します．さらに，自然災害の低減技術とその基本原理について，ハード

面からソフト面まで幅広く講義します．本講義を通じて，今後の防災・減災のあり

方を学んでもらいます． 

授業の目標 

・自然災害に関する基礎的知識について説明ができる． 
・自然災害の特徴について説明ができる． 
・自然災害に対するハード面およびソフト面の対策技術について説明ができる． 

基礎となる科目 構造材料，地盤，水工，計画，環境，および国土デザインに関わる科目すべて 
関連して履修が

望ましい科目 

社会基盤施設の設計と維持管理，社会環境保全学，空間設計論，水域環境学， 
土木地質学 

授 業 内 容 

第 1 週 自然災害概論（災害史・歴史地震等） 
第 2 週 防災・減災の観点から見た日本の国土・都市構造の現状 

～国土・都市計画における課題，地球温暖化への適応の必要性～ 
第 3 週 地震に関する基礎知識 
第 4 週 地盤の液状化等に対する地震被害と耐震技術 

第 5 週 インフラ構造物に対する地震被害と耐震技術 
第 6 週 インフラ構造物の耐震設計技術 

第 7 週 土構造物に対する地震被害と耐震技術 
第 8 週 台風・高潮・豪雨による被害と対策技術 
第 9 週 沿岸域における地震・津波被害と耐震・耐津波技術 
第 10 週 土砂災害と対策技術 

第 11 週 放射能汚染の対策技術 
第 12 週 災害情報の利活用（ハザードマップなど） 
第 13 週 災害からの復興と災害廃棄物等の有効利活用 
第 14 週 ロストストック：災害廃棄物の物質ストック・フロー 
第 15 週 国土・都市計画における防災・減災への配慮の考え方 

～国内外における具体例，日本の国土・都市計画の変更の方向性～ 
教科書・参考書 各教員より配布資料を配布する．参考書は適宜紹介する． 
授業の形式 講義を主体とする． 
評価方法 ・レポートによって総合的に判断し，60 点以上を合格とする． 

履修上の注意 ・遅刻厳禁とする． 
質問への対応 

方法 

・講義中の質問を歓迎する．来室および E-mail での質問も随時受け付ける． 
 代表（野田）e-mail: noda@nagoya-u.jp, Ex. 3833 

メッセージ 

土木の各分野の教員で【概論】【地震災害】【気象災害とその他の災害】【復旧復興

と国土・都市計画および周辺技術】を担当します．東日本大震災や熊本地震を目の

当たりにし，自然災害に対する防災・減災の重要性を認識していると思います．こ

の講義において，自然災害に対する基本的な知識を身につけるとともに，各分野で

の防災・減災技術について広く学んで下さい．また，この講義で得た知識を元に，

自然災害から人命および国土を守るということについて多面的に考えて欲しいと

思います． 



科  目  名 水域環境学 単 位 数 2 授 業 形 態 講義 
科 目 区 分 関連専門科目 開 講 時 期 4 年春学期 必修・選択 選択 

対象履修 

プログラム 
環境土木工学 担当教員 

水谷法美・戸田祐嗣・中村友昭・古川恵太

（海洋政策研究所） 
キーワード 沿岸海域の流れ，漂砂と海浜変形，環境影響評価 

授業の概要 

 沿岸海域における海の流れ，土砂移動と海浜変形の物理構造とその算定手法を習

得させる．海生生物の生活史と関連づけて生態系のメカニズムを習得させる．沿

岸海域の利用・開発・保全に対する基本認識を身につけさせ，環境影響評価法を

教授し，環境影響評価とミチゲーションのあり方の素養を身につけさせる． 
 水域での有機物・栄養塩の輸送機構と生態系の関係を理解し，流域の人間活動が

水域環境に与える影響を理解する． 

授業の目標 

 海浜流や潮汐流の物理構造が理解でき，その計算ができる．漂砂機構と海浜変形

機構が理解でき，海岸侵食や汀線前進の概略予測ができる．沿岸海域の生態系が

理解できる．富栄養化や貧酸素化のメカニズムとその対策法が理解できる．環境

影響評価とミチゲーションのあり方が理解できる． 
 物質の移流・分散・拡散現象を理解する．水域生態系における栄養塩・有機物の

役割を理解する． 

基礎となる科目 
流れの力学及び演習，開水路水理学，水文・河川工学，沿岸海象力学，海岸・海洋

工学 
関連して履修が

望ましい科目 
 

授 業 内 容 

第 1 週 海浜流，潮汐流，主要四分潮，潮流楕円 
第 2 週 

漂砂の移動機構，沿岸漂砂量，海浜変形機構 
第 3 週 
第 4 週 

海域生態系の複雑なメカニズム 
第 5 週 
第 6 週 
第 7 週 
第 8 週 環境影響評価，ミチゲーション，技術者倫理 
第 9 週 

流れによる物質の移流・分散・拡散 
第 10 週 
第 11 週 

水域環境における栄養塩，有機物の役割 
第 12 週 
第 13 週 

水域生態系と物質循環 
第 14 週 
第 15 週 流域が水域生態系に与える影響 

教科書・参考書 

教科書：岩田好一朗他「役にたつ土木工学シリーズ 1 海岸環境工学」（朝倉書店）．

参考書：川崎浩司「土木・環境系コアテキストシリーズ D-4 沿岸域工学」（コロ

ナ社）．必要に応じて資料を配付する． 

授業の形式 講義中心で行う．復習しやすいよう板書は積極的に行う． 

評価方法 
レポート課題（15％）と期末試験（85％）の結果より総合判断し，60%以上を合格

とする． 

履修上の注意 授業中の私語・携帯電話の使用は厳禁． 

質問への対応 
方法 

随時来室，電子メールによる質問ともに歓迎します．連絡先は，水谷教授

（mizutani@civil.nagoya-u.ac.jp），戸田教授（ytoda@cc.nagoya-u.ac.jp），中村准教授

（tnakamura@nagoya-u.jp）です． 

メッセージ 
公式や経験式を暗記するのではなく，それらが導かれた過程を理解することを心が

けて下さい． 



科  目  名 社会基盤施設の設計と維持管理 単 位 数 2 授 業 形 態 講義・見学 
科 目 区 分 関連専門科目 開 講 時 期 4 年春学期 必修・選択 選択 

対象履修 

プログラム 
環境土木工学 担当教員 

中村光，近藤清久，鈴木英也， 
平井節生，又木慎治 

キーワード 構造計画，道路構造物，原子力発電施設，通信施設，構造デザイン 

授業の概要 

各種ライフライン構造物の設計，維持管理に当たって，どのようなことが考えられ，

どのように行われているかを学ぶ．各種ライフラインの管理者を代表する，第一級

のエンジニアからの経験を踏まえた内容を聞き，単なる知識だけでない応用力，総

合力を養う． 

授業の目標 

１．インフラの構造計画の基本的考え方が説明できる． 
２．インフラの設計と維持管理に至る流れが説明出来る． 
３．ライフライン構造の機能維持の重要性が説明できる． 
４．インフラの建設，維持管理における技術者の役割とその重要性が説明できる． 

基礎となる科目 構造物と技術の発展，人間活動と環境をはじめとするコースの科目全般 
関連して履修が

望ましい科目 

防災・減災技術，橋梁設計演習 

授 業 内 容 

 

第 1 週 インフラの構造計画，技術者倫理 
シビルデザイン，ストラクチュラルデザイン，ディテールデザイン 第 2 週 

第 3 週 都市間高速道路構造物の設計・維持管理 
技術者倫理 第 4 週 

第 5 週 

第 6 週 

第 7 週 都市内高速道路の役割と管理 
技術者倫理 第 8 週 

第 9 週 電力施設の役割と施設の設計 
技術者倫理 第 10 週 

第 11 週 

第 12 週 通信施設の役割と維持管理 
技術者倫理 第 13 週 

第 14 週 現場見学会．補講期間に半日かけて現場見学を行う 
第 15 週 

教科書・参考書 教科書は特にないが，各講義で資料が配付される． 

授業の形式 実務経験者からの講義と現場見学会を行う． 

評価方法 

レポート（70％）と出席（30％）により評価，60%以上を合格とする．第一級の技

術者の話を聞くことが非常に重要なことと位置づけているため，なお，無断欠席が

1/3 以上の場合は，評価の対象としない． 
100～90 点：Ｓ，89～80 点：Ａ，79～70 点：Ｂ，69～60 点：Ｃ，59 点以下：Ｆ 

履修上の注意 

・講義の順番は非常勤講師の先生の都合で変更することがあります． 
・実験中の私語は厳禁ですが，分からない場合は講義中でも質問を歓迎します． 
・携帯電話を授業中に鳴らした場合は，その場で退室させ，不合格とします． 

質問への対応 

方法 

オフィスアワーは，水曜日 16:30～18:00 です．その他の時間でも随時来室しての

質問を歓迎します．また e-mail での質問も歓迎します hikaru@nagoya-u.jp． 

メッセージ 

非常勤講師の先生はそれぞれの分野でインフラ管理に責任を持つ方達です．その様

な方の話を聞くことは，知識を詰め込むこととは別に，土木技術者となる皆さんに

非常に貴重な経験になるはずです．一級の土木技術者とは，ということを肌で感じ

てください． 



科  目  名 情報処理及び演習 単 位 数 1.5 授 業 形 態 講義・演習 
科 目 区 分 関連専門科目 開 講 時 期 2 年秋学期 必修・選択 選択 

対象履修 

プログラム 

建築学 
担当教員 

諸江一紀，太幡英亮 

キーワード ＣＡＤ，ＣＧ，情報処理，建築設計 

授業の概要 

建築ＣＡＤ（Computer Aided Design）ソフトを用いて建築設計を行うための技術

に関する基礎的知識を身につける。実際にコンピュータを操作することによって，

道具としてのコンピュータの活用を体得する。 

授業の目標 

・コンピュータを用いた設計手法を習得することによって，自ら創造する形を，コ

ンピュータの高度な情報処理能力を活用して他者に伝える能力を身につける． 

・講義，演習は三つの段階に分けられる。 

・第一段階では，実在する建築物を題材にして，線の意味を理解しながら，二次元

ＣＡＤ(AutoCAD)によって建築基本設計図を作成する能力を習得する。 

・第二段階では，グラフィックソフト（Photoshop や Illustrator）を用いた模型

写真等の画像を加工する能力やレイアウト作成能力を習得する。 

・第三段階では，各自が設計した作品を題材に，図面や画像を 1枚のプレゼンテー

ションシートとしてまとめ上げ，コンピュータによる総合的な表現力を体得する。 

基礎となる科目 情報処理序説，空間設計工学及び演習第１，空間設計論 

関連して履修が

望ましい科目 

空間設計工学及び演習第２，造形演習第２ 

授 業 内 容 

 

第 1週 課題説明，動作環境の設定、二次元ＣＡＤの基本操作 

二次元ＣＡＤの体得（平面図）-1 

二次元ＣＡＤの体得（平面図）-2 

第 2週 

第 3週 

第 4週 二次元ＣＡＤの体得（平面図）-3 

二次元ＣＡＤの体得（平面図）-4 

二次元ＣＡＤの体得（断面図）-1 

第 5週 

第 6週 

第 7週 二次元ＣＡＤの体得（断面図）-2 

二次元ＣＡＤの体得（断面図）-3 

グラフィックソフトの基本操作-1 

第 8週 

第 9週 

第 10 週 グラフィックソフトの基本操作-2 

グラフィックソフトの基本操作-3 

課題制作 

第 11 週 

第 12 週 

第 13 週 課題制作 

課題制作 

提出課題の講評 

第 14 週 

第 15 週 

教科書・参考書 

講義時に必要に応じてプリントを配布する 
参考書：「建築とインテリアのための Photoshop+Illustrator テクニック」（エク

スナレッジ）,「建築プレゼンのグラフィックデザイン」（鹿島出版会） 

授業の形式 

講義・演習はＰＣスタジオで行い，講師が実際にコンピュータを使う状況をプロジ
ェクターで投影しながら進める．学生各自がコンピュータを操作し，その進捗状況
にあわせて随時質問を受け付ける．また，課題の提出や質問等のやりとりはネット
ワークを介して行う． 

評価方法 
演習課題（データによる提出）３回程度の合計得点によって評価する。100 点満点
で 60点以上を合格とする。 

履修上の注意 

短期間に複数のソフトに触れることになるため、この授業では契機づくりや基本操
作に留まる。応用的な操作については各自で学習する必要がある。 
該当講義日までに AutoCAD（学生は無償）と AdobeCC（学生割引あり）を各自の PC
にインストールすること。 

質問への対応 

方法 

・質問があれば，メールにて行うか，あるいは，メールで面談の予定を入れる． 
メールアドレス： meidai@moroe-k.com 

メッセージ 

コンピュータは習うことより慣れることによって身に付く．この授業では操作のた
めの知識を教えることよりも，建築設計におけるコンピュータの活用方法を自ら発
見する道案内をすることを狙っている．従って，自分で進んでコンピュータに触れ
る機会を増やし，設計演習等での活用を図っていくことを期待している． 



科  目  名 造形演習第１ 単 位 数 １ 授 業 形 態 実験・実習 
科 目 区 分 関連専門科目 開 講 時 期 2 年春学期 必修・選択 選択 

対象履修 

プログラム 

建築学 
担当教員 

水津 功，水内智英 

キーワード 観察，イメージ、描写、見え、試行錯誤、表現、 

授業の概要 

本講座では、視覚表現基礎、建築表現、構想表現とカテゴライズされたそれぞれ

の実習を、以下の 3つの素材を用いて行う。 

（１） 木炭 → 全体構造から細部に向かう見方を養う 

（２） ペン → 省略やデフォルメによる視覚効果を学ぶ 

（３） 彩色 → 色彩表現の基本構造を知る 

また、最終的に授業で扱ってきた要素を総合させて作品制作し展示発表する。 

授業の目標 

描画表現演習を通じて、対象をよく見ることの高度化、頭で思い描いたイメージを

素早く表出する習慣を身につけることを目指す。思考の視覚化が自らの建築創造行

為といかに結びつくかについて考える機会を提供する。 

基礎となる科目 なし 

関連して履修が

望ましい科目 

造形演習 2、情報処理及び演習 
空間設計工学及び演習第１、第 2 

授 業 内 容 

 

第 1 週 ガイダンス（授業スケジュール等の説明）／授業準備（教室・資材等） 
第 2 週 視覚表現基礎 1 陰影から読み取る立体感に注目する 立体を面の集合

として捉える 
第 3 週 視覚表現基礎 2 空気遠近法：奥行きを捉える 

第 4 週 建築表現 1 建築空間のボリュームを捉える 

第 5 週 建築表現 2 建築空間の光を捉える 

第 6 週 視覚表現基礎 3 模写：自分とは異なる造形アルゴリズムを経験する 

第 7 週 構想表現１ 欠落した画像を推定して修復する 

第 8 週 構想表現 2 見ないで描く：脳内イメージを表出させる 

第 9 週 視覚表現基礎 4 リズムと動き ストロークを使って動きを捉える 

第 10 週 構想表現 3 色彩を伴った錯視：想定された光からできる陰影を立体に描く 

第 11 週 総合課題：想像からの描画（アイデアスケッチ） 

第 12 週 総合課題：想像からの描画（全体構図の決定） 

第 13 週 総合課題：想像からの描画（仕上げ） 

第 14 週 総合課題：展示作業と講評 

第 15 週 これまで振り返りと、ブック制作 

教科書・参考書 必要に応じて紹介 

授業の形式 実験・実習 

評価方法 
指定された作品の提出（最終課題を含む）により判断。100 点満点で 60点以上を合

格とする．  

履修上の注意 
授業に必要なスケッチブック等の画材を使用時までにあらかじめ購入しておくこ

と． 
質問への対応 

方法 

下記メールアドレスへ問い合わせ． 
事務室を通して、担当教員に連絡． 

メッセージ 
絵が苦手だと思っている人でも問題なく受講出来る。絵を描くことが好きな人は一

層その力を伸ばし設計学習や業務に役立つレベルにする。 

 



科  目  名 造形演習第２ 単 位 数 1 授 業 形 態 演習 
科 目 区 分 関連専門科目 開 講 時 期 3 年春学期 必修・選択 選択 

対象履修 

プログラム 
建築学 担当教員 諸江一紀 

キーワード ＣＡＤ，ＣＧ，BIM，情報処理，建築設計 

授業の概要 
BIM やＣＧソフトを用いたモデリング，レンダリング、レタッチング等を，実際に
コンピュータを操作することで習得する。道具としてのコンピュータの活用方法
と，コンピュータを用いた造形能力を身につける。 

授業の目標 

・抽象、具象立体のスケール，プロポーション，形態，色彩等について，コンピュ
ータを用いた高度なデザインの専門知識と設計能力を習得する．また，自ら創造す
る形や，自然現象や社会現象，造形に接して得た感動を，コンピュータの情報処理
能力を活用して他者に伝える能力を身につける． 
・演習は二つの段階に分けられる．第一段階では，BIM ソフト(ArchiCAD)の操作方
法を学び，三次元 CAD によって建築物を表現する能力を体得する．さらに BIM ソフ
トを用いて自ら選んだ著名な建築物のＣＧを作成する．その作品の特徴を各自の視
点で捉え，適切な方法で表現する能力を習得する．またグラフィックソフト
（Photoshop や Illustrator）を用いた模型写真等の画像を加工する能力やレイア
ウト作成能力を習得する。 
・第二段階では，アルゴリズムソフト(Rhinoceros+ Grasshopper)の操作方法を学
び、パラメトリックデザインを活かした新たな造形や表現を試みる． 

基礎となる科目 情報処理及び演習，空間設計工学及び演習第１・第２，造形演習第１ 
関連して履修が

望ましい科目 

建築設計及び演習第１・第２，総合設計及び演習 

授 業 内 容 

 

第 1 週 演習概要、グラフィックソフトの基本操作-1 

グラフィックソフトの基本操作-2 

BIM ソフトの基本操作-1 

第 2 週 

第 3 週 

第 4 週 BIM ソフトの基本操作-2 

BIM ソフトの基本操作-3 

第１課題の課題制作（著名な建築物の作成） 

第 5 週 

第 6 週 

第 7 週 第１課題の課題制作-2 

第１課題の講評 

アルゴリズムソフトの基本操作-1 

第 8 週 

第 9 週 

第 10 週 アルゴリズムソフトの基本操作-2 

アルゴリズムソフトの基本操作-3 

第２課題の課題制作（パラメトリックデザインを活かした建築物の作成） 

第 11 週 

第 12 週 

第 13 週 第２課題の課題制作-2 

第２課題の課題制作-3 

第２課題の講評 

第 14 週 

第 15 週 

教科書・参考書 

講義時に必要に応じてプリントを配布する． 
参考書：「ArchiCAD21 ではじめる BIM 設計入門 企画設計編」（エクスナレッジ）, 

「Rhinoceros+Grasshopper 建築デザイン実践ハンドブック」（彰国社） 

授業の形式 

講義・演習はＰＣスタジオで行い，講師が実際にコンピュータを使う状況をプロジ
ェクターで投影しながら進める．学生各自がコンピュータを操作し，その進捗状況
にあわせて随時質問を受け付ける．また，課題の提出や質問等のやりとりはネット
ワークを介して行う． 

評価方法 
演習課題（データによる提出）2 回程度の合計得点によって評価する。100 点満点
で 60点以上を合格とする。 

履修上の注意 
自分で課題を考え，自分で理解することを基本におく。 
該当講義日までに AdobeCC（学生割引あり）、ArchiCAD（学生は無償）を各自の PC
にインストールすること。 

質問への対応 

方法 

質問があれば，メールにて行うか，あるいは，メールで面談の予定を入れる． 
メールアドレス： meidai@moroe-k.com 

メッセージ 

コンピュータは習うことより慣れることによって身に付く．この授業では操作のた
めの知識を教えることよりも，建築設計におけるコンピュータの活用方法を自ら発
見する道案内をすることを狙っている．従って，自分で進んでコンピュータに触れ
る機会を増やし，設計演習等での活用を図っていくことを期待している． 

 



科  目  名 土質力学及び演習 単 位 数 4 授 業 形 態 講義 

科 目 区 分 
環境土木工学：専門基礎科目 
建    築    学：関連専門科目 

開 講 時 期
環境土木工学：2年秋学期 
建   築   学：4年秋学期 

必修・選択 
環境土木工学：必修 
建   築   学：選択 

対象履修 

プログラム 
環境土木工学，建築学 担当教員 野田利弘，中井健太郎，酒井崇之，吉川高広 

キーワード 応力，ひずみ，浸透，連続式，有効応力の原理，圧密 

授業の概要 

土粒子と水からなる飽和土の力学的性質を理解するために，二相系混合材料の捉え
方を講述し，関連する演習を行う．特に，土粒子が構成する土骨格の変形を伴わな
い間隙水の移動（浸透）と，有効応力概念に基づく土骨格の変形を伴う間隙水の移
動（圧密理論）の違いを明確にしながら，土質力学の知識を養う．また，力学の基
本的事項である，力のつり合いと，応力とひずみなどについても復習する． 

授業の目標 

1. 土の状態を説明する基本物理量，土の分類，締固め特性について説明できる． 
2. 地盤内の水理に関するダルシー則とポテンシャル流れ，透水係数の意味とそれ

を求めるための室内透水試験の方法を説明できる．また浸透問題における連続
式を理解し，図式解法による浸透流の計算もできるようにする． 

3.  一次元・一相系問題を例に，力のつりあいと応力，変位とひずみの適合条件お
よび構成式の定義・意味を説明できる． 

4. 有効応力概念を理解し，一次元弾性圧密理論における圧密方程式の誘導と，フ
ーリエの方法による求解ができる．圧密現象の把握と圧密沈下の計算ができる． 

基礎となる科目 形と力，流れの力学，力学Ⅰ，力学Ⅱ，線形代数学Ⅰ，線形代数学Ⅱ，微分積分学Ⅱ 
関連して履修が
望ましい科目 

土質・基礎工学，地盤材料実験，地盤工学，土木地質学 

授 業 内 容 
 

第 1 週 技術者倫理を説明する． 
土の基本的性質として，基本的物理量や土の工学的分類について学ぶ．ま
た，不飽和土の諸性質や土の締固めに関して理解する． 

第 2 週 
第 3 週 
第 4 週 地盤内の水の流れに関して，ダルシー則と，一般的なポテンシャル流れの

性質を述べる．さらに透水係数の意味と，それを測定する 2 つの室内試験
の説明をする．また，連続式（一，二，三次元）の説明と二次元定常浸透
の諸問題について説明を行う． 

第 5 週 
第 6 週 
第 7 週 
第 8 週 中間試験 
第 9 週 一次元問題における，一相系材料の力のつり合いと応力の概念を述べ，変

形の適合条件，ひずみの概念を述べる． 
第 10 週 圧密問題における一次元圧密方程式を誘導する．その中で，有効応力の原

理などの基礎方程式群の各説明を行う．また，一次元圧密方程式について
フーリエの方法による求解を示し，それに基づいて圧密現象（過剰間隙水
圧の消散過程）についての理解を深める． 
一次元圧密沈下の慣用解析を述べ，圧密に伴う沈下と最終沈下についての
説明および圧密はやさなどについて説明する． 

第 11 週 
第 12 週 
第 13 週 
第 14 週 

第 15 週 本講義のまとめ 

教科書・参考書 
教科書：中野正樹著 「地盤力学」（コロナ社） 
なお，講義中にプリントノートも配布する． 

授業の形式 
ノートを中心の講義を行い，必要に応じて板書を行なう． 
例題，演習問題を課し，理解度を深める． 

評価方法 
レポート（20%），中間試験（30%），期末試験(50%)の結果により総合判断し，60%
以上を合格とする．なお無断欠席が 1/2 以上の場合は，期末試験の受験を認めない． 

履修上の注意 講義中に例題や演習問題を行うので，電卓を必ず持参のこと． 

質問への対応 
方法 

教員室への来訪，電子メールによる質問を随時受け付ける． 
【野田】内線：3833，Email：noda@nagoya-u.jp，工学部 9 号館 317 室 
【中井】内線：5203，Email：nakai@civil.nagoya-u.ac.jp，工学部 9 号館 313 室 

メッセージ 

土質力学は飽和土の変形から破壊までを取り扱います．いままでに習得してきた一
相系材料と異なり，固・液二相系材料であり，複雑な挙動を呈します．その複雑な
挙動の理解のために，プリントノートは，かなり深く，わかりやすく噛み砕いて作
成しています．しかし材料そのものが複雑であるため，それでも理解が困難なとこ
ろも出てくると思いますので，プリントによる予習・復習を心がけてください．  



科  目  名 計測技術及び実習 単 位 数 2.5 授 業 形 態 講義・実習 

科 目 区 分 
環境土木工学：専門科目 
建築学：関連専門科目 

開 講 時 期 
3 年 
春学期 

必修・選択 選択 

対象履修プログ

ラム 
環境土木工学・建築学 担当教員 

山本俊行，柴田義冬，飛田潤，齋藤輝

幸，飯塚悟，平井敬，奥岡桂次郎，柿

元祐史，鵜飼真貴子 

キーワード 建築環境，外気象，環境計測，地形測量，JIS 

授業の概要 

土木・建築分野の技術者が設計、建設、維持・管理の各段階で必要とされる種々の

測定法の原理について講義し，そのいくつかについて実習する．専門的な機器を用

いた測定・測量実習を共同で行い，成果を検討することで，チームで仕事をするた

めの能力を涵養する． 

授業の目標 

1. 土木・建築分野の技術者が必要とする各種評価法や測定・測量法の原理を理解

する． 
2. 計測機器を用い，チームで協力し温湿度，音，光，風，振動等の測定が出来る． 
3. 測量機器を用い，チームで協力し距離，角，水準，平板等の測量が出来る． 
4. 測定・測量結果に基づくレポートのまとめ方を修得する． 

基礎となる科目 物理環境工学，確率と統計，流れの力学及び演習，人間活動と環境 

関連して履修が

望ましい科目 
人間環境工学 

授 業 内 容 

 

第 1 週 講義の全体的な流れについて説明． 
第 2 週 風速の測定と流体の可視化に関する講義と実習． 
第 3 週 道路騒音の測定に関する講義と実習． 
第 4 週 温湿度の測定に関する講義と実習． 
第 5 週 外界気象要素の測定に関する講義と実習． 
第 6 週 光環境の測定に関する講義と実習． 
第 7 週 振動の測定に関する講義と実習． 
第 8 週 測量の基本的な方法に関する概論と実習． 
第 9 週 測量の種類と方法に関する講義． 
第 10 週 距離測量と角測量に関する講義と実習． 
第 11 週 

第 12 週 水準測量に関する講義と実習． 
第 13 週 平板測量に関する講義と実習． 
第 14 週 

第 15 週 GPS,GIS 等の最近の測量技術に関する講義． 

教科書・参考書 [参考書]日本建築学会「環境工学実験用教材Ⅰ/Ⅱ」 

授業の形式 各測定・測量方法に関して説明し，グループに分かれて実習を行う． 

評価方法 

・ 実際に測定や測量が出来ることが学習目標であるため，原則として機器を用い

た全ての実習への参加を必要とする． 
・ 全回出席に加えて，提出されたレポートを評価し，100 点満点で 60 点以上を合

格とする． 

履修上の注意 
本講義は実際に測定や測量が出来ることが学習目標であり，一つでも実習を欠席す

ると単位取得が困難となるので注意しなさい． 

質問への対応 

方法 

講義中の質問を歓迎する．また，時間外では特に定まったオフィスアワーは設けな

いが，電子メールでの質問を受け付けるほか，電子メール等でのアポイントメント

にも適宜対応する．（山本．内線：4636, Email：yamamoto@civil.nagoya-u.ac.jp，
齋藤．内線：5240，Email：saito@davinci.nuac.nagoya-u.ac.jp） 

メッセージ 

本講義は実際に測定や測量が出来ることが学習目標であり，積極的に実習に取り組

むことが重要です．実習はグループ毎に実施しますがグループで協力しつつ積極的

に課題に取り組むように努力して下さい． 



 

 

科  目  名 衛生工学 単 位 数 2 授 業 形 態 講義 
科 目 区 分 関連専門科目 開 講 時 期 3 年前期 必修・選択 選択 
対象履修コース 環境土木工学，建築学 担当教員 片山新太、平山修久 
キーワード 上水道，下水道，環境影響調査 

授業の概要 

豊かな都市生活を営む上で不可欠な上下水道の基本計画・施設構成・処理法，およ

び環境アセスメントについて講述する．上下水道が果たすべき基本的機能を解説す

るとともに，水・大気・土壌の環境および生態系保全の観点から，施設に要求され

る機能，条件等について最新の情報を盛り込んで解説する．これにより，環境共生

型の都市整備プランナーとしての素養を身につける． 

授業の目標 

・ 環境影響評価の基本を理解しており説明できる． 
・ 上水道の基本計画，管網システム，浄水処理の原理を理解しており説明できる． 
・ 下水道の基本計画，下水処理の原理と施設を理解しており説明できる． 
・ 上下水道に関連する環境基準，法規を理解しており，説明できる． 

基礎となる科目 化学基礎，人間活動と環境，社会環境保全学，水理学 
関連履修科目 特になし 

授 業 内 容 

第１週 シラバス説明，上水道 1．水需要と上水道システム 

第２週 上水道 2．流出解析と地下水取水 

第３週 上水道 3．浄水施設 

第４週 上水道 4．水道水質 

第５週 上水道 5．管網解析 

第６週 上水道 6．災害と上水道システム 

第７週 浄水場見学会（名古屋市上下水道局鍋屋上野浄水場）日程変更あり 

第８週 下水道 1．水質 

第９週 下水道 2．下水道計画 

第１０週 下水道 3．下水道施設（下水処理：1 次，2 次処理） 

第１１週 下水道 4．下水道施設（下水処理 3 次（高度）処理） 

第１２週 下水道 5．汚泥処理，下水道によらない排水処理，省エネ型水処理 

第１３週 下水道 6．環境影響評価 

第１４週 下水処理場見学（植田水浄化センター）日程変更あり 

第１５週 トピック（予定：最新の水処理技術） 

第１６週 期末試験 

教科書・参考書 

授業中にプリントを配布する． 
参考書：松尾友矩編（2005）「水環境工学(第 2 版)」（オーム社）、中島重旗・加納正

道・小島義博・金子好雄共著（1994）「水環境工学の基礎」（森北出版株式会社）、佐

藤敦久著（1977）「衛生工学」（朝倉書店）など 
授業の形式 配付資料に基づく説明を行う 

評価方法 レポート４回（30%），期末試験（70%）の総合判断。60%以上の成績を合格とする． 

履修上の注意 

レポートでは，参考とした出典を必ず明らかにすること．また、レポートは返却し

ないので，自己保管用には，提出時にコピーを取っておくこと．また、見学会（2 回）

は、出席＋レポートを単位取得の上で必須とするので、注意すること。 

質問への対応 

方法 

講義中の質問を歓迎する．時間外の定まったオフィスアワーは設けないが，電子メ

ールでの質問やオフィスアワーの要望は常に受け付けて，その都度適宜対応する． 
片山新太（052-789-5856，Email：katayama.arata@nagoya-u.jp） 
平山修久（052-747-6824，Email：hirayama.nagahisa@nagoya-u.jp） 
笠井拓哉（052-789-5858，Email：kasai.takuya@imass.nagoya-u.ac.jp）施設見学 

メッセージ 

国土や地域の開発はもちろんのこと，都市の再生や自然公園の整備においても，そ

の設計施工を行う土木・建築技術者は，人間生活に必須である上下水に関する問題

を避けて通れません．その技術的基礎を学ぶ衛生工学は，水質化学や微生物学など

の周辺分野を含むので難しく感じるかもしれませんが，その幅広い知識が人の住環

境を守る第一歩と考えて，チャレンジをしてください． 

 



科  目  名 建築学特別講義 単 位 数 2 授 業 形 態 講義(集中) 
科 目 区 分 関連専門科目 開 講 時 期 ４年後期 必修・選択 選択 

対象履修 

プログラム 

建築学 
担当教員 

非常勤講師 

キーワード 建築設計，都市設計，環境・設備設計，構造設計 

授業の概要 
建築学の各分野の最先端で活躍している建築家や研究者からそれぞれの分野にお

ける最先端のテーマに関する講義を聞く。 

授業の目標 

建築・都市に関する高度な専門知識や設計能力・技術力を身につけ、また、建築活

動が社会や自然に与える影響を把握する。 

基礎となる科目 

空間設計論，建築史第 1・第 2，建築計画第 1・第 2，人間環境工学，環境システム

工学，都市・国土計画，鉄筋コンクリート構造，構造設計工学，建築材料工学，建

築基礎構造 
関連して履修が

望ましい科目 

総合設計演習第 2 

授 業 内 容 

 

第 1 週 現代都市の課題と都市デザインの方向性 
歴史的建築の保存と活用 
建築設計の理論と実践 （１） 

第 2 週 

第 3 週 

第 4 週 建築設計の理論と実践 （２） 
構造設計の理論と実践 
環境設備設計の理論と実践 

第 5 週 

第 6 週 

第 7 週  
第 8 週 

第 9 週 

第 10 週  
第 11 週 

第 12 週 

第 13 週  
第 14 週 

第 15 週 

教科書・参考書 なし 

授業の形式 

建築学の各分野（設計・意匠・歴史・評論、環境・設備、構造・材料・施工など）

で活躍している６人の非常勤講師がそれぞれのテーマについて，配布資料やスライ

ドなどを用いて講義を行なう。 

評価方法 

レポートにより評価し，100 点満点で 60 点以上を合格とする。レポートは、講義

概要と講義に関する感想を記した 2000 字程度のもの。講義概要については建築・

都市に関する高度な専門知識と設計能力や技術力に関する部分の評価を重視する。

評価基準は各講義のテーマ・内容を的確に把握していること。なお、レポートの提

出回数や提出方法等については、講義時に説明する。 
履修上の注意 レポート作成に当たり，講師が講義中に示した参考文献を積極的に読むこと． 
質問への対応 

方法 

講義中に不明な点があれば積極的に質問すること．また開講日等に関する問い合わ

せは宮脇（miyawaki@nuac.nagoya-u.ac.jp）まで。 

メッセージ 
・ 日常的に建築物を見る努力をすること． 
・ 建築関係雑誌を日常的に読むこと． 
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